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　　　　１




　目を覚ませば漂ただよってくるのは海の香り。潮しお混まじりの南風が鼻び孔こうをくすぐり、眠気に澱よどむ頭を次第に覚かく醒せいへと向かわせる。

「……んー……っ」

　枕に顔を押しつけ、喉のどの悪い猫のようなうなり声一つ。今は五月。眩まばゆい新緑が町に溢あふれ、布ふ団とんに一度入れば出たくなくなる季節だ。

　……眠い。

　ぼやける頭で昨夜のことを思い出す。……昨日は、理事長とゆうひ先輩が部屋に来て……ゲームやってたんだっけ。異性と同じ部屋にはいたくなかったけど……俺、実家ではねーちゃんが３Ｄ酔いするからって旧世代機しかやらせてもらえなかったから、つい部屋に入れちゃって……。でもやっぱり３Ｄ凄すごかったなあ……配管工も立体感あって……キノコもぷるぷる震ふるえてるみたいで……。

　目を閉じたまま、何気なくぐっと手を横に伸ばそうとする。

　ぷるぷるっ。

「……ん？」

　なにかヘンな感触がある。いや、ヘンじゃなくて、人ひと肌はだくらいに温かくて柔らかい感触……。

　……キノコ？

　眉まゆをひそめ、その不ふ思し議ぎな感触のものをむにむにと揉もんでみると──

「……んっ、こら、いたずらしちゃダメでしょぉ……」

　くぐもった大人の女性の声が鼓こ膜まくをくすぐった。さらにふわりとジャスミンの香り……。

　目を開けてみれば──

「ひ……っ」

　眼前に深い谷間が広がっていた。パジャマの第二ボタンまで外はずれ、白い肌が覗のぞいている。俺はその双そう丘きゆうの片方に手を触れ、むにむにと揉みしだいていたのだ。

　そして視線を上げてみれば、浜はま之の宮みやありす理事長の端正な顔がそこにある。ルージュも塗られていないのに赤みのある艶つややかな唇。むに、と手を動かすと、それに呼応するように「ん……」と熱い吐と息いきが漏もれる……。

　──む、胸、女の人の胸……!?

　ぶつぶつぶつぶつぶつっ。

「はおおっ!!」

　瞬しゆん間かん、俺の『女性恐怖症──女性に触れれば蕁じん麻ま疹しんが出る』という特殊な体質が発動。全身に蕁麻疹が浮かび、ギュルンッと布団の中で高速半回転。な、なんで理事長が俺と同じ布団にいるんだ……！

　──脱出、今はとにかく脱出……！

　ふんっとかけ声と共に布ふ団とんをはねのける──と、今度はストロベリーに似た香りが漂ただよってきた……って、この匂いは、まさか……。

「ひぃっ！　ゆ、ゆうひ先輩!?」

　理事長の逆側には正まさ木きゆうひ先輩が横になっていた。しかもこちらはパジャマどころか下着姿。ほとんど裸のような小柄な肢し体たい。ブラもショーツもレースが編み込まれており、フリルで縁ふち取られていたりしてエレガント。しかも部分部分がシースルーになっていて際きわどい……。

「ん……ふとん……」

　彼女が体を艶なまめかしくくねらせる。ふわっと長い睫まつげが揺ゆれ、布団を求めて小さな手がさまよい、なぜか俺の下腹部へと……。

「うおおおおおおお!!」

　危うく大事なところに触れられそうになり、俺はごろごろ後転しながら部屋の壁へとボーリングの球のように突っ込む。置かれていた二リットルペットボトルがピンのように吹き飛び、壁にぶつかって大きく鈍い音が鳴った。

　ずりずりと壁に背中を這はわせながら、目を向ける先は困った寮の仲間二人……。

「な、ななな、なにしてんすかアンタら!?」

　二人は「うるさいぃ……」などと言いながら顔を上げ、肘ひじをついて上体を起こす。理事長の下着に包まれない胸がさらにパジャマの隙すき間まから覗のぞき、ゆうひ先輩は肩のストラップが取れかけていて──

「うるさいわねこういちくぅん……ころすわよぉ……」

　理事長の目が座ってるし……て、低血圧ってやつか。

　なんにしても、ここにいるのは危険だ。色んな意味で……。

　ぞわぞわと恐怖を感じながら、入り口に向かって床に手を突くようにして走る。

　ドアに飛びつこう──とすると、

「ちょっと小こ熊ぐまくん！　朝からうるさいわよ！」

　自動的にドアが開いて、顔を見せるのは長い黒髪の上階の住人、如月きらさぎ美み空そら……って──

「う、うわっ、如月──」

「え……きゃあっ!?」

　勢いのままに飛びついてしまった。そのまま彼女の軽い体を押し倒してしまう。

「いたあ……」

　如月の声が聞こえ──鼻び孔こうに満ちる春風みたいな香り。さらに俺の掌てのひらには、さっきの理事長の時に似た至福の感触……。

　すぐに自分の状況がわかってしまう。片手で制服姿の如月の胸を揉もみ──さらに顔を胸に埋めているのだ。

　──理事長は柔らかい感じ、如月のはそれより張りがある……？

　朝から二度目の異性の柔やわ肌はだの感触に、俺の心臓は爆発寸前。ラッキー？　いや、俺にとってはアンラッキーなんだ。

　──だ、だって、怖こわくて泣きそうなくらいだし……。

　キングコブラに抱きついてる感覚。蕁じん麻ま疹しんがくっきりと浮かび上がっており、ゾクゾクと背せ筋すじが震ふるえて毛穴が開いている。至福の感触なのに……本能が恐怖を訴うつたえてくる。

　──天国と地獄だ……。

　正反対の感情に震えながら、ゆっくりと視線を上げると……。

　如月きらさぎの水気を帯びた瞳ひとみが、俺の視線とがっちり噛かみ合ってしまった。

「ど、どうして、小こ熊ぐまくんってそう……」

　彼女は真っ赤な顔で、怒りに震えながら片手を振りかぶり、首にかかったペンダントがちゃり、と鳴って──

「本質的にスケベなの！」

　べっちーんと、朝の寮内に景気のいい音が響いた。







「おはようございます、小熊せんぱいっ……って、ほっぺたどうしたんです？」

「……うん。ちょっとささいな行き違いがあってね」

　頬ほほに真っ赤なもみじを貼はり付けたまま、食堂に入る。如月はぷりぷりしたまま俺の後についてきていた。気持ちを落ち着かせるためなのか、胸元のペンダントを片手でいじっている。

　食堂ではいるか寮の良心──佐さ倉くら珠たまちゃんがすでに食卓に料理を並べていた。ぴょこぴょこと甲か斐い甲が斐いしく働く中学生のような小柄な体、蝶ちようのような形のリボンが可愛かわいらしい。こんがり焼けたトーストとベーコンエッグが食欲をそそる。

「おはようございます、珠さん。今日も早いですわ……ね」

　その声はクールな美び貌ぼうの氏うじ家いえ扇せん香か生徒会長のもの。彼女は食堂に入ってきて──俺を見た瞬しゆん間かんに固まり、顔を伏ふせるようにして自分の席に座る。座っただけでも、ぷるっと豊満な胸が揺ゆれていた。

「おはようございます、小熊さん」

　声は無機質な感じ。だけどこれが彼女の普通なんだ。絶対に俺には近づいてこないのもいつものことだ。挨あい拶さつを返すと、彼女はつけっぱなしにしてあるテレビを眺ながめ始めた。

「竜りゆう子こせんぱいが戻ってきたらご飯にしましょう。さ、席についてください」

　珠ちゃんに言われて、何気なく食堂の窓から外を覗のぞいてみる──と、ちょうど門を抜けて、ふわっと二本飛び出た前髪を揺らす女の子、竜たつ浪なみ竜子が帰ってきたところだった。頬が健康的に紅こう潮ちようしていて、すっきりした顔になっている。

「あいつって毎朝走ってるの？」

「ええ。日課みたいですよ」

　珠たまちゃんはみんなのコップにお茶を注ぎながら答える。……毎朝ランニング。俺なら三日坊ぼう主ずで終わりそうだ。

　そう思って竜たつ浪なみを見ていると──こちらに彼女の鋭い視線がじろりと向いた。見る物を射い抜ぬく鷹たかの目だ。俺はびくっと震ふるえて顔を逸そらす。

　ひとまずソファに座ってテレビを眺ながめていると、やがてまだどこか眠たそうな理事長とゆうひ先輩が食堂に入ってきて、それぞれ自分の席についた。続いて竜浪も戻ってくる。顔を洗ってきたのか、肌がしっとり瑞みず々みずしく見える。

「小こ熊ぐまさん、ご飯の用意できましたよーっ」

　珠ちゃんのほんのり温かい声に呼ばれ、俺もソファから自分の席に移ると……。

　理事長が、俺を眺めてため息をつく。

「……浩こう一いち君は、そこから少しずつこっちに近づいてくることを目標にしようね」

　こちらに視線を向ける他の子達。俺の座る机は、みんなのついた長テーブルから二メートルほど離れているのだ。

「……一応、近づいてるんですよ？　……一週間で二ミリくらい」

「ふん。近づいてこないでいいわよ。スケベ」

　つんっとすました顔で言い放つ如月きらさぎは、ほんのり頬ほほが赤くなっている。……ま、まだ怒ってるなあ。あとでまた必死に謝あやまらないと。

「さ、みなさん手を合わせましょう。──いただきます」

　氏家会長の言葉にみんなで唱和して、食事を始める。

　珠ちゃんの料理はいつも変わらず美お味いしい。普段と同じく、女性陣はそれぞれ話をしながら食事を進めている。如月たちの談笑の中、俺と理事長は食事中はあまり喋しやべらない。

　トーストをもふもふと静かに咀そ嚼しやくしていると──

「そういえば、小熊さん、珠さん。お二人はどの部活に入るかもう決めたのですか？」

　会長が珍しく俺の話題を口にした。涼すずしげな目は珠ちゃんと俺の間あたりに向いている。

　……部活。そういえば寮に入ったばかりの頃、如月から町を案内してもらってる時にそういう話が出たような気がする。浜はま之の宮みや学園は、生徒が部活に入ることを推すい奨しようしてる、だっけ？

　そんなことを思い出していると、珠ちゃんはすぐに何気なく、

「わたしは料理部に入ろうかなって思ってます。中等部でも料理部でしたし」

「俺は……どうだろ。っていうか、浜之宮って男子の部活あるんですか？」

　浜之宮学園は女子の比率が高いんだ。グラウンドでも活動しているのは女子ばかり。男子が部活をやっているところは見たことがない。

　会長は一いつ旦たんトーストを皿に置いて、

「文化系でしたら、男子はどの部でも受け入れてもらえるでしょう。運動系では、男子のみの部として第二グラウンドで活動しているサッカー部があります。他、剣道部や陸上部などの個人競技のあるところでしたら入部は可能ですわ」

「……部活って、入らないといけないんでしたっけ？」

「強制ではありませんけれど……。学生たるものなんらかの部活動に所属し、心や体の修練に励はげむのが正しい姿ですわね」

「内申点が上がるしね。どこかに所属した方がお得よ」

　理事長がさりげなく付け加える。……内申点かあ。となるとやっぱり入るべきか。

　でも、運動はあんまり好きじゃないからサッカー部に入る気にはなれないし……。女子ばかりの部活に女性恐怖症の俺が入るのは自殺行為だと思う。どこかの部に籍せきだけ置いて、幽ゆう霊れい部員になるのが賢かしこいのかな。

「あ、そういえば、会長たちはなにかの部に入ってるんですか？」

「わたくしは生徒会に所属していますので、部活には入っていません。美み空そらさんも一年の頃から学級委員を務つとめていることもあり、部活には所属せず。ゆうひと竜りゆう子こさんは──」

「ゆうひは部活に入ってるよ。なんの部活かはナイショだけどね」

　含ふくみのある声でそんなことを言うゆうひ先輩。……なんだろう、ナイショって言われるとちょっと気になるんだけど。

　そして最後に、竜たつ浪なみは──

「竜子はどこにも所属してないのよね」

　如月きらさぎの言葉にこく、と静かに頷うなずく小柄な彼女。もくもくと口を動かしたままの淡々とした反応。この話題に興味がないと言いたげだ。

　……ちょっと意外かな。竜浪は運動系の部活に入ってるものと思ってた。

「まあ、無理に入ることはないのですけれどね。部活動については前向きに考えてみることをおすすめします」

　会長はそう言って、楚そ々そとした所しよ作さで食事に戻る。頬ほほにパンくずをくっつけたゆうひ先輩は俺と竜浪ににんまり笑顔を向けて、

「二人とも、なんならゆうひの部活に入る？　いろいろ面おも白しろいよ？」

「……そういえば、私も正まさ木き先輩がなんの部活に入ってるか知らないぞ」

「秘密の部活だからねー。りゅうちゃん、入ってみればわかるよ？　それまではナイショ」

「……遠慮しておく。怪あやしい部だったらイヤだし」

　んふ、と意味ありげな微笑を浮かべるゆうひ先輩。……どんな部なんだろう。

　女性陣の賑にぎやかなやりとりを聞き流しながら、トーストをかじる。

　……部活、どうしようかな。中学はゲーム部、前の高校ではコンピューター部に入ってた。女子がいない部活を探してたらいかにも不健康なインドア系の部活しかなかったわけで……。

　……そうだなあ。この際、ちょっと真ま面じ目めに考えてみようかな。







　寮を出るのは八時くらい。学校に着くのは八時十分。予鈴が鳴るのは八時二十五分だから早すぎる登校だと思うのだが、これ以上遅れると如月きらさぎが怒るのだ。

　学校に向かうには、寮から坂を下って一いつ旦たん海沿いの大通りへと出なければならない。私立浜はま之の宮みや学園はその国道沿いにある。

「いい天気だねー」

　ゆうひ先輩がスカートを翻ひるがえし、スキップするようにして歩いている。五月の陽気は暖かく、過ごしやすい。肌に触れる陽光も優しく、歩いているのに欠伸あくびが出そうになるくらいだった。

　前を行く女性陣から少し距離を取るようにして歩いていると、すぐに国道に出て視界が大きく開け──海が見えてくる。

　五月さつき晴れの空の下、透き通る青がどこまでも続いている。静かに浜辺を洗う白い波。すうっと吸い込む潮しお風かぜは爽さわやか。国道沿いの歩道に植えられた街路樹は新緑を纏まとい始め、海の町にふさわしい色彩になってきている。……今日の帰りあたり、ちょっと浜辺を歩いてみるのも気持ちいいかもしれないな。

　景色を眺ながめながら、やがて学校に到着。女生徒で溢あふれる昇降口を、ライオンの群れの中を歩く野の兎うさぎのように震ふるえながら上がり、如月、竜たつ浪なみの後についていく形で教室へ向かう。

「あ、おはよー小こ熊ぐま君」

　教室に入るとクラスの女子達が挨あい拶さつしてくれる。みんな気軽な調子で、男子相手だからと気負った所がない。

「お、おはよ……」

　どもりながら挨拶を返すと──女の子達は何事もなかったように雑談に戻った。こちらの怯おびえた態度もまったく気にしていないようで、それが俺にとってはありがたい。

　あの親しん睦ぼく会かいの日から、クラスに限らず女生徒達の俺に対する雰ふん囲い気きが変わっていた。プールで俺が蕁じん麻ま疹しんを出した時に如月が事情を話してくれたお陰かげで、みんなの間で俺の体質への抵抗が薄れてくれたみたいなのだ。

　……ありがたいこと……だけど。

　クラスメイトを避けるようにしながら、教室窓まど際ぎわ最さい後こう尾びの自分の席へ向かう。座る前に、机を少しだけ壁際に寄せてから席についた。

「……ふぅ」

　ほっと息をつく。……あの親睦会以来、こうして過ごしやすくはなってる。

　でも、と周囲に目を向ける。

　クラスメイトは全員女生徒。男子は一人もいない。俺が女好きだったりすれば、こういう状況を喜んだのかもしれないけど……。

「…………！」

　ちら、と女生徒と目が合いそうになっただけで体に震ふるえが走る。

　理解を示してくれる女子のみんなにも申し訳ないことに……俺の女性恐怖症は回復の兆きざしをまったく見せていないのだった。

　ふう、と人知れずため息をついていると──ふと、一人の女生徒が視界に入った。

　前に下着ドロ事件を起こして──そして、ありえないことに俺に告白してきた女の子、桐きり島しま洋よう子こさん。以前は化粧が濃いめで今いま時どきというように見えた彼女だけど、最近はむしろ大人おとなしい雰ふん囲い気きになっている。先週あたりから次第に元気を取り戻してきたようで、今は普通に友達の女の子たちと談笑しているみたいだった。

　……一種の気の迷いだったんだろうなあ。

　いや、ほとんど話してもいないのに惚ほれられるほど、俺は整った顔も魅力的な性格もしてないし。これは自じ虐ぎやくじゃなくて事実。だからあれは、一つの夢みたいな出来事だったんだ。

　……ドキドキしたのは事実だけどさ。

　あの時の感覚を思い出しそうになり、首を振る。と、担任の橘たちばな香里かおり先生が入ってきた。

「はーい席つけ席ー」

　はすっぱなしゃべり方。ダウナーな雰ふん囲い気き。かろうじて櫛くしが通されているという感じのロングヘアが背中で一つに纏まとめられており、シャツにはやはり皺しわが目立つ。身だしなみを整えれば美人なのは間違いないはずなんだけど……まあ、これがこの先生らしいって言えるのかな。

　みんなが席につき、先生がホームルームを始める。まずは出席。先生の呼ぶ名前に全員答えて欠席なしだ。最近、ようやく女子の顔と名前が一致するようになってきた。もちろん話したことのある女子はほとんどいないけど、俺の座る席からだと、全員の姿が見渡せるのだ。

「五月末に体育祭があるけどー、近いうちにいろいろと決めることがあるからねー。普段から運動不足って子はちょっとジョギングくらいはしときなさいよー」

　ざわっと教室がどよめく。体育祭、と聞いて意外に思う。運動会シーズンと言えば九月末から十月あたりだけど、ここでは五月にやるのか……。

「意外そうな顔の小こ熊ぐまに説明するとー、十月くらいになると三年生の受験も本格化するからねー。ここは一応進学校だし、そのあたりを考えて五月にやることになってんの。わかったー？」

　生徒を見てないようで見てるのが橘先生。俺は女子達の視線を受けて小さくなりながらもぺこりと説明感謝と頭を下げた。

　先生はそれから一つ二つと連絡事項を伝えて、ホームルームを終わらせ、教室を出て行く。

　途と端たんに教室が騒がしくざわめき始め、隣となりの如月きらさぎが大きく伸びをしてこちらに顔を向けてきた。

「小熊くんのいたところって、体育祭は九月だったの？」

「ん、そうだったけど……五月にやるって珍しいよな」

　最近は、如月きらさぎが教室で時々話しかけてくるようになっていた。接近さえしなければそれなりに普通に会話できるから、これだけでも女性恐怖症のリハビリになってるのかも、とか思う。

「小こ熊ぐまくん、水泳は普通にできるみたいだけど……運動自体はどうなの？　得意？」

「得意じゃないよ。苦にが手てってほどでもないけど……。体動かすのはあんまり好きじゃないし」

「まあどっちかって言うと、小熊くんは家の中で本とか読んでそうなイメージよね」

「うん。まあ、インドア派だし。そんな感じかな……」

　と──なぜか前の席から「はあ……」と露ろ骨こつなため息が聞こえてきた。そこに座るのは頭にひょんひょんと二本触覚の生えたいるか寮生、竜たつ浪なみ竜りゆう子こ……。

　彼女は肩越しに俺に蔑さげすむような視線を向けてきて、ぽつりと一ひと言こと。

「……役立たずめ」

「む……な、なんだよ。別に運動が好きじゃなくてもいいだろ」

「よくない。そんなだからお前は女装が似合うんだ」

　かあっとほっぺたが熱くなった。親しん睦ぼく会かいの前に女装してしまった時のことを思い出す。

「あのことは俺も忘れたいってのに──あ、無視すんなよっ」

　そう言うものの、竜浪はもうこちらに興味をなくしたようで、前を向いて授業の準備を始めてしまっていた。

「な、なんなんだよ、もう……」

　納得できずにいると、如月が小さく笑いながら、

「竜子はね、体育祭が近づいてくると燃えるのよ。去年もそうだったし、たぶんこのクラスの優勝狙ねらってるのね。小熊くんにもちょっと期待してたんじゃないかな」

　……ああ、そういうことか。体育の時間も大活躍だし、イメージ通りって言えばイメージ通りか。スポーツが好きなんだろう。

　前に座る竜浪の後ろ姿を眺ながめていると──如月が「ところで」と話を変えた。

「小熊くん、部活の話だけど……ちゃんとどこかに入りなさいよ？　文化系の部活も沢山あるから、今日あたり見学でもしてみたら？」

「……でも俺、女子だらけの部活に入るなんて無理だし」

　ぽつりと言うと、如月がきゅっと眉まゆを跳はねさせ、

「こら、そんなこと言ってたらずっと女性恐怖症の改善なんてできないわよ。自分から飛び込むくらいの感覚じゃないとダメよ」

「そ、そんなこと言われてもなあ……」

　俺にとって女の子の群れに飛び込むことは、毒どく蛇へびの穴に飛び込むことと同意。……このあたりは話してみても、わかってもらえないだろう。

　と、如月が椅い子すごとこちらに近づいてきた。俺は反射的にのけぞるようにして後ろに下がる。

　彼女はそんな俺に構わず、他には聞こえないような小声で、

「親しん睦ぼく会かいの前々日に、更衣室に閉じ込められたよね？　覚えてる？」

「う、うん……そりゃ、忘れられないよ」

　つい先月のことだ。俺達は親睦会を間近に控ひかえた夜に、女子更衣室に閉じ込められたのだ。如月きらさぎの下着を盗んだ泥どろ棒ぼうが追ってきてると思ってたら、強こわ面もての警備員さんが夜の見回りに来ただけだったっていう……当時は怖こわかったけど、今となっては笑い話だった。

「あの時、話したわよね？　あなた、女性恐怖症は治せるものなら治したいって言ってた」

「ん？　んー……うん、言ったかも」

　あの夜の会話と言えば、如月が養護施設に入ってたっていうことや、男嫌ぎらいの原因について話してくれたことが頭に残ってるけど……たしかに、俺の蕁じん麻ま疹しん体質についての話もした気がする。

「でも、それがどうしたんだ？　如月にはあんまり関係ないことのような……」

　そう言うと、如月がむすっと口を心なしか尖とがらせた。

「関係ないってことは無いでしょ。あの時言ったじゃない。『如月が協力してくれるなら、頑がん張ばれるかも』って。私が協力するなら、女性恐怖症治すように頑張るんでしょ？」

「……た、たしかに、そう言ったかな」

　俺が女性恐怖症を治そうとしてるのは事実だ。いるか寮の女の子達はみんな恋愛を否定してる。だから俺がなんとかしてあげたいって思って……そのためには女性恐怖症を治すことも必要だから、頑張ってみようかなって考えてる。

　それに、俺だってできるものならこの女性恐怖症を治して、その……女の子と恋愛してみたいとか、ちょっとくらいは思うんだ。異性が怖いからって、女の子に興味がないわけじゃないんだから……。

　……でも、如月にわざわざ手伝ってもらうのは、悪いしなあ。たしかに彼女が協力してくれるなら、頑張れるかもしれないけど。やっぱり迷惑だろう。ここは誤ご魔ま化かしておこうかな。

「まあ、一人でなんとかするべきだと思うし。如月は見守っててくれれば嬉うれしいかなって……」

　さりげなくそう言ってみると、彼女は目をしばたたかせ、

「……協力してほしくないの？」

「え、いや、そういうわけじゃないんだけど……」

「じゃあ、してほしいの？」

「……えっと、でも、如月に悪いかなって思うし」

　もごもごと喋しやべっていると、如月はむっと眉まゆを寄せて、下から俺を見上げてくる。突き上げるような視線。水気の多い夜空色の瞳ひとみだ。

「はっきりしなさい。手伝ってほしいの？　イエス、ノーで答えて」

「う…………それは、その」

「イエス？　ノー？」

　答えるまで逃がさない、と言いたげに、彼女は俺を視線で絡からめ取る。噓うそをつくことのできない空気に──

「……い、イエス、かな」

　仕方なく、素直にそう答えると──『よろしい』と言いたげに頷うなずく如月きらさぎ。

「仕方ないわね。それじゃあ、手伝ってあげるわよ。あの時も『協力する』って言っちゃったしね。発言には責任を持つわよ」

　あっさりとそんなことを言われて、俺は呆あつ気けにとられてしまった。

「……でも、いいのか？　……その、男に協力するんだぞ？」

　如月は腕を組み、やや顔を強こわ張ばらせて、

「私だって、男を助けるのは嫌いやだけど……。更衣室の件だけでなく、あなたが寮に来た初日、ペンダントを猫に盗まれた時も助けてもらっちゃったし。その分はお返ししないと、筋すじが通らないでしょ」

「……そんなの気にしなくてもいいのに」

「気になるものは気になるの。とにかく、協力してあげる」

　彼女は「いい？」と顔の前で人差し指を立て、

「私が協力するからには、あなたも体質改善のために頑がん張ばらなきゃダメなんだからね？　私は男の人なんて嫌きらいだけど、頑張って協力するの。だからあなたも頑張るのよ」

「そ、そんな気合い入れなくても、ゆっくりでいいんじゃないかな……？」

「が、ん、ば、る、の。いいわね？」

　言葉と共にさらにずいっと顔を近づけてきて──俺はこくこくと頷くしかない。

　如月はじーっと俺の心を覗のぞくように目を見つめてきていたが、やがてうん、と頷いて、表情を和やわらげたようだった。

　……男嫌いの如月が、ホントに協力してくれるなんて。

　正直、一人だとなにもしないままで日々を過ごすことになりそうだったところだ。異性の協力者がいてくれるのは心強い。

　……そうだな、頑張ってみようかな。

　なんとなく、そういう気分になる。如月の言うとおりだ。彼女は男嫌いなのに協力してくれるんだから、俺も頑張って、女性恐怖症を治す努力をしなきゃ。

　そんなことを考えていると──横から女の子が歩いてきた。この子は……たしか、吉よし村むらさんだ。スポーティなショートヘアがよく似合ってる。

　彼女は竜たつ浪なみの席の横に立ち、どこか腰こしを低くして、

「ね、竜りゆう子こ。ちょっと頼みがあるの。ゴールデンウィークにやる練習試合なんだけど……ちょっと出場してもらえないかなって」

「む……またか。私が手を貸さない方がいいのではないか？」

「今ちょっと部内で風か邪ぜが流は行やってて、出られない子が多いのよ。隣となり町の高校が相手だから負けられないし……ね、お願い！　駅前のジャンボストロベリーパフェ奢おごったげるからさ！」

　ぱしっと手を合わせる吉よし村むらさん。まるで竜たつ浪なみが神様みたいな扱あつかいだけど……。

　当の竜浪はというと、渋じゆう面めんを浮かべて返答に困っている様よう子す。気が進まないと言いたげだ。……そりゃ、せっかくの休みに練習試合なんて出たくないよなあ──

「…………ん？」

　ふと、視線を感じた。横へ目を向けると、なぜか如月きらさぎが俺の顔をじっと見ていて……。

「……パフェは魅力的だが、私は──」

「竜りゆう子こ、吉村さんも困ってるし……やってあげてもいいんじゃないかな？」

　突然、如月が二人の間に入った。吉村さんは助け船がきたとばかりに喜びを顔に出して──竜浪はといえば、こちらは渋しぶい顔のままで如月に目を向ける。

「……美み空そら。私は休日はゆっくりしたい」

「そんなお婆ばあちゃんみたいなこと言わないで、ね。今年のゴールデンウィークはショッピングに行くくらいしか用事がないでしょ。だから、いいじゃない」

　むう、と唸うなる竜浪をよそに、如月は吉村さん相手にとんとんと話を進める。

「ね、美空も出てくれると人数がちょうど足たりるんだけど……ダメ？」

「……え？　でも、私じゃ戦力にならないわよ？」

「大丈夫、出場してくれるだけでいいから。今のままじゃあと一人足りないのよ」

「んー……わかった。活躍には期待しないでよね」

　ちらほらと話し声が聞こえてくるので、机に肘ひじをついて、ぼんやりと二人の様子を窺うかがっていると──

　如月がちらりとこちらを一いち瞥べつして、その整った顔に意味ありげな微笑を浮かべた。

「あとは……マネージャーの仕事、手伝ってくれそうな人に心当たりがあるの」

　……なんだか、嫌いやな予感がするんだけど。




　　　　２




　ゴールデンウィークも数日が過ぎたある休日──

「なんで俺が手伝いなんてやらなきゃいけないわけ……？」

　せっかくの休みだというのに、俺はなぜか浜はま之の宮みや学園のグラウンドに引っ張り出されているのだった。

　空を見上げれば、抜けるような青が視界を埋め尽つくす。ここのところ毎日続いている五月さつき晴れ。こんな絶好のスポーツ日び和よりだからこそ、俺は……、

「……昼まで寝る予定だったのに」

「そんなぐーたらな予定は予定なんて言わないわよ。あなたはもう、毎日部屋でごろごろして過ごして……。ほら、しゃきっとしなさいってば」

　俯うつむき加か減げんの俺の背中を叩たたくような仕し草ぐさをするジャージ姿の如月きらさぎ。俺は反射的に背せ筋すじを伸ばして彼女から距離を取った。ジャージを着ていてもやはりペンダントはつけているようで、首もとに銀色のチェーンが見えている。

「さ、小こ熊ぐまくん。さっそくとんぼかけしよっか」

「な、なんで俺がとんぼかけ……？」

「あなたは今日一日、ソフトボール部のマネージャーなの。雑務をやるのは当たり前でしょ」

「だ、だからどうして俺がソフト部のマネージャーなんてやらなきゃいけないのさ……」

　如月は腰こしに手を当て、生徒に言い聞かせる教師のように、

「女性恐怖症を治すためにも部活には入るべきだと思うし、まずは飛び込んでみるのが大事よ。……私が協力するからには、ぐーたらな日々を過ごさせはしないからね。いるか寮に住んでるうちに、あなたの体質を改善させてみせるわ」

　彼女の目には光が宿っているようだった。……そうか、俺の体質改善のことを考えて、連れてきてくれたのか。でも……いきなり女子部のマネージャーは、ちょっと辛つらいっていうか……。

「さ、とにかくとんぼかけ。私も手伝ってあげるから。あとはスポーツドリンクも作っておかなきゃね」

　怖おじ気けづく俺に構わず如月はそう言って、促うながすようにしてとんぼの立てかけてあるベンチ横へと歩いていく。ちなみに、如月も人数合わせのために今日の試合に出るらしかった。

　と、ベンチの中で部員たちと作戦会議をしていた吉よし村むらさんは俺に手を振って「手伝ってくれてありがとねー！」なんて言ってきたりして……もう断ことわれる雰ふん囲い気きじゃなさそうだ。

「……やるしかないか」

　肩を落とし、ベンチ脇わきに立てかけてあったとんぼを手に取る。ずっしりした重みに息をつきたくなったが──先に細ほそ腕うででとんぼを引きずっていこうとする如月を見て、ため息を飲み込む。

　……俺のためを思って連れてきてくれたんだし、ちょっとは真ま面じ目めにやってみようかな。

　よし、と思い直して、とんぼを掴つかむ手に力を込めると──ソフト部の部室から小柄な影が出てくるのが見えた。

「……竜たつ浪なみか」

　小柄ないるか寮生はジャージ姿で、今日も二本の触覚をふよふよと揺ゆらしている。普段は胸を張ってる彼女だけど、今はどことなく気が重そうだ。

　……あいつも如月に引っ張られてきた形みたいだからなあ。

　なんとなく、彼女に目を向けていると──その視線がこちらに向いた。

「…………」

　彼女はなにも言わず、道みち端ばたの石に対するように顔を背そむける。

　……時々言い争いになったりするけど、竜たつ浪なみとはずっとこういう感じだ。

　おそらく寮の中で一番遠い距離にいるのが俺と竜浪の二人だろう。他の子たちとは最低限の会話はできても、彼女とだけは普通の会話をした覚えがほとんどなかった。

「お、小こ熊ぐまか。悪いな、手伝ってもらっちゃって」

　ソフト部顧こ問もんの国くに重しげ先生が声をかけてきて、俺は軽く挨あい拶さつを返す。ちらりと視線を戻せば、竜浪はすでに女子部員たちの輪に入っていた。ユニフォーム姿の部員たちの中で、彼女のジャージ姿は目立って見える。

　太陽の光に目を細めながら、校舎の大時計を見ると、針が示す時刻は午後の一時。もう少しで相手チームが来る予定だったっけ。

「小熊くん、行くわよー」

　如月きらさぎが手招きしてくる。俺はとんぼを引きずって、グラウンドの整備に向かうことにした。







　ちょうどとんぼかけを終わらせた頃──予定時刻通りに西にし御み崎さき高校ソフト部の女子がやってきた。見た感じ、こちらに比べて大柄な女の子が多いように見える。

　それぞれのチームはベンチに入り、試合の準備を進めて──今はこっちの守備練習のターン。出場選手はコートに出てシートノックをやっている。さすがというか、ソフト部の子たちはキレのある動きで素早く球を処理していた。

　竜浪は……と見てみると、なにやらコートの外で、キャッチャーらしき女の子と話をしていた。二人とも真剣な顔つき。なにかの作戦でも立ててるのかな……。

「美み空そらー！　いくよー！」

　その吉よし村むらさんの声に視線を戻せば、快音と共に外野の如月に向かって飛んでいく緩ゆるいフライの打球。捕とれるのかな、とちょっとハラハラして見ていたのだが──如月はぎこちない足取りながらもきっちりと捕球して、ファーストにバウンドで送球していた。

　……大たい抵ていのことはできるんだな、如月って。

　感心して、笑顔で他の部員と話している彼女を眺ながめていると──

　ズバンッ!!

　グラウンドに空気が弾はじけるような音が響き渡った。こちらチームのみんなは目を丸くして、一いつ斉せいに音の出で所どころに顔を向ける。音が聞こえてきたのは、西御崎サイドのブルペンから──

「うわ…………」

　思わず声を出してしまった。

　そこに立つのは、西御崎高校のピッチャーの女の子。彼女は風を唸うならせるようなウインドミル投法で、キャッチャーミットに剛ごう速そつ球きゆうを投げ込んでいたのだ。

　向こうのチームの子たちはなにやら浜はま之の宮みやの部員に不敵な笑みを向け、

「まだまだ、こんなもんじゃないよ！」

　大柄なキャッチャーが聞こえよがしに叫んで、ピッチャーの子はさらに速い球を投げ込む。まるでこちらに見せつけるような向こうチームの投球練習だった。

「……話に聞いてはいたが、相当な実力を持ってるみたいだな」

　と、横に歩いてきた国くに重しげ先生が眉み間けんに深く皺しわを寄せる。

「あの投手、凄すごい選手なんですか？　今の球とか、おっそろしく速いんですけど……」

「ああ。中学時代から全国区で活躍しててな。いろいろな高校からスカウトを受けるくらいの有名な選手……なんだが、家から近いからって理由で西にし御み崎さきに入ったらしくてなあ。今までは西御崎はウチと同じくらいの実力だったんだが、これで差をつけられてしまうかもしれん」

　先生は困ったもんだと首を振る。

「……それじゃ、今日はピンチだったり？」

「ん……まあ、本当なら厳しい試合になっただろうな。ただ、今日はこっちにも凄い選手がいるから、なんとかなるだろう。……吉よし村むらのつけた『モンスター』ってあだ名はどうかと思うが。彼女ならあの投手とも互ご角かくに渡り合えるはずだ」

　先生はそう言って、コートの部員たちに声を張る。

「みんな、気を引き締しめろ！　今日は勝つぞ！」

　先生の声に『はいっ！』と答えるソフト部員たち。ブルペンの投手を見たせいか、みんなの顔は気負いすぎというくらいに引き締まっているように見えた。……向こうの投手、かなりの実力者らしいからな。もしかしたらみんな、内心ではちょっと怖おじ気けづいてるのかもしれない。

　……でも、先生はこっちにも凄い選手がいるって言ってたな。モンスターか……。物ぶつ騒そうなあだ名だけど、その子の活躍に期待しようかな。







「それでは、これから浜之宮学園と西御崎高校の練習試合を始めます。礼！」

　審しん判ぱんの男性の声に合わせて「お願いします！」という女子たちの声がグラウンドに響く。如月きらさぎ、竜たつ浪なみも列の中に混ざっていた。審判は向こうの部のコーチが担当するらしい。

　俺はといえば球拾い係として、ベンチの横に立っている。遠くに飛んでいった球を拾いに行く役らしいけど……マネージャーっていうより、完全に雑用係だなあ。

　如月達は挨あい拶さつを済ませると、そのまま守備へと散っていく。一回表は西御崎高校の攻こう撃げき。

　……ウチの寮生二人は、どこの守備につくのかな。

　ユニフォームの部員たちの中、ジャージ姿で目立つ二人の姿を追っていると──まず如月は、ライトについたようだった。一番ボールの来ないポジション。まあ、人数合わせならそのあたりのポジションが妥だ当とうか。

　しかし竜たつ浪なみはといえば、こちらは……。

「竜りゆう子こー、頼んだわよー！」

　吉よし村むらさんにそんな声をかけられる彼女は、なぜだかダイヤの中心、ピッチャーズサークルに立っているのだった。

　……いや、ピッチャーって、どう考えても外部の人間のする仕事じゃないって。

　普段通りの仏ぶつ頂ちよう面づらで、ぽんぽんとボールを弄もてあそんでいる竜浪にそんな突っ込みを入れたくなる。運動神経がいいのは知ってるけど……いくらなんでも、過大評価されすぎじゃないか？

　マウンドに立つ竜浪は他の女子に比べて小さすぎて、なんだか見ていて不安になる。対する一番の打者は百七十センチくらいあって、俺より体格が良いくらいなんだ。

　……ソフトボールの球って大きいし、ピッチャー返しでもされたら危ないんじゃないかな。

　ハラハラしながら見ていると、竜浪が第一球目の投球姿勢に入る。バッターボックスの女の子は小柄な臨時ピッチャーを舐なめているのか、見るからに肩の力を抜いているようだった。向こうのベンチからも、

「そんなチビから打てなかったら一番下ろすよ！」

「場外まで飛ばせー！」

　なんて笑い混じりの声。始まる前から西にし御み崎さきは勝ちムードだ。自分のチームには超一流の投手がいるということで、今日は楽勝と思っているのかもしれない。

　……でも──俺も西御崎高校ソフトボール部も、竜浪竜子っていう女の子のことをまったく分かってなかったんだ。

　チビと言われた瞬しゆん間かんに眉まゆをぴくりと跳はねさせた竜浪は、ふわっと触覚のような前髪を揺ゆらして大きく右手を後ろへ引いた。フォームはとても綺き麗れいとは言えない。しかし豪ごう快かいに体を前に出すと同時、ぐるんと鞭むちのようにしならせた腕を一回転させ、小さな手には不似合いに大きいボールが放たれて──

　ズバン!!

　ミットを打ち抜く快音が、グラウンドの他の音をかき消してしまった。

　バッターの彼女はゆるく構えたままで時間が止まったように硬こう直ちよく。ベンチで声を上げていた女の子達も、口をヤジの形に開けたままで固まってしまっている。

　呆あつ気けにとられていたのは審しん判ぱんも同じのようで、たっぷり数秒の間を置いてから──

「す、ストライク!!」

　その声と共に、ざわっと向こうのベンチが騒ぎ始めた。

　混乱しているのか、目を擦こすったりしてる子もいる。目の前で起きたことが信じられないのかもしれない。一番可哀かわい想そうなのはバッターの彼女か。さっきまでの余裕はどこへやら。おろおろとベンチに指示をくれとばかりに目を向けていた。……それも無理もないことだと思う。竜浪の投球は、さっきのブルペンで見た向こうの投手に負けず劣おとらずの迫力だったのだ。

　そして竜たつ浪なみの辞書に、『容よう赦しや』の二文字は無いようで──

「ットラーイク！　バッターアウッ!!」

　ズバンズバンとミットを粉ふん砕さいするようなボール二連射。一人目の打者をあっさりと三振に打ち取ってしまった。

　俺はぽけっと口を開けて、ピッチャーズサークルで輝く彼女の姿を眺ながめる。

　……先生の言ってた『凄すごい選手』って、まさか……た、竜浪のことだったのか？

　事も無げにマウンドをつま先で叩たたきつつ、指でくるくるとボールを回す竜浪。自分が凄いことをしているという感覚は一いつ切さい無し。普段と変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

　次にバッターボックスに入る選手は……気の毒に、怪かい物ぶつ相手に怯おびえているようだった。

　……ピッチャーズサークルに立つのはいるか寮からやってきた小さな助すけっ人と。その小柄な体たい躯くには、とても筋肉があるようには見えないのに……。

　竜浪は、ストライクを取る作業を淡々と進めていくのだった。




　一回表は、竜浪の驚異のピッチングで西にし御み崎さきを三者三振に終わらせてしまった。しかし一回裏うらも同じく三者三振。こちらのチームは一番から三番まであっさり三振に切って落とされた。吉よし村むらさんでさえ、ファールを打つのがやっとだったくらいだ。向こうの投手もやはり相当な力を持っているらしい。

　……今日は投手戦になりそうだなあ。

　そんな予想をしながら、迎えた二回裏──




「っと、あったあったぁ」

　木こ陰かげに隠れていたボールを拾い、ベンチへ走り戻る。

　試合は二回裏に変わったところ。俺の役目は球拾いだ。二回表はヒットは無かったものの、ファールがいくつか飛んだので、俺はグラウンドを走り回っていた。

「ありがと、小こ熊ぐま君」

　吉村さんに近づかないようにしてボールを投げ渡し、女子達から距離を取って小休止。スコアボードに目を向ける。

　……二回裏、ゼロ対ゼロ。

　今までの攻こう撃げきを見たところだと、どちらにも点が入る気配がない。この回、こっちは四番からの攻撃だけど、あのピッチャーから打てるのか──

　キンッ！

　突き抜けるような快音に、はっとして空へと顔を向けた。見る見る小さくなり、グラウンドの遥はるか彼方かなたまでかっとんでいくボールが見える。

　バッターボックスに立っているのは──臨時助っ人の四番バッター、我らが竜浪竜りゆう子こだった。

　しん、とグラウンドが静まりかえり……、

「ほ、ホォームラン！」

　審しん判ぱんが叫び、こちら側のベンチからは大歓声。対する向こう側、西にし御み崎さきの女子達はみんな目の前の出来事が信じられないというように、ダイヤを走る小柄な女の子を見つめていた。

　驚きよう愕がくしているのは、俺も同じで……。

「……モンスター」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。なるほど、吉よし村むらさんがこういうあだ名をつけた気持ちもわかる気がする。

　一回表、二回表と相手を三者凡ぼん退たいに切って落とし、今は四番でホームラン……。試合してるのは十八人。ベンチ要員も合わせればそれ以上いるのに、目立ってるのは竜たつ浪なみ一人。まさにワンマンショー状態じゃないか。おそらく本日最も注目される予定だったはずの西御崎のピッチャーは、今の一いち撃げきで自信を打ち砕かれたのか、がっくりと地面に膝ひざをついていた。

　……ここまで凄すごいやつだとは思わなかったよ。

　規格外の人間っているもんだなあ、などと考えながら突っ立っていると、ホームベースを踏んだ竜浪が俺に目を向け、

「小こ熊ぐま、ボール」

　短い一ひと言こと。抑よく揚ようの無い調子。

「あ、うん、とってくる……」

　俺は頷うなずいて、ボールが飛んでいった方へと走っていく……。

　途中、振り返った。竜浪の表情が気になったのだ。

　いつもの彼女はぶすっとして不ふ機き嫌げんそうにしていることが多いけど、今の顔はちょっと違っている。冷めた目つきで……嬉うれしくもないし、つまらなくもない。そんな表情だ。

　……ホームラン打ったんだから、もうちょっと喜んでもいいのに。




　遥はるか遠くまで飛んだボールを探さがし出し、浜はま之の宮みや学園サイドのベンチに戻る。竜浪のホームランにショックを受けたのか向こうのピッチャーが崩くずれ、こちらのチームからはヒットが生まれ始めていた。

　防ぼう御ぎよでは竜浪がきっちり抑おさえて、点差は開かないものの、浜之宮学園ペースのまま試合は四回へと進む──




「小熊くん、みんなにドリンク配ってくれるかな？」

　四回裏うら。ボール拾いから戻ってくると、如月きらさぎが息をつく間もなく次の仕事を言いつけてくる。今はこちらの攻撃ターン。ベンチにはタオルを首にかけた部員たちが座っていた。

「よし、いけるよみんな！」

　キャプテンの三年女子がそう声を張ると、選手たちは一いつ斉せいに「はいっ！」と答える。みんな高こう揚ようしているのか、試合前よりも表情が生き生きとしていた。竜たつ浪なみが打った後はこちらからヒットが何本か出ているのだ。この回トップバッターの吉よし村むらさんも、バットを強く握りしめてバッターボックスへと向かう。

　……みんなやる気になってるし。俺もちょっとくらいはサポートした方がいいか。今日の俺は、一応マネージャーなんだから。

　如月きらさぎに「わかったよ」と返して、いざドリンクの配布。ベンチの傍そばのテーブルに置いてあった大型ウォータージャグのコックを捻ひねり、紙コップになみなみとスポーツドリンクを注いでそれぞれの選手たちのところへ……。

　持っていく、はずだったんだけど──

「……うぅ」

　みんなの座るベンチに近づこうとすると足が竦すくみ、動けなくなる。これぞ俺のもつ特殊な病、女性恐怖症。まるで天敵に対するように、本能が『女子に近づくな』と訴うつたえてくるのだ。

「……小こ熊ぐまくん、そこが踏ん張りどころよ」

　後ろから如月が見守ってくれている……が、体は動こうとしない。事情を知らない部員たちは不ふ思し議ぎそうに俺の挙きよ動どう不ふ審しんっぷりを眺ながめている。暑いのか上下ともジャージを脱いで座る竜浪は、手でぱたぱた顔を扇あおぎながら『やっぱりな』と言いたげな顔を向けてきていた。

「ほら、小熊くん、頑がん張ばって」

　如月が背中を押すようにそうエールを送ってくれるものの──俺は動けない。理性で女子を拒絶するなら、大した問題じゃない。でも、本能に抵抗するには相当な勇気が必要なんだ。

「……もう、仕方ないわね」

　なにもできないままでいると、如月が前に出て俺のジャージの裾すそを引っ張ろうとして……。

　俺は当然のことながら、反射的に体を引こうとするのだが──その反応を見た途と端たんに、如月の眉まゆがきゅっと寄せられた。

「小熊くん、しっかりしなきゃ。みんなあなたのドリンクを待ってるのよ」

「そ、そんなこと言われても。難しいものは難しいんだよ……」

「要は気持ちの問題でしょ。親しん睦ぼく会の時はなんとかなったじゃない。だから頑張って、ね？」

「あれは特殊な時だったからで──ああ、触んないでっ。おまえが配ってくれればいいだろっ」

「それじゃ意味がないの。あなたはこういうところで、女子と積極的に接するべきなのっ」

　如月は意地でも俺にドリンク配りをさせたいのか、ジャージを掴つかもうと何度も手を伸ばしてくる。俺はその度にひょいひょいと体を捻ひねり、彼女の追つい撃げきをかわす。

「もう、小熊くんっ。勇気を出しなさいっ」

　業ごうを煮にやしたのか、如月が強引に腕に手を伸ばしてきて──

「あ…………っ」

　それは俺の口から零こぼれた声。如月の手を避けて大きく体を反そらせたはずみで、持っていた紙コップがするりと掌てのひらから抜け落ちる。

　スローモーションのように、俺の手から解放されたコップは放物線を描き……、

「きゃんっ!?」

　尻尾しつぽを踏まれた子犬のような、ひっくり返る声があたりに響いた。

　俺と如月きらさぎは争う姿勢のまま動きを止めている。視線だけをコップの落ちた先へと向けてみれば──そこには体操服を着た女の子の姿があり……。

「うぅ……びちゃびちゃ……」

　胸元で紙コップを受けてしまった竜たつ浪なみが眉まゆをひそめていた。彼女の身につけた体操服は、しっとりとドリンクを吸って透すけてしまっているのだ。肌に張り付いた白い生地。その下にうっすらと肌色と、ブラの形が見て取れて──

　すっと、その胸元が細い手で隠された。

「……こんなことをして、どうなるかわかっているのだろうな」
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　地を這はうような声。ごくりと唾つばを飲み込めば、ほっぺたを微かすかに赤らめて、目を据すわらせた竜浪が下から俺を睨ねめ付けてきて……。

　咄とつ嗟さに横に置いてあったバットを取ろうとする竜浪だったが、如月が素早くそれを遠ざけてくれた。人死にを出すのはまずいと思ったのかもしれない。

　──き、如月、ナイス判断……！

　ひとまずほっとしていると──竜たつ浪なみは「ええい！」と苛いら立だたしげに吐はき捨てて、ぴょんっとまるでカンガルーのように宙に飛び上がった。

　軽々と俺との身長差を埋めるしなやかな跳ちよう躍やく。そして空を突き刺すように手を掲かかげ──

「この、エロ男が！」

　そう叫ぶと同時、片手が竹刀しないのように振り下ろされる。落下する勢いを利用したジャンピングチョップ……！

　──って、なんだ、チョップか。それならあんまり痛くないだろ……。

　ここは大人おとなしく竜浪の攻こう撃げきを受けようと頭を差し出して──

「はっぐ!?」

　脳のう天てんを鉄パイプでかち割られたかと思った。顔が下方向にぶるっとブレる。

　ミシッとめり込んだ彼女の柔らかいはずの手刀。しかしそれは俺の頭が瓦かわらだったら八枚くらいぶち抜いてるんじゃないかというくらいの堅かたさで──

　一いつ瞬しゆんの間をおいて、俺は膝ひざをつき、べちゃっと地面に顔から崩くずれ落ちた。

「ちょ、ちょっと、生きてる小こ熊ぐまくん？」

　さすがに心配になったか、声をかけてくる如月きさらぎと──

「生きているのか？　それはいかんな。とどめを刺そう」

　ぐちゃ、と小さな足で俺の後頭部を踏みつけてくる竜浪。さらにぐりぐりと抉えぐるように体重をかけてくる。……鬼おにか。この子は小鬼の眷けん属ぞくなのか。

「うぐぅ……お、俺が悪かったと思うけどさ。も、もう少し手て加か減げんしてくれても……」

「手加減している。現に靴を脱いで踏みつけてやっているではないか」

　靴下越しに感じる、柔らかい竜浪の足あし裏うらの感触……。

　ぶつぶつぶつぶつっ。

「わあ、足の裏でも蕁じん麻ま疹しんが出るのね。女性恐怖症を治すパートナーとして、ちゃんと覚えておかないと」

　ぐぐっと上げた視界の端はしで、如月は興味深そうに俺の肌を見ている。

　……と、とにかくまずは助けてくれないかなあ？







「……竜浪、悪かったってば」

　ひとまずジャージを上に着た竜浪はふいっとそっぽを向いて、聞く耳持たずの姿勢。しばらく許してもらえない雰ふん囲い気きだった。

「……言っておくがな。私はお前が寮にいることを、一応受け入れはしても納得はしていないのだぞ。私にまでヘンなことをするようだったら、理事長がなにを言おうと追い出すからな」

「う……わ、わかってる。竜浪たちにヘンなことしようとか、考えたこともないから」

「考えたことなくてもやっちゃうのが、小こ熊ぐまくんのいやらしいところだもんね」

　如月きさらぎからもどこか白い目を向けられて小さくなるしかない。……考えてみればたしかに、故意にエロいことする男よりもタチが悪い気がする。

　竜たつ浪なみは「ふん」と呟つぶやいて、

「……今度だけは許してやるが、次はないぞ。エロ男め」

　珍しい慈じ悲ひの心を示してくれた彼女は、とてとてとネクストバッターズサークルの方へと歩いていく。いや、胸張ってるし、本人はたぶん『のっしのっし』っていうイメージで歩いてるんだと思うけど、やっぱり小柄だから『とてとて』といった歩き方に見えてしまうのだ。

　ともあれどうにか許してもらえたようで、ほっと息をついていると──

「あ…………!!」

　如月の驚いた声。それと同時、ざわっと両サイドのベンチがどよめいた。

　みんなの視線はバッターボックスへ向いていて、そちらに俺も目を向けて──息を飲んだ。腰こしを押さえて地面にしゃがみ込んでいる吉よし村むらさんの姿が視界に飛び込んできたのだ。

「で、デッドボール！」

　審しん判ぱんが叫ぶと同時、ベンチから国くに重しげ先生が飛び出した。

　先生は吉村さんに駆け寄り、体の様よう子すを念入りに看みているようだった。向こうのピッチャーの女子がぺこぺこと謝あやまっていて──竜浪と、如月も心配になったのか傍そばへと駆け出す。

　と、吉村さんが立ち上がり、先生に支えられながらベンチへと戻ってきた。

「いったぁ……。もー、腰になんて当てんなっての……」

　そんなことを呟つぶやきながら腰を押さえる吉村さんだけど……見たところ、そこまで酷ひどい怪け我がってほどでもないらしい。ただ、あんな大きなボール……しかも剛ごう速そつ球きゆうを体に受けたとなると、さすがに心配になるんだけど……。

「……これは、今日はもう無理だな」

　先生がそう言うと、吉村さんは勢いよく首を振る。

「先生、私、やれます！　ソフトの球って柔らかいし、どうってことないですよこのくらい！」

「ダメだ。その柔らかい球を受けてしゃがみ込んだっていうことは、打ちどころが悪かったって証しよう拠こだろう。腰を痛めたらなにもできなくなるぞ？　練習試合なんだからそう熱くなるな。続行はさせない。いいな？」

　先生のはっきりとした休養指示。吉村さんはなにも言えずに黙り込み、「ちぇっ」とだけ呟いてベンチに腰を下ろした。瞬しゆん間かん、その眉まゆが微かすかに寄せられたのは痛みのせいだと思う。……これじゃ、さすがに試合続行は無理だろうな。

「でも先生。それじゃ、今日の試合は……」

　キャプテンの三年生が困ったようにベンチを見る。普段は部員で埋まっているであろうベンチ内はガラガラで、ちょうど試合に出られる人数しかいない。だからこそ竜浪や如月がヘルプに雇やとわれたんだから。

　国くに重しげ先生はベンチを眺ながめて「むう」と一つ唸うなったが、すぐに結論を出した。

「仕方ないな。今日の試合は中止だ」

　と、吉よし村むらさんの周りに集まっていた女子メンバーから「ええっ!?」と一斉に抗議の声だ。

「で、でも、今年は西にし御み崎さきには全勝するって決めてたじゃないですか！」

「せっかくリードしてるのに……！」

　部員達はみんな悔くやしそうに歯がみしている。西御崎との因いん縁ねんは思ったより深いらしい。

　吉村さんがそんなみんなの姿を見て──もう一度先生に目を向ける。

「先生、あの、私やっぱりやりたい……」

「それはダメだって。あんな速球を腰こしに受けたんだから、今日は絶対試合には出させないぞ。あとで保健室に連れて行くからな」

　先生はみんなの抗議を遮さえぎるようにパンッと大きく手を叩たたいて、

「今日の試合は中止！　次勝てばいいじゃないか次に！」

　改めて中止の決定を下し、ベンチにいた部員全員ががっくりと深く項うな垂だれた。

「……よっぽど勝ちたかったのね」

　如月きさらぎが気の毒そうに眉まゆ尻じりを下げてみんなの顔を見ている。……特に吉村さんが可哀かわい想そうだ。どうも、自分のせいで中止になったと思ってるようで、表情に影がこびりついてしまってるみたいだった。

　俺もベンチからちょっと離れたところで、そんな部員たちの姿を気の毒に思って見てたんだけど……。

「…………あ」

　俯うつむいていた如月が突然顔をぴんと上げ、ベンチのみんなを見回して──なぜか小さく頷うなずく。

「みんな、ちょっと待っててくれる？　実は今日は、もう一人助すけっ人とを頼んであるのよ」

　え、とみんなが顔を上げ、目をしばたたかせる。驚いたのは俺も竜たつ浪なみも同じだ。

　如月は俺たちと一いつ緒しよに来たし、他に人を呼んでる気配はなかったんだけど……あらかじめ誰かに声をかけてたのか？　こんな展開を予測して……？　さすがに準備がよすぎる気がするんだけど。

「竜りゆう子こ、ちょっと」

　手招きされた竜浪が如月に顔を寄せる。二人でぼそぼそとなにか話し合って──

　二人とも同時に、くるっとこちらに顔を向けた。

「え、な、なに？」

　寮で一緒に住んでいるということで比較的慣れている二人とはいえ、女の子から注視されると、反射的に身構えてしまうのはいつものこと。

　……が、そんなこちらの都合なんか知らないとばかりに、如月はどこか胡う散さん臭くさい笑顔を浮かべ、竜たつ浪なみはやれやれと肩をすくめて俺に近づいてきて──

「小こ熊ぐまくん、ちょっと私たちについてきてくれるかな？」

「安心しろ。なにも怖こわいことはせんからな……」

　まるで子供をさらう悪いおじさんみたいなセリフだなあ、なんて思って。

　胸の中には、嫌いやな予感しかしなかったのだった。
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　一いつ旦たん試合を中断し、十五分後──




「みんなーっ、助すけっ人と連れてきたわよー！」

　更衣室からベンチに戻ってくると、如月きさらぎが元気よく声をあげる。どこか楽しそうな顔。竜浪も珍しく、口元がやや笑みの形に吊つり上がってるように見える。

　ちなみに戻ってきたのは俺、如月、竜浪の三人。他に助っ人の姿は見えない。……というか、やっぱりもう一人の人間なんていなかったのだ。

　国くに重しげ先生がこちらを見て、目をしばたたかせた。その視線が向いている先にいるのは他の誰でもない──俺自身だ。

「……君が、助っ人？」

　きょとんとしているようなこのセリフ──これは、間違いなく気付いていない反応。

「えっと……何年生？　見たことない顔だけど……」

　吉よし村むらさんのそんな問いかけが向けられるのも、なぜか俺だったりする。

　本当なら俺に向けられるはずのない、まるで初対面の人に対するような二人の視線……。

　二人がこんな態度をとる理由は一つ。

「一年生よ。ごめんなさい、大人おとなしい子だからあんまり喋しやべれないのよね。ほら、会え釈しやくくらいはしなさい、熊くま田だ浩ひろ子こちゃん」

　如月きらさぎになぜかヘンな名前で呼ばれ、言われたままにぺこりと会釈をする俺は……。

　悲しいことに、女の子の姿をしているのだった。ロングヘアのウィッグを被かぶり、顔にも少しだけだが化粧をしている。犯人捜さがしの時ほどではないにしろ、二人の手によって性別を変える処置を施ほどこされているのだ。

　如月による命名──『熊田浩子』。それが女装している俺の名前だった。

「俺は一年の体育は担当してないからな……。そうか、なかなか背が高いし、頼りになりそうな子じゃないか」

　国重先生の言葉にうんうん、と頷うなずくベンチのみんなは、やっぱり誰も気付いていないようで……『ちょっと、目にビー玉とか詰まってない？』なんて聞きたくなる。正直、正体があっさりバレて男の姿に戻れることを期待してたんだけど……。

「みんな気付いてないわね。よかった。理事長ほど化粧に慣れてないから、うまくいくかちょっと心配だったもん」

「前もそうだったが、ウィッグを被かぶせるだけでそれなりに見られる顔になったものな。小こ熊ぐまが女顔で助かった」

　後ろの如月きさらぎと竜たつ浪なみは顔を見合わせ、ほっと息をついている。

（お、おまえらなあ……。俺は女装なんかしたくないっていうのに……）

　顔を赤くして、周りの視線から隠れるように肩をすぼめて小さくなる。

「……可愛かわいい子ねー。男子に人気出そうだわ」

　だよねーっと会話してるベンチのみんなだけど、そんな風に褒ほめられても一ミリも嬉うれしくないよ……。

　ふわふわ風になびくウィッグを鬱うつ陶とうしく思っていると、

「なんにしても、チームに入ってくれるなら助かる。いやあ、さっきは中止中止って言ってたけど……正直なところな、こっちから練習試合申し込んだわけだから、簡単に中止にするわけにもいかなかったんだよ」

　うぐ、とこっちとしてはその先生の本音に眉まゆをひそめざるを得ない。……それじゃあ、出ないわけにもいかないじゃないか。

「あ、みんな。言い忘れてたけど、小こ熊ぐまくんはちょっと腹痛でトイレに入ってるからね。しばらく出てこられないって言ってた。……というわけで、ほら、覚かく悟ご決めなさい浩ひろ子こちゃん」

　如月のそんな言葉に──俺は頷うなずくしかなかった。

　国くに重しげ先生が向こう側のベンチに走っていき、戻ってくると審しん判ぱんが試合再開の合図をかけた。如月と竜浪に目を向けると、『頑がん張ばりなさい』というように頷きが返ってくる。俺は俯うつむきがちに、渋しぶ々しぶと一塁るいに走ることにした。デッドボールを受けた吉よし村むらさんの代わりだ。

　一塁ベースに到着。ソフトの一塁ベースはダブルベースというらしく、左右で色が分かれている。一塁手の女子に目を背そむけながらも小さく会釈して、試合に加わる……。

　もちろん、ベースに足を伸ばしているものの、体は限界までファーストの子から離している。

（お、女の子、女の子が傍そばに……）

　ベンチのあたりにいた時は、みんなからある程度距離を取れたからまだ大丈夫だった。でもここでは西にし御み崎さきの一塁手がいるし……。は、早く試合が進んでくれないかな。

　四番としてバッターボックスに入った竜浪は特にそんな俺の様よう子すに気付いてないようだったが、如月はなにかに気付いたのか俺に不安げな目を向けてきている。

　竜浪はぐっとバットを構え、こちらに向かって『ちゃんと走れよ』というように視線を向けてくる。……言われなくても走るって。

　こちらも腰こしを沈めていると──ピッチャーの子が体をしならせ、第一球目を投げた。

　竜たつ浪なみの目がきらりと光り、バットが風を切って振り抜かれる──が、

　ギンッ！

　あたりに響いたのは詰まったような音だった。

　ちっと苦い顔をする竜浪。当たりが悪く、ボールはファースト……こっちへと転がってくる。

「走れこぐ……浩ひろ子こ！」

　竜浪が叫ぶ。横にいた一塁手が素早くボールを捕とってベースを踏み、竜浪はアウト。俺は戸と惑まどいながらも二塁へ向かう──

　しかし、間に合うわけもなく、ファーストとセカンドに挟はさまれて追い詰められてしまった。

　──ど、どど、どうすりゃいいんだ……!?

　一塁と二塁の間で焦あせりまくる。あたふたと左右を見れば、少しずつ距離を詰めてくるファーストとセカンドの女の子の姿……。

　このままじゃアウトだ……とは一応思ったものの、そのあたりは正直言って二の次だった。

　──お、女の子、近づいてくんなぁぁぁ……!!

　アウトにしてやろうと目を光らせ、左右からじりじり近づいてくる二人の女の子が鎌かま首くびをもたげた毒どく蛇へびにしか見えない。天敵に挟まれた恐怖感にだらだらと冷や汗が溢あふれ出し、悲鳴をあげたいくらいだった。

「ひ、浩子ちゃん、落ち着いて！　大丈夫、えっと……フェイントをかければさばけるから！」

　──こ、この状況でさばけるわけないだろ！

　ベンチから声を張る如月きらさぎに無む茶ちや言うなと内心で文句を言いつつ、左右に忙しく視線を交互させていると、ボールをトスしていた二人が俺をサンドイッチにするように踏み出してきて──

　二人の獲え物ものを見るような目に、ぞわわっと恐怖が限界を突破……！

「ひぃぃぃぃぃ！」

　甲かん高だかい悲鳴をあげて、俺はダイヤを外れて外野へと逃げ出していた。

「こ、こら君！　どこに行くんだね！　アウトだぞアウトー!!」

　審しん判ぱんが張り上げる声に、俺は呼吸を不規則にしたまま振り返る。我知らず涙目になっていた。足は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを前にしたようにがくがくと震ふるえている。

　──どうする、このまま逃げるか……!!

　真顔で真剣に迷う。さっきの両側から迫ってくる二人の姿が恐ろしくて忘れられない。

　やはり逃げた方がいい……本能でそう感じ、足を校門に向けようとする──と、

「ひ、浩子ちゃんー！　戻ってきなさい！　怖こわいことしないから！」

　如月が慌あわてたようにこちらに走ってきた。『戻れ戻れ』と必死に手招きされるので、俺は仕方なく彼女の方へと歩いていく。

　走ってきた如月はため息をついて、困った生徒を見る教師のように腰こしに手を当てた。

「も、もう。そんなに逃げなくてもいいじゃない。女性恐怖症が重いものだっていうことはわかってるけど……ちょっとくらい我慢しなさいよ」

「……我慢なんてできるわけないだろ。両側から大だい蛇じやが迫ってくる感覚なんだぞ？」

「大蛇って……大おお袈げ裟さな……」

　と言いながら、如月きさらぎがある程度の距離を置いて俺の顔を覗のぞき込み──目をしばたたかせた。

「……あ、ホントにそう見えちゃってるの？　そっか、小こ熊ぐまくん、女の子が蛇へびみたいに見えちゃってるんだ。なるほどね、だからいつもあんなに怖こわがるんだ……」

　ふむふむ、と如月は納得したように頷く。蛇に見えてると言えば気を悪くするかと思っていたけど、特に気にしてはいないみたいだった。

　如月はなにか考えるように宙を眺ながめていたが、やがて俺に気遣づかうような目を向けてくる。

「怖こわかった？」

「ああ、凄すごく怖かった。今日はもう帰っていいかな？」

「それはダメ。もうちょっと頑がん張ばろ？　いいわね？」

　気遣ってくれても甘くはないのが如月美み空そらって女の子らしい。俺はがくりと項うな垂だれて、大人おとなしく如月についていくことにする。……うう、もう塁るいには出たくないなあ。

　逃げ出したことが後ろめたくて、おずおずと戻っていくと──ベンチのみんながこちらに窺うかがうような視線を向けてくる。

「ごめんねみんな。浩ひろ子こちゃんは運動が苦にが手てだし、追い詰められるとパニックになっちゃうの」

「そ、そうなんだ？　こっちこそごめんね、浩子ちゃん。私達の都合で試合に出てもらっちゃってるし……」

「いいのいいの。浩子ちゃんは困ってる人を放っておけない性格なんだから」

　吉よし村むらさんとそんなことを話すのは俺でなく如月。どうして彼女ばかりが喋しやべってるかと言えば、もちろん俺が声を出すと男だってバレるから。さっきは悲鳴をあげちゃったけど、高い声だったからみんな気付かなかったらしい。

　守備の準備をしているみんなを眺めながら、すう、と一つ深呼吸……。

　……落ち着くと、さっきの自分が情けなかったって思えてきた。

　塁るい間かんでの醜しゆう態たいが申し訳なくて、謝罪にぺこ、とみんなに頭を下げると、「気にしないでー」という声が返ってくる。……むう、よく考えてみれば、俺は男なんだからもっと活躍するのが正しい姿のはず。アウトになるだけならまだしも、あんな風に逃げ出すなんて……情けないことこの上ないんじゃないのか。

　自分のへたれさに苦悩していると、吉村さんが笑いながら、

「ほんと、気にすることないわよ？　だって、今は完全にこっちのペースだし……」

　みんなの目が一人に集中する。その視線の先にいるのは、ドリンクの入った紙コップに口をつけている本日のエース、竜たつ浪なみ竜りゆう子こ……。

「今日のウチにはモンスターがいるもん。きっと負けないわよ」

「……モンスターと言われてもいい気はせんのだが。もっとまともなあだ名をつけてくれ」

　苦にがい顔の竜たつ浪なみの反論をスルーして「うんうん」と頷うなずくベンチのメンバー──だが、国くに重しげ先生はやれやれと首を振り、

「今日は竜浪のピッチングとホームランで向こうを崩くずせてるが、本来なら自分たちだけで勝たないといけないんだぞ。竜浪に頼るのは情けないことだってこと、忘れるなよ？」

　図星をグサリと一突き。みんなは「わかってます！」とぎこちない笑顔で返していた。







　五回の表。守備の時間も心配だったのだが──予想外に気楽なものだった。

　センターのポジションにあてられた俺のところにはまったくボールが転がってこないのだ。理由はもちろん一つだけ。我らがリトルモンスターが、相手打者をことごとく三者三振に切って落とすからだ。

「……暇ひまだなあ」

　手持ち無ぶ沙さ汰たに、とんとんっとつま先で地面を叩たたく。気楽なのはいいけど、ここまで暇だと時間をもてあましてしまう。……ソフトってこんなにのんびりできるスポーツだったっけ？

　横を見れば、ライトの如月きさらぎも手を後ろで組み、なにか考え事をするような様よう子すで立っていた。試合には集中していないと丸わかりだ。

「ふあ…………」

　欠伸あくびをして、ぼんやりと空を眺ながめていると──

　キンッ!!

　意識を呼び戻す快音がグラウンドに響き渡った。

　俺は背中に冷水をぶっかけられたような感覚で、慌あわててその場から飛び出す。打球はぐんぐん高さを増し、こちらに空高く放物線を描いて飛んできた。ホームランほどの伸びはない。

　──フライの捕球くらいなら俺にもできる。さっきはみっともないところを見せちゃったからな。名めい誉よ挽ばん回かいのためにも、これは俺がきっちりと処理しないと……！

　上を見上げたまま、千鳥足のような我ながら頼りない足取りでボールの落下点を探さぐる──が、ボールの飛ぶ方向が右に逸それた。俺は視線を上に向けたままでそちらへ走っていく。

　と──横から砂を噛かむ足音が聞こえてきた。

「え、あ、ちょっと浩ひろ子こちゃん！　私がとるから！」

　その声は如月のもの。咄とつ嗟さに顔を向ければ、同じく落下点へ走ってくる彼女の姿が……。

　──如月の守備範囲？　いやでも、ここは俺の方が近いし……！

　考えている間にボールが落ちてくる。彼女から目を放し、やっぱり俺がとるべきと判断して、落下点へと走り込むと──

「うわっ！」

「きゃんっ！」

　がつんと体に衝しよう撃げき。同じく突っ込んできた如月きさらぎと衝突してしまったらしかった。

　しまった、と思った時には俺が押し倒すような形で二人もつれ合って倒れ込んでいた。思った以上に如月の体は軽く、人形を突き飛ばしたような感覚。異性に触れ合ったせいでぶつぶつぶつっと蕁じん麻ま疹しんが浮き上がる。

　でもそれよりも、倒しちゃった如月の体が……。

「いてて……ご、ごめん如月、大丈夫だったか……？」

　彼女の体の上に倒れたまま謝あやまる。……でも……ボールはしっかり右手に掴つかんでる。これでアウト。どうにか仕事はこなせたな。

　小さな達成感に、ぐっとボールに力を込めてみると──

「…………ん？」

　ボール……のはずなんだけど、この右手の中の球、なんだか凄すごく柔らかい。むにむにと揉もんでみると、俺の力の入れ具合で形を変えるのだ。

　……こんなに気持ちいい感触のボールがあるなんて、驚き──

「……小こ熊ぐまくん。女の子の胸をそう簡単に揉んでいいと思ってる？」

　え、と顔を上げる。そこにはなぜか沸ふつ騰とう寸前に真っ赤になった如月の顔があって……。
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　既き視し感。……この前、朝に如月を押し倒した時は、なにを片手に掴んでたっけ？

　そこに思い当たった時には、彼女は手を振りかぶっていた。そして俺の片手には、体操服越しに形を変える彼女のよく育った胸がある。あの朝揉もんだのは左胸だけど、今度は右胸……。

「あ……ごご、ごめ──いたあ!!」

　またもビンタ一いつ閃せん。彼女は頬ほほに朱しゆを差して、むすっとしたまま立ち上がり、グローブの中のボールを竜たつ浪なみに投げて返す。あ、あっちが本物のボールだったか……！

「レフトの子に蕁じん麻ま疹しん見つからないように気をつけてね、スケベさん」

　冷凍光線のような視線を投げてよこす如月きらさぎはつんとした態度だ。……また許してもらえるまで謝あやまらなきゃいけなさそうだった。







「もう二度とスケベなことしちゃダメだからねっ」

「う、うん、ごめんなさい」

　チェンジになる度たびにベンチで如月に謝り続ける。……まったく、俺はどうしてこいつにこう、いやらしいことばかりしちゃうのか。真剣に自重しないといけないなあ。

　五回裏うらはヒットはあったものの点は取れず。そして今は、六回裏の攻こう撃げき中──

「おおっ、また打った！」

　と、国くに重しげ先生がぱんっと手を叩たたいて声をあげる。バッターボックスにいるのは竜浪で、その打球は三遊間をらくらくと突き抜けていった。これで三打席二安打、一打点だ。

「ホントに凄すごいやつだなあ……」

　竜浪はまるでジネズミのような俊しゆん敏びんさで三塁るいまで滑すべり込む。スライディングも華か麗れいというより豪ごう快かい。ずばあっと激しく砂を巻き上げてスリーベースヒットだ。

　小柄な彼女は立ち上がり、ぱんぱんっと服をはたいている。ベンチからも今日のＭＶＰに向かって弾はずんだ声援が飛ぶ。

　でも……。

「……竜浪」

　思わず、ぽつりと彼女の名前を呼んでしまった。

　竜浪の表情は、いつも以上に愛あい想そ知らずの仏ぶつ頂ちよう面づら。一見引き締しまった顔つきにも見えるが、よく見ると、ほんの少しだけ唇くちびるが尖とがっているのが彼女の表情の特徴みたいだ。

　その顔は、ベンチにいてぼんやり試合を見ていた時とまったく変わっていない。豪快なスリーベース、あれだけの快音を鳴らしていれば気持ちいいはずなのに……。

　……なんでそんなに、つまらなそうな顔をしてるんだ？

「……竜りゆう子こ、楽しくないのかな？」

　と、横に立っていた如月が呟つぶやいた。俺も竜浪を見たままで、

「……楽しくなさそうに見えるよな。今日はずっとあんな顔してる。どっちかって言うと、寮にいる時の方がもっと生き生きした顔してるよ」

「うん……体育の時間もそう。あの子、時々ああいう顔になるの。運動は好きだと思うんだけど、部活にも入ってないし。体育祭だけは燃えるみたいだけど……なにか理由があるのかな」

　ちょっと寂さびしそうな如月きらさぎだった。

「……人に言いたくないこととか、あるのかも。……私もそうだし」

　小さな呟つぶやき。そんな彼女の横顔を見て、頭に浮かぶのはいるか寮の少女たちの事情……。

『この寮の女の子たちはね、みんな恋愛することを否定してるの』

　寮に入った初日に理事長から聞かされた話。いるか寮の少女たちは恋愛をすることができない。過去の経験から、恋愛自体を嫌きらうようになってしまった……。

　ここで竜たつ浪なみのことを案じている如月も、もちろんいるか寮生で、恋愛を否定してるんだ。親しん睦ぼく会かいの前々日、夜の更衣室で聞かせてくれた打ち明け話。

　如月は、過去に両親を交通事故で失い、養護施設に入っていたことがある。そこで見てしまった男の実態。虐ぎやく待たいされた子供たちと、赤ら顔で怒ど鳴なる鬼おにのような父親。そんな経験が、彼女の男性観を破は壊かいしてしまった。

　きっと如月だけじゃない。いるか寮のみんなには、きっとそういった過去があるんだろう。

「……私にくらい、話してくれたっていいのに」

　眉まゆ尻じりを下げ、ちゃり、と胸元のペンダントに触れる如月。その呟きは竜浪に向けたものだ。

　……如月と竜浪って、親友みたいに仲がいいのに。それでも、竜浪の事情は知らないのか。

　俺はもう一度竜浪に顔を向ける。この一ヶ月で分かったことは、おそらく俺と彼女は水と油だってこと。決して仲良くなることはなく、触れようとすれば離れる対極の存在……。

　……俺があいつの事情を知るなんて、やっぱり無理だろうなあ。

　そんなことをぼんやりと考えていると──カンッとややくぐもった音が響いてきた。

「あ……犠ぎ牲せいフライっていうのよね、これ」

　そう呟く如月の目は遠くの空へ。五番バッターが打ち上げた球は、空高く半円のような放物線を描いている。

　野球は詳しくないけど、俺も犠牲フライくらいは知ってる。たしかこれが、ああして外野のグローブに収まった瞬しゆん間かんに──

「バックホーム!!」

　向こうのキャッチャーが野の太ぶとい声を張り、竜浪は三塁るいベースを蹴けっていた。

　陸上選手並みの脚力。五十メートル走なら六秒フラットじゃないかっていうくらいの超スピードだ。足の回転が速く、しかも小柄な割にストライドが大きくて……とにかく速い！

「あ……急いで竜りゆう子こ！」

　如月が慌あわてて声をかけたのは、フライが思ったより浅く、向こうの外野手の対応も予想外に速かったからだ。試合のペースがこちら側に向いているだけに、ここだけは仕留めるつもりなのかもしれない。

　──間に合うか……!?

　外野手からボールが放たれ──その風を貫つらぬくような送球にベンチがどよめく。中継ぎなしにホームへボールが戻ってくる……！

「ま、間に合うのか……!?」

　国くに重しげ先生が呟つぶやくが──竜たつ浪なみは止まらない。むしろさらにスピードを上げてホームへと突っ込む……!?

「むっ……!!」

　思わず『無む茶ちやだ！』と叫びそうになった。

　ホームで待ちかまえるキャッチャーという名の守護神は、身長百八十センチはありそうな大柄な子なのだ。体つきも柔道部並みにごつくて、竜浪が小学生に見えるくらいの巨体だった。

「竜りゆう子こ、無茶しないで！」

　如月きらさぎが叫ぶが、竜浪の耳には届いていない。まるで白しろ兎うさぎが熊くまに噛かみつこうとでもしているような光景。小柄な彼女は勢いのままにヘッドスライディング──頭からホームに突っ込んだ。それとほぼ同時にボールがキャッチャーの元へと帰ってくる。

　ざざっと地面を抉えぐるような音が聞こえ、一いつ瞬しゆんグラウンドの空気が固まる。

　そして──

「セーフッ────!!」

　審しん判ぱんの判定がくだされた。

　同時、俺と如月は竜浪の元へ駆け出していた。いや、セーフかどうかなんてどうでもいいんだ。それより、弾丸みたいな勢いでホームに突っ込んだ竜浪は大丈夫なのか……!?

　竜浪はキャッチャーの横に倒れており、そのまま動かないみたいだった。

「竜子、大丈夫っ？」

　二人して審判の横から横たわる竜浪を覗のぞき込もうとする──と、

「大丈夫……」

　いつもより頼りない声でそう言って、彼女は触覚をふわふわ揺ゆらしながら立ち上がり、

「あう……？」

　ふらりとよろめいた。如月が慌あわててその肩を支える。やはり目が虚うつろで、焦点が合ってないように見える。

「軽い脳のう震しん盪とうみたいだな。たぶん、スライディングの時に頭を打ったんだろう」

　後ろから走ってきた国重先生がそう話し、竜浪の状態をチェック。

「……大したことないみたいだが。これで試合を続けさせるわけには……」

「いや、やる。あと少しだし」

　ごく当たり前のように言う竜浪。ぱんぱんっと自分の頬ほほを叩たたいて、意識を覚ましてるみたいだけど……。

「竜りゆう子こ、頭打ったんでしょ。大丈夫なの……？」

「大丈夫だ。私は剣道をやっていたから、頭を打たれることには慣れている。本当に、これくらいなら大したことないのだ」

　国くに重しげ先生はやはり心配そうに竜たつ浪なみの表情をチェックしていたが──ここは本人の意思を尊重することにしたらしい。一いつ旦たんベンチに戻り、竜浪を休ませることにする。

「みんな、竜子のためにも、この回にできるだけ点を取るわよ！」

　今のファインプレーに触発されたか、はいっと声を合わせるメンバーたち。それを聞きながらベンチで横になる竜浪は、仰あお向むけで額ひたいに濡ぬれタオルを乗せ、静かな呼吸をしている。回復に努つとめてるように見えるけど……。

　こうして大人おとなしい姿を見ていると、本当に小さいなあと改めて思う。たしか、自分では百五十センチって言ってたから、俺より二十センチも小さい計算なんだ。珠たまちゃんやゆうひ先輩よりは大きいけど……。顔もちょっと幼さが残ってて、俺もそうだったけど、初対面だと中学生にしか見えないと思う。

　……そんな竜浪だから、こういう力ない様よう子すを見ると不安になるっていうか。

　自分の声が他の子に聞こえないように話しかけてみる。

「竜浪、ホントに大丈夫か？」

「うるさいばか。大丈夫だと言っている」

「む……、ば、ばかって……心配してるのに」

「男になんて心配されたくない。あっち行ってろ」

　こんな時でも可愛かわいげがない。でも……ホントに大丈夫かな。つっけんどんにするならそれでもいいから、もっと力のある声で言ってほしい。

「……なんであんな無む茶ちやしたんだよ。こっちが勝ってるのに」

「……別に。いけると思ったら体が止まらなくなっただけだ。理由なんかない」

　本能で突っ込んだってことか。……何なに気げに野性味のある女の子だな。

　そんなやりとりをしつつも、心配なことに変わりはない。如月きらさぎと二人で彼女の小振りな顔を覗のぞき込んでいると、

「……ピッチャーは降りた方がいいかもしれん。外野ならできるから、先生にポジションの変更を頼んでくれ」

　ぽつりと竜浪が自分からそう言い出した。

「やっぱり辛つらいんじゃないの……」

「辛いというほどではない。ただ、激しく腕を振り回すのは避けたいんだ」

　如月が先生に伝えると、ポジションの変更はＯＫとのこと。竜浪はレフトに。ピッチャーには別の選手が入ることになった。

　彼女は体を起こし、ドリンクを一ひと飲み。頭がはっきりしてきたのか、さっきまで心こころ許もとなかった雰ふん囲い気きにも力が戻ってきていた。

　そのうちにこちらの攻こう撃げきは進み──竜たつ浪なみの一点に加えてさらにもう一点を追加して、スリーアウトチェンジ。この回は二点追加だから、三対ゼロか。これだけ点差があれば大丈夫だろう。

「さて……行くか」

　グローブ片手に立ち上がる竜浪。足あし下もともしっかりしてるみたいだし、これならなんとかやれそうかな……。

「あのさ、俺、近くにいるから。辛つらくなったら合図しろよ」

「……男になんか頼らん」

　予想通りの答えにほっとする。このくらいの方が彼女らしい。

　如月きらさぎと顔を見合わせ、竜浪のことを窺うかがいながら、俺達は守備のポジションへと走っていった。




　そして迎えた最終回、七回表の向こうの攻撃は、快音が何度も響く長い時間で──




「……ごめんねみんな」

　ピッチャーについた三年の女子が重苦しく呟つぶやく。ようやく終わった西にし御み崎さきの攻撃。浜はま之の宮みやサイドのベンチには、暗い空気が霧のように立ち込めていた。

「そ、そんなにしょげるなみんな。まだ試合は終わってないぞ！」

　国くに重しげ先生が明るい声を張るが、夜の墓地のような空気は振り払えない。

　……無理もないかなあ。

　そんなことを考えながら、ちら、とスコアボードに目を向ける。

　五回まではひたすらゼロが連続していた西御崎のスコア。しかしその六回には『四』という文字が書き込まれていた。

「……一回に四点も取られるなんて。逆転されるなんてぇ」

「……仕方ないよ。だって涼りよう子こ、ピッチャーやるの久しぶりでしょ？」

　涼子と呼ばれたピッチャーの彼女はそれでも落ち込みまくっているようだった。それに対して、西御崎のベンチはにわかに活気づいてる様よう子す。試合に勝てる展開になったんだから、あとは押せ押せムードなんだろう。

　スコアボードの点数は、三対四か……。

「き、気にすることないわよ。こっちが逆転すればいいだけじゃない」

　如月は作ったような明るい声で言うと──まず吉よし村むらさんが顔を上げた。

「そ、そうよね。たったの一点差だもん。向こうのピッチャー、調子崩くずしてるし……逆転できるはずよ！　さ、気持ちを切り替えましょう！」

　その言葉でこちらのベンチにも活力が戻ってくる。……うん、そうだな。四点取られたとはいえ点差は一点。すぐに逆転できるだろう。みんなが打てば──

「この回は一番からだから……浩ひろ子こちゃん、あなたは三番だから回ってくるわよ」

　と、如月きらさぎが念を押すように俺の顔を見上げてくる。

「私は打てなかったし、こういうこと言えた立場じゃないんだけど……。次は、カッコいいところ見せてよね？」

　う、と痛いところを突かれた。……俺は吉よし村むらさんの代わりに入ってるけど、一度入った打席では、あっさり三振で終わっていた。……いやでも、あのピッチャーのボールは速くて、素人しろうとの俺がヒットを打つのは厳しいっていうか……。

「さあ、気合い入れろ！　練習の成果を見せてこい！」

　国くに重しげ先生もみんなを激励し、ようやく選手たちも戦闘モードだ。一番の子が躍やく動どう感溢あふれる素振りをして、バッターボックスへと入っていく。

　そんな彼女たちの姿は逞たくましい。俺はほっと安あん堵どの息をついていた。

　……みんな引き締しまった顔してるし、これなら俺が打てなくても、二点くらい取れるんじゃないかな──







「ストライック!!　バッターアウト!!」

　審しん判ぱんの張りのある声がグラウンドに響き渡り──二番打者の女の子がすごすごとベンチへ帰ってきた。

「ごめん、打てなかった……」

　蚊かの鳴くような謝罪。彼女と一いつ緒しよに、ベンチに重い空気が戻ってくる。

　一番はすでにアウトになっていて、ベンチの片かた隅すみで肩を落としていた。これで連続三振……。あとワンアウトで試合終了……。

「あのピッチャー、ここに来て調子を戻してくるとは……」

　先生が苦にが々にがしげに呟つぶやく。勝ちムードになったせいなのか、向こうの全国区投手は一回裏うらの時のような迫力あるピッチングに戻ってしまっていた。先頭打者が二人とも、あっさりと三振に切って落とされてしまうとは、誰も予想をしていなかったようで……。

　吉村さんも暗い顔。他のメンバーも一いち様ように項うな垂だれていた。

　今度こそ追い詰められた状況になって……。

　しかし如月だけは、今までになく熱い目で、じっと俺を見つめているのだった。

「みんな、諦あきらめることないわよ。まだ浩子ちゃんがいるんだから」

　驚いて彼女に視線を向けるのは、みんなだけでなく俺も同じ。

「……で、でも、こう言っちゃ悪いけど、浩子ちゃんは前の打席で三振だったし」

「安心して。この人はいざって時に強いんだから」

　吉よし村むらさんにそう言い放つ如月きらさぎだけど……な、なにを根拠にそんなこと言うんだ。

　挙きよ動どう不ふ審しんになっていると、如月がくいっと顎あごで『こっちに来て』と促うながすので、竜たつ浪なみも一いつ緒しよにベンチのみんなから少し距離を取る。

　と、如月が胸に手を当てて、俺を見上げてきて──

「ね、打てるよね？」

「……いや、そう簡単に打てるもんじゃないって」

「親しん睦ぼく会かいの時のこと思い出して。やる気になればシンクロだってできたじゃない」

　……あの時はちょっと特殊な状況だったからなんとかできただけで、今は……。

　俺は力なく首を振り、

「……気合いでどうにかできるレベルじゃないよ。あのピッチャーの球、びっくりするくらい速いぞ？　あんなの男でも打てないって」

「むぅ……」

　と、その声は如月でなく──彼女の横に立つ竜浪のものだった。彼女はふっくら頬ほほを膨ふくらませるハムスター顔になって俺を睨にらんでくる。

「黙って聞いていれば……へたれだなおまえは。もう少し頼りになることが言えんのか」

「そ、そんなこと言われても……」

　……どうにもならないものはどうにもならない。俺だって本音ではなんとかしたいんだ。でも、あんなボール打てるわけないし……。

『でも、でも』と、胸の中で繰り返すのが言い訳がましくて情けない。でも仕方ないから……。

　ちょっと自己嫌悪になりながらも、竜浪から目を逸そらしていると──

「大丈夫よ竜りゆう子こ。小こ熊ぐまくんは打つわ」

　さも当然のことのように、如月が力強くそう言った。

「……なんの根拠があってそう言うんだ美み空そら？　見ろこのへたれ男を。こんなに情けない男は他にいないくらいだぞ」

「小熊くんはこういう性格なの。普段はたしかにへたれでスケベだし、男っていう時点でダメだけど……いざって時にはちゃんとやるんじゃないかなって、思わないこともないもの」

　如月の声には迷いがない。罵ば倒とうされてるような気もするんだけど……たぶん、これは彼女なりに俺を認めてくれてるってことだと思う。……そ、そうだよな？

　……でも今の俺は、自分で言うのもなんだけど、へたれ以外の何者でもないだろう。

「ほら、二人ともそんな怪け訝げんな顔しない。ね、親睦会の時のこと、もう一度思い出して？」

　俺と竜浪は腕を組み、先月行なった親睦会のことを思い浮かべる。シンクロのこと、下着ドロ事件のこと……。

「あの時の小熊くんは、ちょっと頑がん張ばってたと思う。だから今も、頑張ってくれるんじゃないかなって。たぶんだけどね」

「むぅ……たしかにあの時は多少は頑がん張ばっていたかもしれんが、所しよ詮せん小こ熊ぐまは小熊だし」

　竜たつ浪なみは腕を組み、難しい顔をしている。

「ほら小熊くん、ベンチのみんなを見て？　小熊くんが頑張れば、みんな明るい顔になってくれるのよ。だったら頑張るしかないでしょ？」

　言われた通りにベンチのみんなの顔を見る。たしかに、俺が打てばあの澱よどんだ空気も吹き飛ばせるんだろう。

　それに、如月きさらぎと竜浪。竜浪は不信の目のままだけど、如月の視線には……少しだけでも、信頼が混じっているように見えて……。

　俺は肩を落とし、ため息を一つ。……打てるとはとても思えないんだけど。

「……やれるだけやってみるよ」

　如月は「うん」と満足げに頷うなずいて、竜浪は「ほお」と意外そうに呟つぶやく。

「頑張るのよ小熊くん！　男に声援なんて送りたくないけど、今だけは応援してあげる！　あなたのこと、信頼してるんだから！」

　如月は先にベンチへと戻っていき──俺はバッターボックスへ向かう。西にし御み崎さきの人達は俺達が最後の作戦会議をしているとでも思ったのか、大人おとなしく待ってくれていた。

　……ああ言っちゃったし、打てるように努力はしよう。如月も信頼してくれてることだしな。

　そう腹を決めていると──思い出したように如月が駆け戻ってきて、笑顔で一ひと言こと、

「一つ言い忘れてたけど、小熊くん、万一打てなかったら、ベンチに戻ってきた時に私が全力で抱きつくから。蕁じん麻ま疹しんまみれになりたくなかったら、ちゃんと打ってね？」

　さらりと言い置いて走り去ろうとする如月……って、

「ちょ、ちょっと待った！　そんな罰ばつゲーム持ち出すなんて、やっぱ俺のこと全然信頼してないんだろ！」

「し、信頼してるってば！　一応よ一応！　ペナルティあった方が気合い入るでしょ！」

　……くそう、ちょっとは信頼してくれてると思ったのに、やっぱり俺の幻想だったか。

　ベンチに戻って「ガンバー！」などと噓うそくさいくらいの笑顔で叫ぶ如月に恨うらめしい視線を送りながらも、俺はバッターボックスへと向かう。

　打てなければ罰ゲーム。俺にとっては考えられる中で最も辛つらい、女子の抱ほう擁ようが待っている。

　──こうなったら、やるしかない。女の子に抱きつかれるなんてまっぴらゴメンだ。







　バッターボックスに入り、グリップをたしかめてピッチャーに向き直る。強こわ面もてというわけでもなし、まだ幼さの残るポニーテールの投手は真剣な顔で構えをとった。

　俺も腰こしを落とし、すう、と一つ呼吸をして体に力を込め──

　ズバンッ！

「ットライーック!!」

　突風のように突き抜けていったボールと響き渡る審しん判ぱんの声……。

「こらー！　せめて振りなさーい！」

　ベンチから如月きらさぎが大声でケチをつけてくる。……くそう、俺だって振ろうとは思ってたのに。

　ボールには今まで以上にスピードが乗ってる気がする。ラスト一人ということで、彼女も気合いを入れてきているのか。むしろ油断してほしかった……。

「浩ひろ子こちゃんー！　要は気合いよ気合いー！」

　意外と精神論者な如月の声援は気合いの一文字。気合い、気合い……。

　──うん、要は気合い。そうだな。実力で負けるなら、そのぶん気持ちで差を埋めなきゃ。

　今度はしっかりとボールを見み据すえ、集中を高める。

　ピッチャーは投球フォームへ。第二球──

「…………!!」

　ぶんっと振り抜いたバットが宙を切る。ボールはずばっと音を立ててキャッチャーミットへ。

　──くぅ、やっぱ打てる気しないよ。

　ちら、と視線をベンチに向けると、『頑がん張ばれ』というようにまばたきもせずに俺を見ている如月の姿。そしてネクストサークルには、腕を組んで試すように見ている竜たつ浪なみの姿がある。

　如月は……なんだかんだでやっぱりほんの少しくらいは期待してくれてるんじゃないのかな。だとしたらそれは素直に嬉うれしいって思うし……。

　それに竜浪のあの視線だ。如月と違って、期待なんかまったくしていない。『どうせ男なんだから』……視線を言葉にするなら、そんなセリフになりそうだ。見下しているのでも嘲あざけっているのでもない、ただ単に、深く諦あきらめているという印象を受ける。

「…………よし」

　小さく呟つぶやいて、俺はピッチャーに向かって三度構えをとった。

　ここは、頑張ってみるしかない。如月に落らく胆たんされるのも、竜浪に『やっぱりな』と言われるのもどちらも避けたいんだ。俺にだってスズメの涙くらいのプライドはある。

　──打てばいいんだ。とにかく打て……。

　投手の彼女はゆったりとした動作で投球フォームに入る。その様よう子すからは、たしかな油断が見て取れた。

　ぎゅっとバットを握り、腰こしを落とす。彼女は完全に俺を舐なめてる。小こ細ざい工くはきっとしないはず。だったら来るボールは一つだけ……。

　彼女はぶんっと腕を回転させ、ボールを放る──

　瞬しゆん間かん、俺はバットを動かし始めていた。

　──振り遅れるなら、このくらいの感覚でちょうどのはず……！

　弾だん丸がんのように飛んでくるボール。俺は球を見るよりも、バットを中心で振り抜くことに意識を集中する。

　ボールとバットが交こう錯さくした瞬しゆん間かん──

　ギンッ!!

　バットの芯しんに当たったのに、力負けしたのかやはりくぐもった音になる。野球よりも大きなボールは鉄球のように重く、肘ひじにまでヒットの衝しよう撃げきが伝わってきた。

　しかしボールはちゃんと飛んだ。図らずもピッチャー返しの形。セカンドの横を抜けてセンターへ転がっていく……！

「走って浩ひろ子こちゃん！　走れ走れー！」

　如月きらさぎに言われるまでもなく、ざくっと地面を蹴けって一塁るいへ向かう。

　が、前に視線を向けて──はっとする。そうだ、一塁には……！

（女の子がいるんじゃないかぁぁぁ！）

　小声で叫びそうになった。一塁にはベースに片足をつけてボールを待つ女の子の姿……。

　蛇へびの巣へと突っ込んでいく気分になる。自分から女の子のもとに走っていくなんて、そんなこと、俺にできるはずが──

「浩子ちゃん！　逃げちゃダメ！　勇気を出して！」

　俺の葛かつ藤とうを一瞬で見抜いたか、如月が俺に檄げきを飛ばす。

　──そ、そうだ、勇気を出さなきゃ！

　一塁はベースにとどまる必要はない。そのまま走り抜ければいんだから……！

　俺は勇気を振り絞り、全力でファーストに向かい──

「わあ、やったやったぁ！」

　ベースを走り抜けた瞬間、如月の歓声が聞こえ、直後に塁るい審しんの「セーフ！」の声が響いた。

　わっとこちら側のベンチが沸わく。如月も嬉うれしそうで、声援に応こたえられたかとほっとする。

　走り抜けた後にファーストに戻る時にも勇気がいったが、如月が『だきつくわよ』というようにハグをするジェスチャーを送ってきているので、大人おとなしくベースに足をつけざるをえない。

　足が攣つるくらいにつま先を伸ばし、ちょんっとベースに触れておいた。ファーストの子が怪け訝げんな目をしてるけど、気にしないことにする。

　そしてバッターボックスに入るのは……。

「竜りゆう子こー！　かっ飛ばせー！」

　満を持して登場のリトルモンスター、竜たつ浪なみ竜子だ。

　彼女はボックスに入ると、とんとんっとベースをバットで叩たたき、構えをとる。百五十センチの体が一回り大きく見えるくらいの威い圧あつ感……。

　竜浪は動かなかった。ズバッと二つストライクゾーンに速球が入り、ツーストライク。

　しかし俺もこちらのベンチも、まったく不安になっていない。

　ピッチャーも必死の様よう子すで、渾こん身しんの力を込めた三球目──

　瞬しゆん間かん、竜たつ浪なみの目がきらっと光ったようだった。唸うなるようなスイングで、ボールを打ち抜く。

　ギンッ！

　ややくぐもった音だったが、ヒット。竜浪の表情が少し曇くもった。

　ボールは三塁るい手しゆの頭の上を抜け──ラインの内側に落ちる。

「フェア！　走れ浩ひろ子こ！」

　竜浪が叫び、俺は走り出す。でも、このヒットじゃたぶん三塁まで回るのは無理だ。点が取れない……!?

　思わずスピードを緩ゆるめてしまう──が、点を取れないと思ったのは俺だけだったようで……。

「ばかもの、本気で走れ!!」

　そう叫びながらチーターのような速度で走ってくる竜浪の辞書には、『諦あきらめ』の二文字は含ふくまれていないみたいだった。

　さらにベンチから如月きらさぎの声が聞こえてくる──

「浩子ちゃん！　竜りゆう子こに追いつかれたら、私だけじゃなく竜子も抱きつくわよ！」

　ざわっと全身の毛穴が開く恐怖感。しかも竜浪はその如月の声で、なにかピンとくるものがあったようで──走るのに必死の形ぎよう相そうのまま、抱ほう擁ようするように大きく手を広げ、

「美み空そらの言うとおりだぞ!!　女二人でサンドイッチにしてやる!!」

　そんな恐ろしいことを言い出すのだ。

　冗談だろ、と言う暇ひまはない。というか、竜浪はどこからどう見ても冗談言ってる顔じゃない。

　追いつかれたら、たぶん骨が折れるくらいに抱きしめられる。蕁じん麻ま疹しんが出ても構わず、如月と二人で、俺が泡あわをふくまでくっついてくるに違いないんだ……!!

「ひ、ひいぃぃぃぃぃぃぃ!!」

　情けない悲鳴をあげながら、俺は二塁のベースを蹴ける。横にセカンドの子がいたけど、今はもう目には入らない。

　それより後ろの女の子が……。

「さあ、逃げろ逃げろ!!　追いつくぞ!!」

　文字通りに獲え物ものを狙ねらう獣けもののような竜浪が、恐ろしくてたまらないんだから……!!

　今の俺は荒野のサバンナにて肉食獣じゆうに追われる草食動物。俺はガゼル、竜浪はチーターの役回り。追いつかれれれば、喉のど元もとを食いちぎられる……!!

　足が自分の意思とは無関係に前に出る。点をとるとか、そういうことは頭から飛んでいた。とにかく追跡者から逃げたかったのだ。

　それでも一応ホームを目指さなければという理性はある。三塁を蹴り、ホームへ向かって疾しつ走そうする。背後から迫る獣の足音。モンスターは俺を狙っている……!!

「バックホーム!!」

　キャッチャーが声を張り上げる。ボールはすぐに帰ってくるだろう。

　でも──俺と竜たつ浪なみは速かった。

　まずは俺がベースを踏み、その勢いのままに駆け抜ける。

　その直後、驚異のスピードで追いついてきていた竜浪も、スライディングの必要もなくベースを踏んでいた。

「ゲームセット！」

　スコアボードが塗り替えられ、審しん判ぱんの声が響く。逆転ランニングホームランだ……!!

　が、俺は──なぜか竜浪が追いかけてくるので、そのまま逃げ続ける羽目になっていた。

「なんで追いかけてくるんだ……!?」

「おまえが逃げるから、本能的に……!!」

「な……お、おまえは本物の肉食動物か……!!」

　後ろを向きながらお互いに聞こえるくらいの声でそんなやりとり。竜浪は完全に鬼おにごっこの気分らしい。ちょっと楽しそうな顔なのは、獲え物ものを追って本能が満たされている証しよう拠こか……！

　逆転勝ちを喜ぶ余裕もなく、俺は如月きらさぎの後ろへと逃げ込んだ。彼女を中心にしてくるくると回り、その背中にちょっとだけ距離を空けて隠れる。

　と、「もうっ」と如月が腰こしに手を当てて、

「こら竜りゆう子こ。意地悪しちゃダメでしょ！」

「ふん、ちょっと鬼ごっこしてやっただけだ。べつにいいではないか」

　竜浪は悪びれずにさらっと髪をかき上げ、同時に触覚がふわりと揺ゆれる。

　むうっと竜浪を睨にらんでいると──彼女の顔がふっと一いつ瞬しゆん、柔らかくなったような気がした。

「……まったく、やれるなら始めからやれると言えばいいのだ」

　小さな声だったので、よく聞こえなかった。なんて言ったのかと問い返そうとすると……。

　ベンチからソフト部のみんなが駆け出してきた。

「やったじゃない二人とも！　ほんっと嬉うれしい！　なんでも奢おごっちゃうからね！」

「ならばジャンボパフェ二杯だな。浩ひろ子このぶんは私が食べてやる」

「あ、半分こしよ。私と竜子で一杯半ずつね」

　さりげなくそんなことを話す如月と竜浪。……いるか寮内のヒエラルキーだと、俺が最下層に位置してるのは間違いないと思う。

　意地悪な寮生二人に歯がみしていると──如月が俺を見てくすっと微笑ほほえんだ。

「冗談よ。あなたは今日の勝利の立たて役やく者しやなんだから。今度美お味いしいものでも食べさせてあげる」

　その微笑と言葉はいつになく喜色に彩いろどられていて……。期待は裏切らずに済んだかとほっとする。勝利の立役者は俺じゃなくて竜浪だと思うけどさ。

　そうして、勝利に顔を輝かせる部員のみんなから感謝の言葉を受けていると──

「……竜浪？　どうしたんだ？」

　大活躍した彼女の様よう子すがおかしいことに気付く。全力疾しつ走そうの余よ韻いんが消えて、その反動なのかなんだか顔が青白くなっていて──

「あぅ…………？」

　掠かすれるような声と共に、不意にその体がふらりと傾いた。雪を受けた柳やなぎみたいな動き……。

　瞬しゆん間かん、俺は反射的に飛び出していた。倒れそうになる彼女を受け止める。

　ぶつぶつぶつぶつっ。

「う…………」

　蕁じん麻ま疹しんが浮かび始めるが、今はそれよりも竜たつ浪なみのことだ。ぐにゃりと体から力が抜けて、腕に重みがかかってくる。

「りゅ、竜りゆう子こ、大丈夫!?」

　如月きらさぎと、国くに重しげ先生も慌あわてて駆け寄ってきて──如月ははっとしたように俺の腕を見た。蕁じん麻ま疹しんの浮いた肌はだ……。

　あ、と俺も声を出しそうになる。蕁麻疹なんて出してたら──

「あ、え？　まさか……」

　国重先生が竜浪を気遣づかいつつも、俺を驚きよう愕がくの目で見ている。他の子はまだ気付いてないみたいだけど、竜浪と俺の両方に驚きの視線を向けてきていた。

「あ、う、えっと……保健室行くわよ浩ひろ子こ！」

　如月がそう叫んで、俺は竜浪を抱かかえ上げて保健室へと走り出す。

「あ、おい！　俺も行く──」

「先生はこっちでやることがあると思うので、私たちだけで行ってきます！　今日は保健の先生もいるはずですし、ちゃんと見てもらいますから！」

　如月が後ろでお茶を濁にごすように叫んでいる。俺の意識はといえば、腕の中に子犬のようにちんまりと収まっている竜浪に向けられていた。

「さっき頭打ったからだな！　やっぱり大丈夫じゃなかったんだろ！」

「だいじょうぶ……ちょっとふらっとしただけ……。おろしていいから……」

「おまえのそういう張りのない声聞いてると不安になるんだよ！　大人おとなしくしてろ！」

　温かい体をぎゅっと抱いて足を速める。ちょっとの間もぞもぞしていた竜浪だけど、次第に大人しくなってくる。

「おろせばか……おまえ、じんましんういてるぞ……」

「そんなの気にすんな。降ろすわけないだろ、ばか……！」

　頬ほほを膨ふくらませる竜浪だったけど、ようやく静かになってくれた。彼女は俺の腕の中で静かに息をしていて、

「こぐま……」

「ん、なんだよ？」

「……うったことは、ほめてやる。ありがたくおもえ」

　掠かすれるような声。態度だけはいつも通りだ。でも、腕の中で身を縮める彼女はいつもよりさらに小さく見えた。
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「軽い貧血みたいね。もう、頭打った状態で走り回ったりしちゃダメでしょ？　大したことないみたいだからいいけど……しばらく休んでなさい。いいわね？」

　保健の先生はそう言って外に出ていった。保健室には俺、如月きらさぎと、ベッドに横になっている竜たつ浪なみの三人が残される。

「はあ……大したことなくてよかったよ……」

「ホントよ。もう、竜りゆう子こったら心配ばっかりかけるんだから……」

　俺と如月は安あん堵どに胸を撫なで下ろし、椅い子すに腰こしをかける。俺は女の子と長時間触れ合ったせいでちょっと熱が出ており、背もたれに体を預けるようにして座っていた。

　竜浪はふんっと口を尖とがらせて、

「……みんな大おお袈げ裟さだ。ちょっと頭を打っただけなのに」

　強がるくらいがこいつらしい。しゃべり方もしっかりしてきてるし、だいぶ回復したみたいだ。……やれやれ、打ったところが足や腕ならまだしも、頭だからな。何事もなくてよかった。

　と、やがて国くに重しげ先生やソフト部のみんながやってきて、竜浪を見舞ってくれた。特に国重先生は責任を感じていたようで、涙目になるくらいにぺこぺこと頭を下げていた。竜浪の方が申し訳なさそうな顔になってたくらいだ。

　そして先生たちはまだ後片付けがあるようで、グラウンドに戻っていき──

「……まったく、ホントに大袈裟すぎる」

　竜浪がそう言ってごろんと寝返りをうつ。無理をしたことを、ちょっとだけ反省しているようにも見えた。

　そのまま俺も如月も竜浪も黙り、室内が静かになる。

　ただ、窓の外からはソフトボール部のみんなの声が聞こえてきていた。

「……なあ、竜浪」

　ベッドに横たわる少女が俺を見上げてくる。勝ち気な目。常に相手を威い圧あつするような視線。……他の子に対してはこんな目はしない。相手が俺──男だからだろう。

「おまえさ、なんで部活に入らないんだ？　竜浪ならどこの部活でもエースになれるはずなのに……。スカウトとかもあるんじゃないのか？」

　如月の話では、こいつは部活に所属してないらしい。これだけ運動ができるなら、どこかの部に所属していて当然のはずなのに……。

　しかし、竜浪はふいっと顔をそむける。

「おまえには関係ないことだ」

「あ、でも、私も聞きたい。竜りゆう子こが部活に入らない理由、前から気になってたの。運動系の部からは、しょっちゅう勧かん誘ゆう受けてるよね？」

　竜たつ浪なみがぴくっと如月きらさぎに顔を向ける。俺に対しては素っ気なくても、如月に対してはそんなことはないようで……。

　寝たままで、彼女はグラウンドの方に顔を向ける。木々の隙すき間まからソフトボール部のみんなの姿が見える。勝利の余よ韻いんもあるのか、楽しそうに後片付けをしてるみたいだった。

　それを眺ながめて──竜浪はぽつりと呟つぶやく。

「……部活なんて、やる意味がないから」

　小さな声。どこかぼんやりとした一ひと言こと……。

　如月は気付いたのかどうか、目をぱちくりさせている。俺も目をしばたたかせていた。

　聞き間違いじゃなかったと思う。

　その竜浪の声は──どこか寂さびしそうに聞こえたのだ。

　彼女は横を向いているので表情がよく見えない。思わず覗のぞき込もうとすると──

「竜子せんぱい、大丈夫ですかっ」

　ドアが勢いよく開かれて、私服姿の珠たまちゃんが飛び込んできた。

　竜浪よりさらに小柄な彼女は横になる竜浪に勢いよく飛びつく。蝶ちようみたいなリボンをふわふわ揺ゆらし、無事をたしかめるようにぎゅーっと先輩を抱きしめていた。

「だ、大丈夫だから、心配するな、珠」

　俺に対する時には想像もできないような優しい声音。竜浪は安心させるように後輩の頭を撫なでてやっている。……そうなんだ。こいつは珠ちゃんには優しいんだ。

「りゅうちゃん、大丈夫!?」

「また無む茶ちやをしたのでしょう、まったく」

　続いて心配げな顔をした三年生コンビ、ゆうひ先輩と氏うじ家いえ会長……それに最後に理事長が早足で入ってきた。

　理事長は真ま面じ目めな顔でベッドの横にしゃがみ込み、体を起こした竜浪の頬ほほをぺちっと両手で挟はさむ。竜浪はちょっと目を丸くしながらも、怒られると思ったのか眉まゆ尻じりを僅わずかに下げた。

　今日はスーツでなく私服姿の理事長は、じっと竜浪の目を見つめて、

「……はあ、もー、心配かけないでよぉ。保健の先生から電話が来た時は心臓止まるかと思ったじゃないの。ホントにもーこのおちびちゃんは」

「むう、おちびちゃんではな──もご」

　理事長はほっと息をついて、ぎゅっと竜浪の頭を抱きしめる。豊かな胸の中で竜浪はもごもごともがきながらも、大人おとなしくされるがままになっていた。

「ほら竜浪、みんな心配したんだから、もう無茶なことしちゃダメだぞ？」

「……もご。ふん、うるさい、そんな格かつ好こうしたやつにとやかく言われる筋すじ合あいはない」

　竜たつ浪なみの言葉で、全員の視線が一いつ斉せいにこちらに向いて──俺は凍りつく。

　……そ、そうだ、着替えるの忘れてた。俺、女装したまんまじゃん……!!

　かああっとほっぺたが赤くなり、小さくなっていると……。

　ゆうひ先輩が俺の前に歩いてきて、明るい彼女には不似合いなほどの真剣な顔で首を振り、

「あのね、こうちゃん。男の子は男の子の格好をするのが当たり前なんだよ？　ゆうひたちが女装させたのが悪かったのかもしれないけど……そっち方面に目覚めちゃダメ。わかった？」

　本気で説教されて、素で泣きそうになったのだった。







「二度と女装なんかしないぞ……」

　ぶつぶつと呟つぶやきながら、服を着替えて保健室へと戻る。如月きらさぎも制服に戻り、竜浪の荷物を持って歩いていた。今日の勝利の立たて役やく者しやは、安静にということでベッドに横になっている。

「まあまあ、私も仕方なくやっただけなんだから。べつに楽しんでたわけじゃないんだからね」

　そう話す如月だけど、思い出し笑いのように頬ほほを弛ゆるませている。いたずらを完かん遂すいした子供みたいな顔。……楽しんでたっていうのは一目見ればわかるよ。

　さっきまでの自分の姿を思い出して顔をしかめていると、彼女はどこか満足げに、

「でも小こ熊ぐまくん、やっぱりやればできるみたいね。ちゃんと打てたじゃない」

「まあ……如月に抱きつかれるってペナルティがあったからなあ」

「む……私だって抱きつきたくはなかったけど。そういう風に露骨に嫌いやがられるとちょっと腹が立つわね……」

　複雑そうにする如月だが、勝利の余よ韻いんがあるのか不ふ機き嫌げんには見えない……っていうか、むしろ嬉うれしそうだった。……ま、勝てたんだから俺も素直に喜んでおくか。

　お互いに距離を取ってそんな風に話しながら、保健室に入ると──

「…………ん？」

　中には、見知らぬ男と女子二人の姿があった。

　男子は俺より少し高いくらいの身長。五月だというのに肌はだはすでに夏場のようにこんがり焼けている。目が二重で顔立ちが整っており、眉まゆ毛げなどもいじっているみたいだ。野球部よりはサッカー部という容姿。女子に人気がありそうな男子だった。

　彼は椅い子すに座り、跪ひざまずく女子に膝ひざの傷を消毒してもらっているようだった。

　特におかしな光景じゃない。休日に部活に出ていた男子が怪け我がをして、保健室で治療をしているだけだ。……でも。

　なぜだか、保健室の空気が重かった。言葉を発しにくい雰ふん囲い気きが満ちている。

「……竜りゆう子こ、着替え持ってきたわよ？」

　如月きらさぎの言葉に、竜たつ浪なみは声を返さない。

　この重苦しい空気の原因は一つ……。

　ベッドで体を起こした竜浪竜りゆう子こが、傷の治療をしている男子を親の仇かたきのように睨にらみつけているのだ。

「……おいおい、そんな睨むなって」

　男子がどこかうんざりしたようにそう言って、竜浪に目を向ける、その顔に浮かんでいるのは一応は笑みだったが、余裕をアピールする表情に見えた。声は芯しんが通っていて、呟つぶやきでも大きく響きそうだ。

「竜子と俺は道場で一いつ緒しよに練習した仲だろ？」

　竜浪の顔の険けんが深くなる。

「私はおまえを仲間と思ったことは一度もないぞ、永なが谷たに」

　交かわされるのはそんな会話。対照的な温度だった。竜浪の声に友好の二文字はない。

　……竜子って呼んだってことは、この男子、竜浪の知り合いか。

　俺と如月は竜浪の横へ向かう。ベッドの傍そばには理事長たちがいたが、彼女たちもどことなく戸と惑まどったように二人の様よう子すを窺うかがっていた。

「よし、もういいぜ。サンキュな」

　永谷と呼ばれた男子は女子にそう言って立ち上がる。胸を張った佇たたずまい。自信に満ち溢あふれた態度はちょっと羨うらやましくなるくらいだ。

　周囲の二人の女子は取り巻きという感じで、永谷に付き従うようにしている。二人とも竜浪の永谷に対する態度が気に入らなかったのか、こちらに不ふ穏おんな目を向けてきていた。

　永谷は竜浪の敵意に溢れた視線を受け流すようにして、保健室の入り口へ向かい──最後に顔だけ振り返り、

「あ、そうだ竜子。今度の体育祭さ、おまえのクラスも勝つつもりで出るんだろうけど」

　そして最後の捨てゼリフ。

「優勝するのは俺たちＦ組だぜ。おまえらのクラスに、優勝できる可能性なんてまったくないからな。頑がん張ばっても無駄だから、諦あきらめとけよ」

　嘲ちよう笑しようの滲にじむ声に聞こえた。彼は同じく見下すような笑顔を浮かべている女子二人を引き連れて、そのまま保健室を出ていく。

　あとに残されるのは俺たちいるか寮の面々。ただ、俺も含ふくめてみんな事情がわからないようで……ようやく弛し緩かんした空気にほっとしつつも、竜浪に視線を集めていた。

「……竜子、あの人知り合い？　Ｆ組の人みたいだけど……」

「……ああ。Ｆ組の永谷拳けん司じだ」

　短く言う竜浪の視線は彼の立ち去った入り口に向けられたまま。怒り冷めやらぬといった表情。あれだけの会話しかしてないのに、竜浪の憤いきどおりは見るからにレッドゾーンに突入している。

　小さな手で布ふ団とんを強く握りしめた彼女は、炎ほのおの宿るような声で、

「……あの男にだけは負けん」

　自分に言い聞かせるように、そう呟つぶやいていた。
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「えっと……これで大体決まったかな……」

　黒板前に立つ二年Ａ組の委員長──如月きらさぎが書き出された種目をチェックする。

　今はロングホームルームの時間。体育祭での参加種目を決めているわけなんだけど……。

「……竜りゆう子こ、出すぎじゃない？　ホントにこれ全部やる気？」

　黒板に書かれている徒競走、障害物走などの様々な種目。そのほとんどの項目に竜たつ浪なみの名前がある。全種目制せい覇はというくらいの気合いの入りようだ。

　俺の前に座る竜浪は口をしっかり引き結び、ふよっと前髪の触覚を揺ゆらして頷うなずき、

「もちろん全部出る。そしてすべてで一等を取るのだ」

「それは凄すごいと思うんだけど……。休む暇もなくなっちゃうわよ？」

　かまわない、と言い張る竜浪の体には、すでに気合いのオーラが漲みなぎっているように見えた。如月が言っていた通り、体育祭となると本当に燃える性格らしい。

　体育祭は学年ごとでクラス対抗の得点形式になっているらしく、学年内で最も多くの得点をあげたクラスが優勝。学食で食べ放題の祝勝パーティを開く権利が与えられる……っていうシステムだ。まあ、一つのお祭り企画ってやつかな。

「私のことよりも問題は小こ熊ぐまだ。男子の種目には全部出ろ。男は人数が少ないんだから、どの種目でも二等くらいには入れるだろうが」

　竜浪がこちらに振り向く。俺は女子たちの視線を受けて小さくなりながら、

「……無理だって。俺、運動苦にが手てだもん」

　瞬しゆん間かん、ぴくっと彼女の目め尻じりが跳はねる。

「男が『だもん』とか言うな！　まったく情けない……。美み空そら、チョークを貸せ。この男はすべての種目に出すぞ」

「や、やめろよっ。そんなことしたら死んじゃうぞ！」

「黙ればかもの。出すと言ったら出す。この機会に根性鍛きたえ直してやる」

　肩を怒らせて前に歩いていく竜浪を阻そ止ししようとするものの、体に触れないので止める手段がない。く、くそ……女の子の肩も叩たたけないのは不便だから最近通販で『マジックハンド』を購入しようか迷ってたんだけど、これは本気で取り寄せることを考えた方がよさそうだぞ。

「こらこら竜子。ちょっと待ちなさい」

　と、思わぬ天の助け。俺の代わりに如月が止めに入ってくれた。

「本人が嫌いやがってるんだから、無む理り矢や理り出させるわけにはいかないわよ」

「む……。しかし、美空も小熊の女性恐怖症をなんとかしようと思っているのだろう。だったら目立つことをさせて女子の注目を浴びさせ、改善を促うながしたらいいのではないか？」

「あ……なるほど。そういう考えかたもあるのね」

　如月きらさぎは顎あごに指を当て、なにかを考え込む。……いきなり雲行きが怪あやしくなってきたんだけど。

　反論の声をあげようとすると──如月は考えが纏まとまったのかチョークを手に取り、黒板に『男子種目、全部小こ熊ぐま出場』と流りゆう麗れいな文字で書きつけてしまった。

「……あのさ、それって決定事項？」

「うん。小熊くんは見てないとさぼろうとするから。無理するくらいがちょうどいいかなって」

　さらりと図星を刺されてしまった。なにも言えずに縮こまる俺。くすくすと笑い声が聞こえてくる。……うう、こうなったらもうどうにもできない。

「じゃあ決定で……。えっと、最後に。校内一周二人三脚走の出場者を決めなきゃね」

　ざわ、とクラス中がざわめいた。俺はなんのことだかわからないので、如月に説明を求める視線を向ける。気付いてくれた彼女は「えっと……」と呟つぶやいて、

「この学園の名物種目でね。体育祭の最後に行われる企画として、この広大な学校敷地内大回りを走る二人三脚走をやるの。優勝者のクラスには、他種目よりも高い得点が与えられるわ。この種目だけ他とは比べものにならないくらいキツいから、出場する二人には食堂で好きなメニューを十食分ただにできる商品券も授与されるの。副賞ってやつね」

　ほー、と頷うなずいて、周囲の女子たちを遠巻きに窺うかがう。なるほど、それぞれ騒いでる子たちは、出ようか出まいかと迷ってるんだろう。静かにしてる子は運動が苦にが手てってことなのかな。

「さ、それじゃあ出場希望の人、手を挙げてー」

　如月の声に、俺の前の席に戻ってきていた竜たつ浪なみがびしっと天井を突き刺すように手を挙げた。……まあ、予想通りだけど。こいつが出ないはずがない。

「はい竜りゆう子こ。他にはいない？」

　室内の子たちはひそひそと話し合ったり、ちょっと気き後おくれした顔で竜浪を見ていたりする。

「……いないの？　二人揃そろわなきゃ出られないわよ。ほら、吉よし村むらさんとかどう？」

　腰こしの怪け我がも大したことなかったらしいソフト部の吉村さんは困ったように頬ほほをかき、

「えーっと……竜子がパートナーだと、引きずられるような状態になっちゃうかなって」

「むう。私だって相手に合わせるくらいのことはできるぞ」

「……竜子あなた、去年はそう言ってパートナーの子引きずって走ってたよね？　あの子ゴールした時には泣きそうになってたわよ」

　如月に言われてちょっと口を尖とがらせる竜浪。反論しないあたり、図星だったのかもしれない。たしかにこいつの運動神経を考えると、並みの女の子じゃついていけないと思う。

　でも、このクラスでもトップクラスの運動神経を持つ吉村さんですらパートナーが務つとまらないとなると……誰が出ることになるんだろ？

「盛り上がってるとこ悪いんだけどー」

　と、それまで椅い子すに座って様よう子すを見ていた橘たちばな先生が立ち上がった。

「今年の二人三脚は、男女のコンビでやるって理事長のお達しがあったのねー。だから、このクラスの代表の片方は小こ熊ぐまって決定してんのー」

「な」と思わず声を出したのは当然俺だ。

「ちょ、ちょっと待ってください先生！　どうして俺がそんな種目に……」

「理事長いわく、男女の仲の良さをアピールするんだとー。体育祭は外部の人間もくるからねー。来年の入学者増加のための布ふ石せきにしようとしてるんでしょ」

「じ、事情はわかりますけど。このクラスは男子一人ですし、俺に選択の自由がないです！」

「うん、ないねー。まあ、女子の中に一人だとこーなるってことね。諦あきらめなさいな」

　あっさりと言われてしまった。なんて理り不ふ尽じん……。

　なんとか反論できないかと思っていると、竜たつ浪なみがこちらに鋭い視線を向けて、

「……やるからには、全力で走るのだぞ、小熊」

　え、と声を返そうとすると、彼女は手を挙げて、

「二人三脚は私と小熊のペアで頼む」

　あっさりと、そんな驚きの言葉を口にした。

「ちょ、ちょっと待った！　俺とおまえがペアで出るのか!?」

「そうだ。おまえはおそらく他の女子と一いつ緒しよだとまともに走れない。が、二人三脚で負けることは優勝を逃すことを意味する。だから私がパートナーになって、おまえを特訓して鍛きたえ直してやる」

　淡々と、それでいて情熱的にそんなことを言う竜浪。……目の奥にはゆらりと燃える炎ほのおが見えるようで……一体どんな特訓をするつもりなのか……。

　それに、特訓以前の問題もある。こう言うのもなんだけど、俺たちの相性は最悪だ。たぶん、この学校内で一番仲の悪い男女だと思う。お互いに全力で異性を遠ざけようとしてるんだから……。ホントに俺たちが出場なんてできるのか？

　しかし如月きらさぎは黒板にかかっとチョークを走らせ、

「はい、これで全部決定、と。みんな、自分の出る種目は覚えておいてね」

　俺の出る種目……男子の出場種目全部。そして二人三脚走……。覚えやすいけど覚えていたくないよ……。

「はあ…………」

　みんなのざわめきの中で暗いため息をついていると、チャイムが鳴った。すぐに次の時間の数学教諭が入ってくる。彼女は胸に抱かかえたプリントを教卓に置き、生徒に視線を巡めぐらせた。

「次の時間は数学のテストをやります。みなさん、今のうちに公式の確認などしておくように」

　厳しいことで有名な先生は淡々とそう通告し、クラスメイトたちの落らく胆たんの声が教室に満ちる。

　……テスト？　いや、こっちはそれどころじゃないんだ。蕁じん麻ま疹しん体質があるのに、女子と、ましてや竜浪と二人三脚なんてできるわけないじゃないか……。

　前の席に座り、炎ほのおが宿る目で俺を見ている竜たつ浪なみが、

「……Ｆ組には絶対に勝つ。おまえにも協力してもらうからな」

　それはどうしてそんなに勝ちたいのかというくらいの、力の籠こもった言葉。もしかしたら、保健室での永なが谷たにとのやりとりが関係してるのかもしれない。……それにしても、ムキになりすぎじゃないかなって思うけど。

　なんにしても、俺にとっては辛つらい体育祭になりそうで……。

　俺は諦あきらめて、がっくりと肩を落とすのだった。







「……おい。二人三脚を走る以前の問題だぞ、これは」

　竜浪の呆あきれた声。三時間目は体育祭の練習をするということで、Ｆ組の人達と合同体育……なんだけど。

「い、いい、いや、だってさ。これ以上近づいたら蕁じん麻ま疹しんが出るし……」

　如月きさらぎが俺と竜浪の足に結ばれた紐ひもを見て、難しそうに腕を組み、

「……さすがにこれじゃ、認められないわよね」

　俺と竜浪も眉まゆをひそめて、こくりと頷うなずいた。

　二人三脚の練習をするということで、二人の間はきちんと紐で結ばれている。ただ──その紐が長い。五十センチくらい離れているので、結んでいる意味がまったくないのだ。これならお互いタイミングを合わせなくても普通に走れてしまう。

「小こ熊ぐまくん、もうちょっとくっついてみなさいって」

「無理だってば。くっつけるはずないだろ」

　苦にがい顔でそう返すと、むぅっと竜浪が不満げに唸うなる。強引に足を寄せてくるが──俺はそのぶんだけ遠ざかろうとする。

「むー……小熊。ちょっとはやる気を見せてみろ。へたれと呼ぶぞ」

「……好きなように呼べよ。体質の問題なんだから仕方ないだろ」

「体質体質と逃げ口こう上じようのように……。それを治すためにここにいるのだろうが。情けないやつ……いっそのこと抱きついてショック療法でも試してやろうか」

「や、やめろってば！　そんなことで治ったりしないよ！」

　抱きつくジェスチャーをされて、俺は体を庇かばうようにして距離を取った。……ショック療法でなんとかなるなら、如月に抱きついたりしちゃった時に治ってるはずだし。そんなに簡単にどうにかなる体質じゃないんだ。

　如月は俺たちの様よう子すに、やれやれと肩を落として、

「……でもホントにどうしよっか。小熊くんの蕁麻疹体質を考えると……やっぱり難しいよね」

「だから無理なんだって。無理無理。二人三脚なんて絶対無理」

　諦あきらめのセリフしか出てこない。これはもう、理事長に直じか談だん判ぱんでもしてウチのクラスだけ女子と女子のコンビに変えてもらうしかないだろう。俺が出場するのは不可能なんだから。

　首を振り、しゃがんで足の紐ひもをほどこうとすると……。

「そういう風に、無理とか言うな」

　頭上から、竜たつ浪なみの強こわ張ばった声が降ってきた。

　目をしばたたかせて顔を上げると、俺をじっと見下ろしてくる彼女の姿。如月きさらぎとは少し違うその瞳ひとみ。よく見れば、鋭いとか目つきが悪いとか、相手を威い圧あつするっていう感じじゃない。ただ、真夏の緑みたいな瑞みず々みずしい力強さを感じる。

「私はおまえと二人三脚することも無理とは思わん」

「え？　で、でも……」

「でもって言うな。……それに理事長の命令なのだ。逆らっても弱みを握られて言うことを聞かされるのがオチだぞ？」

「……まあ、竜りゆう子この言う通りかもね」

　なにかを思い出したのか、如月も苦にがい顔で頷うなずく。……この二人、理事長からなにかの写真チラつかさられてたもんな。俺ももしかしたらヘンな写真でも撮られてるかもしれない。

　そんなやりとりをしながらも──俺は竜浪と視線を合わせたままだ。

　毎度のことながら女子と顔を合わせると、背せ筋すじをぞくぞくと毛虫が這はうような感覚がある。……でも今はちょっと、目を逸そらす気になれない。

　竜浪の顔に浮かぶのは、こちらにまで伝わってくるくらいの苛いら立だちだ。目め尻じりは吊つり上がり、視線だけで気け圧おされてしまう。

「……竜浪？　ど、どうしたんだよ？」

「どうもしてない。やると言ったらやるんだ。ほら、立て。美み空そら。もっと紐を短く結んでくれ」

「あ、ちょ、ちょっと竜浪。そんなに近づいてくるなって。これ以上異性と接近するなんて無理なんだから！」

　さらに竜浪の顔が不ふ機き嫌げんそうに歪ゆがむ。むくれたほっぺたがハムスターみたいになる。

「さっきから無理とばかり……そういう言葉を使うな。要は気持ちの問題──」




「気持ちじゃどうにもならないことだって、あるだろ？」




　突然間に入ってきた男の声。後ろに顔を向けると──先日保健室で見た男子が一人、こちらに歩いてきていた。改めて見るとやはり体格がよく、垢あか抜ぬけて見える容よう貌ぼうだ。

「二人三脚、やっぱり竜子が出るんだな。まあ、出ても無駄だと思うけどよ」

　上から常に見下すような視線。これが癖くせになっているような態度だった。……保健室の時も思ったけど、どうも、喋しやべり方も小こ馬ば鹿かにしてるように聞こえるなあ。

　そんな印象を受けつつ、俺は竜たつ浪なみに顔を向けて──息を飲んだ。

「…………永なが谷たにか」

　あれ、俺って意外と嫌きらわれてないのかも……。

　そう思うほど、竜浪の表情は険けわしかった。保健室の時と同様に眉み間けんに皺しわが寄り、その目は親の仇かたきを見るようで、侮ぶ蔑べつと嫌けん悪おに満ちている。普段からむっつりした顔をすることの多い竜浪でも『らしくない』って言えるくらいの、敵意に満ちた表情だった。さっきの声もぞわっと寒気がするくらいに重かったんだ。

　と、永谷はどこかわざとらしく怯おびえるような仕し草ぐさをして、

「おーこわ。もうちょっと愛あい想そよくできねえのかよ」

「できんな。おまえとなど顔も合わせたくないくらいだ」

　竜浪の口調は毒どくの塗られたナイフみたいで、俺に対するものとはまったく質が違う。

　突き放すような態度に、彼はやれやれと首を振り、

「まだ俺に負けたこと根に持ってるのか……」

　瞬しゆん間かん、竜浪の目がくわっと見開かれた。放たれる殺気にこちらが驚いてしまう。その体がバネのようにしなり、目の前の男子へと飛びかかろうとして──

「ちょ、ちょっと待った！」

　俺は反射的に竜浪を抱きとめていた。

　ふんわりした感触に一瞬とくんと胸が高鳴り──すぐにぶつぶつと蕁じん麻ま疹しんが浮かび始める。

「はなせ小こ熊ぐま！　こ、この男だけは許せん……！」

「だ、ダメだって！　理由はわかんないけど、ケンカとかはよくないよ！」

　俺より一回り小さいのに、竜浪は俺を引きずるようにして目の前の男子に近づいていこうとする。まるでヌーの群れを目の前にしたワニみたいだ。ほ、ほんとに、この小さい体のどこにこんな力があるんだ……!?

　永谷はそんな竜浪の剣けん幕まくを予想していたとでも言いたげにまったく動じず、

「おうおう、嫌われたもんだな。負けたのは自じ業ごう自じ得とくだろうに」

「な……！　あ、あれはおまえが、正々堂々とやっていれば、私が勝ってたのに……！」

「負け惜しみ言うなよ。負けたのはおまえが悪いんだよ。ヘンな言葉遣づかいしやがってさ、男にでもなったつもりかっての」

　と、彼は竜浪を見下ろすように言う。その視線はいかにも人を嘲ちよう笑しようするようで──当事者でない俺も、むかっと頭にきた。

「……事情はわかんないけどさ、竜浪を挑ちよう発はつするのはやめてくれないか？」

　思わずぽつりと口にすると、彼は今気付いたというように俺に顔を向け、にやっと笑みを浮かべた。これも含ふくみのある表情。いちいち人の神経を逆さか撫なでするやつだな……。

　内心腹を立てていると、俺に代わって如月きさらぎが竜浪の体を押さえてくれた。ひとまず彼女から離れて蕁じん麻ま疹しんの浮いた体を撫なでる。

「その蕁麻疹……おまえってたしか、親しん睦ぼく会の時にシンクロやってた男子だよな？　……へえ、おまえが竜りゆう子このパートナーか。あんまり運動神経よさそうにも見えないけど」

「……悪かったな」

「いーや、悪かないぜ。おまえたちのコンビなら、特に警けい戒かいする必要もなさそうだしな」

　警戒……？　と疑問に思うと同時、「永なが谷たにくーん」と声が聞こえて、Ｆ組の連中が集まっている方から女子が一人走ってきた。ポニーテールの髪をぱたぱたとなびかせていて、女子にしては身長がかなり高い。俺と同じくらいはありそうだ。

　その女子は永谷の横に並び、目をしばたたかせて俺達を見る。

「あ、キミたち、永谷君のお友達？　初めまして、わたしは二年Ｆ組の池いけ原はら雅みやびっていいます。よろしくね？」

「よろしくしなくていいぞ。友達でもなんでもないんだから」

　苦にが虫むしを噛かみつぶした顔になる永谷。池原さん……はきはきとした女の子だなあ、っていうのが第一印象だ。ウチのクラスの吉よし村むらさんはちょっとボーイッシュな雰ふん囲い気きだけど、この子は年上っぽく見える。豊かな胸を張るその姿勢にも自然な自信が漂ただよっているようだった。

　永谷は池原さんを後ろに下がらせ、俺と竜たつ浪なみを再び見下ろす。

「二人三脚な、俺とこの池原がＦ組の代表だ。他のクラスを見た感じだと、特に敵もいないようだし……竜子、おまえもそんなダメそーな男と組んでたんじゃ、出場しても恥かくのがオチじゃねーか？」

　竜浪が目を剥むいて前に一歩進み出る。

「な……なんだと！　貴様、私たちを舐なめているのか！」

「まあ、俺と竜浪はそもそも走れるかもわかんないから──はおっ!?」

　チョップを腹にお見舞いされ、膝ひざをつく。俺を悶もん絶ぜつさせる竜浪の目の中には黒い炎ほのおが燃え上がっているようで、『おまえは黙ってろ』と言葉にしなくてもびしびしと伝わってくる。

「ははは、いきなり仲間割れかよ。この調子じゃやっぱ相手にならねーな──」

「こらっ！」

　池原さんの子供を叱しかるような声。永谷も背後から脳のう天てんにチョップをくらっていた。

「いてっ。な、なにすんだよ！」

「なにすんだよ、じゃないの。永谷君、相手をばかにするような態度取っちゃダメでしょ」

「ちっ……うるせーっての。ほら行くぞ。じゃーな竜子。本番でも負けて前みたいに泣きべそかくんじゃねーぞ。どーせ勝つのは無理なんだから、今から諦あきらめた方が身のためだぜ」

　無理、という言葉を永谷が強調した瞬しゆん間かん、竜浪が如月を引きずるようにして再び飛びかかろうとする。慌あわてて飛び出す俺──だったが、ちょうどみぞおちに彼女の頭がミシッとめり込んで再び悶絶。脂あぶら汗あせを浮かべて膝をつく。

　げほっと咳せき込んでいると、池いけ原はらさんがそんな俺たちに申し訳なさそうな顔を向けて、

「ごめんね。あの人、永なが谷たに君ね、女子にもてるからって図に乗ってるけど、贔屓ひいき目めに見ると悪い人じゃないと思うの。許してあげてね。キミたちも身長低かったり軟弱っぽい男の子のコンビだけど……頑がん張ばってね！　優勝は私たちだと思うけど、善戦はできるかもしれないし！」

　ぴきっと竜たつ浪なみの額ひたいに青あお筋すじが浮かぶ。さりげなく毒どくを吐はいた池原さん。その表情はさっきまでとまったく変わってないんだけど……ど、毒吐いたって自覚ないのか？

「はっはっはっは！　さすが毒使いの池原、もっと言ってやれよ！」

「もう、なに言ってるの。私はエールを送っただけでしょ。ほら、行こ、永谷くん」

　そんな俺の姿を見て笑い声をあげながら、永谷は池原さんと一いつ緒しよにＦ組の方へと帰っていく。

　あとには腹を押さえて地面に膝ひざをつく俺と、肩を怒らせて荒い息をしている竜浪。そして言葉を挟はさめずに俺達のやりとりを見ていた如月きさらぎの三人が残された。

「なんだったんだあいつら……」

　ようやく呼吸が落ち着いてきたので、立ち上がって膝の砂を払う。連続で二発もみぞおちに攻こう撃げきをくらうとは思わなかった。しかも味方から……と、それはいいんだけど。

「竜りゆう子こ、あの永谷って人となにかあったの？」

「なんか、勝ったとか負けたとか言ってたけど……」

　如月も気になっているみたいだった。永谷と竜浪の会話。保健室の時もそうだったけど、あんなにこいつが怒ったのも初めて見たし……。気になる会話がいくつかあった。

　しかし竜浪は永谷の背中を睨にらみながらも、ぐるぐると肩を回し、

「……なんでもない。なにもなかった」

　素っ気なくそう言って、俺に顔を向けてくる。どこか不ふ機き嫌げんそうにも見える表情なんだけど……さっきの永谷に対するものと比べると、むしろ穏おん和わなくらいの顔つきに見えた。

「小こ熊ぐま、あんな風に言われて悔くやしくないのか？　おまえたちなんて敵ではないなどと、とことんコケにされたのだぞ」

「まあ、腹は立ったけど……」

「ならばやるしかないだろう。二人三脚で見返してやるんだ。ほら小熊、紐ひもを結び直すぞ」

　竜浪が肌には触れないようにしながら、俺の足から一旦紐を外し、短くもう一度結ぼうとして──

「…………」

　ひょいっと竜浪から距離を取る。

「む。離れるな。結べないではないか」

　竜浪が紐を結ぼうと、じり、とにじり寄ってくる──が、俺は首を振った。

「……無理だって。やっぱ二人三脚なんて俺には無理」

「無理って言うな。やってみようとか思わんのか」

　思わない、というように首を振る。……いや、本音を言えば、やってみようとは思ってる。あんな風に小こ馬ば鹿かにされたんだから、俺だって負けたくないとは思うんだ。竜たつ浪なみにこれ以上呆あきれられたくないし……。

　だけど体は彼女から距離を取ろうとする。二人でくっついて走っているところを想像すると──本能が『絶対無理』と叫んで、俺を彼女に近づけさせまいとするのだった。

　と、竜浪はそんな態度の俺を見てむうっとほっぺたを膨ふくらませ、

「いいから結ばせろ。男なら勇気を出してみろ」

　勇気、と言われて内心で葛かつ藤とうする。……勇気、気合い。大事だよなあ。女性恐怖症を治すためには気持ちが大切。ここでも竜浪の言う通りにするべきなんだ……。

　でも、俺は彼女が近づいてきたぶん後ろに下がり──

　焦じれた竜浪が一気に距離を詰めようとしてくるので……。

「や、やっぱり無理！」

　踵きびすを返して逃げ出してしまった。

「むう、そこまで嫌いやがるか！」

　追いかけてくる竜浪から必死に逃げる。ソフトボールの試合の時もそうだったけど、追われるといつも以上に足が速くなるのが俺の隠れた習性らしい。なんとも情けない話だけど……!!

　無理なものは無理なんだ。二人三脚なんて、勘かん弁べんしてくれ……!!




　──紐ひもを持った竜浪に追いかけ回され、体育の時間は過ぎ去って──




「はあ、はあ……さ、最後まで逃げるとはな……」

　チャイムの音がグラウンドに響き、俺たちは膝ひざに手をついて荒い呼吸を繰り返す。結局三十分間逃げ続けてしまった。こういうところでヘンな根性出さなくていいんだぞ俺……。

　汗を拭ぬぐい、呼吸が楽になってくると──急に逃げてしまったことが申し訳なく思えてくる。やっぱり竜浪の言うとおり、意地でも勇気を見せるべきだったか……。いやでも、蕁じん麻ま疹しん体質だから仕方ないし……。

　我ながら言い訳がましいことを考えながら、竜浪の表情を下から窺うかがうようにすると……。

「あ…………」

　思わず、固まってしまった。竜浪が俺を見る表情には、どこか冷めたものがあったのだ。なんだかんだで、今までは期待してくれてたのかもしれない。さっきまでのような熱がなくなり、枯れた雑草でも見るような無感動な視線。これなら、怒った顔を向けられた方がまだマシだ。

　俺は口を何度か動かし、喉のどの奥から言葉を絞り出す。

「た、竜浪。俺だって、ホントは見返してやりたいと思ってる──」

「噓うそだな。本当に思ってるならできるはずだ。……二人三脚は無理だな。おまえの言う通り、私たちが一いつ緒しよに走るなんて絶対無理だ」

　淡々とそう言って、竜たつ浪なみは額ひたいの汗を拭ぬぐって校舎の方へと歩いていく。彼女らしくない静かな歩調が、余よ計けいに俺を責め立てているように見えて……。

　そして最後に一ひと言こと、ぽつりと呟つぶやいたその言葉が俺の耳にこびりついた。

「……男なんて、大っ嫌きらいだ」

　吐はき捨てるようなその語調。俺は思わず小さな背中に手を伸ばそうとするものの──近づけない。冷めた言葉をぶつけられて、気まずいっていうこともある。だけどそれ以上に、やっぱり女性が怖こわいのだ。蛇へびみたいに見えてしまう竜浪に、こんな時でさえこれ以上近づくのは難しくて……。

「小こ熊ぐまくん。……このままでいいの？」

　横に如月きさらぎが顔を覗のぞかせる。叱しかるわけでもないし、呆あきれたわけでもない。わかっている答えを聞くようなその声音と表情。

　……いいはずない。このままでいいなんてことは、絶対ないと思う。

　だけど、俺はなにも答えられず──結局、遠ざかる竜浪に近づくことはできなかった。




　その日から、竜浪は俺と口を利きいてくれなくなった。




　　　　２




「なあ如月、どうしてわざわざ隣となり町まで行くんだ？　ラーメン屋なら寮の近くにもあるだろ？」

　俺は手すりに掴つかまり、前の座席に座っている如月に聞いてみる。私服姿の彼女は制服を着た時よりもリラックスして見えた。五月の陽気に合わせた私服がよく似合っている。胸元に光るのは彼女の体の一部とも言える銀のペンダント。いるか寮の女子はやっぱりお洒落しやれなのか、それぞれ私服にも個性が見え隠れしている。

「隣町のラーメン屋はオススメなの。私も月に一回くらいは行ってるもの」

「へえ……そこまで言うなら、相当美お味いしいところなんだろうけど。そもそも朝に如月から食事に誘われた時は、正直なところ、びっくりしたよ……」

「……私だって男なんて誘いたくないけどね。今日は他に誰もいないから、仕方なくよ」

　がたんがたんっと電車の小こ刻きざみな振動。足あし下もとから伝わる久しぶりの感覚。東京にいた時は毎日こうして揺ゆられながら学校に通ってたけど、いるか寮に引っ越してきてからは電車に乗る機会なんてまったくなくなっていた。

　窓の外の景色はのどかで、広大な田畑、時とき折おり背の低い住宅街が流れていく。景色がめまぐるしく変わる都会とは違い、こちらの電車は心なしかゆっくり進んでいるように感じた。この車両には俺と如月きさらぎと、他に数人しか乗っておらず、誰の表情からも東京人のような忙しさが窺うかがえないからかもしれない。

「一応、言われた通りに参考書持ってきたけど。勉強のできるラーメン屋って、珍しくない？」

「んー……まあね、でもホントに勉強はできるから。小こ熊ぐまくん、勉強遅れがちでしょ？　理事長から見てあげてって言われてるもの。今日はしっかり教えてあげるからね」

　リラックスした格かつ好こうでも委員長は委員長。やっぱり真ま面じ目めな如月だった。

　……ま、勉強教えてもらえるのはありがたいかな。わからないところが多くて、一人じゃどうにもならないくらいだったもんなあ。

　ふあ、と欠伸あくび。都会とちょっと空気の違う電車は、俺たちを乗せて隣となり町へと走っていく。




　駅から出て、晴れた空の下を如月と多少の距離をおいて歩いていくと──




「到着。ここが目的のラーメン屋よ」

　やがて一件の店の前で如月が振り返る。ふんわり漂ただよってくるラーメンの匂においに腹がぐううっと反応。のれんや看板に描かれているのは『りゅう』という三文字だ。

　ラーメン屋、『りゅう』か……。

「いい匂いだなあ。……あれ、入らないの？」

「ん、入るけど……。この機会に仲直りしなさいよ？」

　如月はそんなよく分からないことを言って、かららとドアを開けた。疑問を感じたものの、特に気にせずに俺は彼女に続いて中へと入っていく。食欲を刺激する匂いに包まれて、

「へいらっしぇい！」

　迎えてくれたのは、通りへと響き渡るような大音声。野の太ぶとい男性の声は接客の教科書に載のせていいくらいに威い勢せいがよかった。ざっと見たところ、店員さんは三人。カウンターに立つ二人と、こちらに背中を向けてテーブルを拭いている小柄な人が一人だ。

「ん……あら美み空そらちゃんじゃないの！　いらっしゃい！」

　と、カウンター向こうで三角巾きんを被かぶっている女性が如月に笑顔を向けてきた。よく通る高い声。肝きもっ玉たまおばさんではなく、小柄な美人だった。化粧っ気はあまりないんだけど、童顔で割かつ烹ぽう着ぎがよく似合っている。

　そんな彼女につられて、百九十センチくらいありそうな巨漢の中年店員がこちらに顔を向け、

「ああ、よく来たなあ！　美空ちゃん、好きなトコに座りな……お？」

　喉のどの奥にマイクでも仕込んでるんじゃないのか、っていうくらいの声の彼は俺に目を向けて──なぜだかその強こわ面もてには似合わないくらいのくしゃくしゃ笑顔を浮かべた。

「ああ、ああ！　小熊浩こう一いち君！　浩一君だな！」

「え？　え？　あ、はあ、そ、そうですけど……？」

「待ってたぞ！　ほら座りな浩こう一いち君！　腕によりをかけて最高のラーメンを作ってやっから！」

「ど、ども」と会え釈しやくをしながらも、きょとんとしてしまう。……ここに来るのは初めてなのに、な、なんで俺の名前を知ってるんだ？

　如月きさらぎに目を向けると、くすっと小さな笑いが返ってくる。

「ほら小こ熊ぐまくん、座りましょ」

　戸と惑まどいつつも、四人用の席へと腰こしを下ろした。如月とは斜めの席で距離を取るのはいつも通り。店内の雰ふん囲い気きは清潔そのもの。高級感といったものは感じないが、隅すみから隅まで綺き麗れいに掃除してあり、虫なんか入り込む余地はないという印象だ。壁にはプロレスラーとあの中年店員さんが並んで写っている写真や、プロボクサーなど格闘家のサインがずらっと並べられていた。

　店内をきょろきょろと見回していると──とんっと、目の前にお冷やが置かれた。

　お冷やが……置かれたんだけど、

「あ、あの。これ、なんかヘンな色してません？」

　思わずそう聞いてしまった。如月の前に置かれたコップには、カランと涼しげな音を立てる氷入りの水が注がれている。

　でも、俺の前にあるのは……なんだか明らかに、水じゃない。黒っぽい。しかも表面に胡こ椒しようらしきつぶつぶが浮かんでるし……見てるだけで気持ち悪くなる色合いだった。

「特製の醤しよう油ゆ入り胡椒水。京都で言うぶぶづけのようなものだ。つまりこれを飲んで、とっとと消え失せろということだな」

　う、と声が出そうになった。その女の子の声は、明らかに聞き覚えがある……というか、毎日聞いている声で……。

　おそるおそる、顔を上げてみると──

「……た、竜たつ浪なみ？」

　やっぱり思った通り、いるか寮の触覚少女が立っているのだった。

　普段と違うエプロン姿の彼女はふん、と鼻を鳴らし、俺から顔を背そむける。ずき、と胸に小さな痛み。最近の竜浪は俺に対して、こうして今まで以上に興味のなさそうな態度ばかりを取るのだった。

　如月に目を向けてみると──ちょっと含ふくみのある視線を返された。……そっか、竜浪がここで働いてるのを知ってたから、仲直りさせるために俺を連れてきたんだな。

「え、えと……ここでバイトしてるのか？」

　聞いてみるものの、答えてくれない。彼女は俺に背を向けて、カウンターの方へと歩いていこうとして──

「ほらほら竜りゆう子こ、なにぶすっとしてるの！　浩一君の横に座りなさい！」

　さっきの美人の店員さんに首ねっこを掴つかまれ、猫みたいになってこちらに舞い戻ってきた。

「ごめんね浩こう一いち君、愛あい想そうのない娘で。ホントはもっと可愛かわいい子なのよ？　男の子相手で緊張してるのねこの子ったらもう」

「は、母、はなせ！」

「母じゃないでしょ母じゃ！　浩一君の前なんだからちゃんと女の子口調で話しなさい！」

　……ん、母？　今、『母』って言った？

　彼女は暴れる竜たつ浪なみを押さえつけるようにして、無む理り矢や理り俺の隣となりに座らせた。この人、如月きさらぎよりちょっと背が低いくらいなんだけど……あの怪力の竜浪をものともしないとは……。

「竜りゆう子こ、そんな不ふ機き嫌げんそうにしない──あ、こらっ」

　ネズミのようにするするとテーブルの下をすり抜け、竜浪はカウンターの向こうへと逃げていった。こういう動きはホントに小動物みたいに見えるなあ……。

「まったくもう……。ごめんなさいね、浩一君。あの子、男の子が一いつ緒しよで恥ずかしいのよ」

　ころころと笑う割かつ烹ぽう着ぎの女性。……見た目だと、まだ二十代後半くらいに見えるんだけど。

「……あ、あの、竜浪があなたのこと、『母』って呼んでましたよね？」

「ええ。あたし、あの子の母親で、竜浪慧けい子こっていいます。よろしくね」

　にこっと微笑ほほえまれ、「あ、こちらこそよろしくお願いします……」と頭を下げる。……そっか、竜浪はここでバイトしてたわけじゃないんだ。ここが彼女の実家だったんだな。それならおばさんたちが、俺の名前を知っていても不ふ思し議ぎじゃない。

「えと、俺は小こ熊ぐま浩一です。竜浪……えと、竜子さんのクラスメイトで──」

「いるか寮の寮生でもあるのよね？　ふふ、一つ屋根の下」

　なぜか嬉うれしそうに話す慧子さん。……なんでそんなに喜色満面？

「ちょっとあなた！　ラーメンまだなの!?　浩一君待ちくたびれちゃうわよ！」

「おうよ！　おっしゃできた！」

　かしゃんかしゃんっと調理場から響く音だけでも本気で作ってくれているとわかる。中年のおじさんはお盆に二人分のラーメンを乗せて俺たちのテーブルへと持ってきてくれた。

　とんとんっと俺たちの前にラーメンが並ぶ。こってり油の浮かぶとんこつ味。麺めんもチャーシューも色つやがよく、海の苔りとシナチク、ネギでシンプルに彩られていた。

「へいおまち！　俺は竜子の父で、竜浪大だい介すけってんだ。よろしくな浩一！」

　すでに君づけでなく呼び捨て状態。え、江戸っ子って感じだなあ……。俺も東京の江戸川区……一応下町育ちなんだけど、この人みたいな豪ごう快かいなタイプにはあまり会ったことがないかも。

「さあさ、たっぷり食ってくれ！　そしてラーメンの魅力に取り憑つかれるんだ！」

「ふん。取り憑かれてそのまま死んでしまえ」

　竜浪がぼそっとこちらに聞こえるように呟つぶやき、大介さんがむっとタラコのように下した唇くちびるを突きだしてそちらに振り返る。

「竜子！　なにふてくされてんだ！　ほら、こっちに来ておまえも話に加われ！」

「いやだ。小こ熊ぐまとなんか二度と話すものか」

　どすっと俺の胸を刺すようなセリフ。……こういうことを言われるのは、自じ業ごう自じ得とくなんだ。どう考えても、あの体育の時間の俺の行動が悪かった。あれじゃあ、竜たつ浪なみが怒るのも無理はないって思う。それがわかってるからこそ、余よ計けいに彼女の態度が胸に突き刺さる……。

　彼女のことを気にしながらも「いただきます」と手を合わせてぱちんと割り箸ばしを割り、ラーメンを口へと運ぶ。まったりした味。口の中にこくが広がり、頬ほほがとろけそうになる。

「うっわ……すっごい美お味いしいです」

　そう言った途と端たんに大笑いしながら背中を叩たたいてくる大だい介すけおじさん。慧けい子こおばさんも楽しそうで、裏うら表おもてがない。距離を感じさせない人たちだった。

　そんな風に騒がしい俺たちだったのだが、竜浪はこちらをちらりと見ようともしないで、かちゃかちゃと皿洗いをしている。如月きさらぎもラーメンを食べながらも、竜浪の方を気にしているみたいだった。

　……怒った時みたいに、ケンカふっかけてきてくれないのかな。

　認めたくないけど──ちょっとだけ寂さびしく思っていると、おばさんが竜浪に困り顔を向けて、

「もう、一度臍へそを曲げると長いのよあの子は。まったく誰に似たんだか……」

「おまえにだろ。胸が薄いところまでよく似てる母子──いてえ!?」

　おばさんから鼻はなっ柱ぱしらにバコオッと裏拳けん、さらに竜浪が投げつけてきたお盆がパカーンッとおじさんの頭に命中。……バイオレンスなところも似てる母子らしかった。







　如月が『勉強もできる』って言ってたのは、ここが竜浪の実家だったから。彼女は週に一回くらいは実家に帰って、店の手伝いをしているらしかった。

　持ってきたのは勉強道具一式。美味しいラーメンに舌した鼓つづみをうち、食事が終われば……、

「……男なんて部屋に入れたくないのに」

「まあまあ、そう言わないの」

　三人揃そろって、竜浪の部屋で勉強会である。

　俺は毒の沼にでも入るような心持ちで、おっかなびっくり部屋の中に足を踏み入れる。女子の部屋に入るのは初めてかもしれない。この家自体、白びやく檀だんの落ち着いた香りが漂ただよってるんだけど……こうして女の子の部屋に入ると、やっぱり甘い匂においがする。ぞわっと普段以上に背せ筋すじが寒くなるのは、胸がドキドキ熱くなってる証しよう拠こなんだ。

　部屋の中は寮と同じ畳たたみ敷き。家具は机、本棚、ガラステーブル、タンス。壁には四月のまま捲めくられていないカレンダーが一つ。タンスの上には写真立て。竜浪のことだから筋トレ器具でも置いてるんじゃないかと思ってたけど、そういうものはまったくない。窓際にはシクラメンの鉢植が一つ。それに、部屋の中は塵ちり一つないくらいにきっちり片付けられ、掃除が行き届いていた。

　……普通だ。和風でも洋風でもない。竜たつ浪なみの口調はちょっと時代がかってるし、もっと和を意識した部屋だったりするのかなって思ってたんだけど。意外なくらいに普通の部屋だった。

「ほらほら、竜りゆう子こもこっちきて座りなさいよ。小こ熊ぐまくんも……そんな脂あぶら汗あせ浮かべてないで、入ってきなさいってば」

　如月きさらぎが勝手知ったるという風に座ざ布団ぶとんに座って手招きすると、竜浪も渋しぶ々しぶとガラステーブルの横に座る。俺もかちこちに固くなりながら腰こしを下ろした……が、竜浪はすすっとなにも言わずにこちらから離れていく。

　二人の距離がそのまま俺と彼女の心の距離だ。俺も元々二人から距離を取っていたが、特に竜浪とは遠くなってしまった気がする。

　……そうだ、この機会に謝あやまっとこうかな。今なら聞いてくれるはずだし。

「あのさ、竜浪。この前のことなんだけど……」

「美み空そら、数学を教えてくれ。一から十までわからんのだ」

　竜浪は露ろ骨こつに俺を無視する。悪意はあまり感じない。空気みたいに思ってるのか……。そういう態度が一番俺に堪こたえるってことがわかってるからなのか。

「……竜浪、体育の時のことは悪かったって思ってる。ホントに、反省してるんだ。ごめん」

　頭を下げながら言うと、竜浪はぴたりと動きを止め、こちらから目を逸そらしたままで、

「……男なんか口だけだ」

　ぽつりと呟つぶやいた。そしてそのまま俺を無視する姿勢に戻る。

　……ダメだ。取りつく島もない。体育の時間は、露骨に逃げちゃったからな。口でなく、態度で完全にへたれ根性を露ろ呈ていしちゃったんだ。……謝あやまっても聞いてもらえないのは当然かな。

「もー竜子、そんなに素っ気なくしなくてもいいじゃない。小熊くんだってホントに悪いと思ってるのよ？」

「それでもだ。へたれだし、ばかだから小熊は嫌きらいだ」

　液体窒ちつ素そのような言葉にがくっと肩を落とす。そう言われることも堪えるけど、やっぱり反論できないことが一番辛つらい。自己嫌けん悪おだ。

　如月も今は処置なしと思ったのか、ひとまずテーブルに参考書を広げた。俺が一番苦にが手てな科目は数学だ。前いた学校でもいまいち成績が振るわなかったし、しかもこっちに来てからは進度が速いからまったくついていけない。困ったことになってるんだよなあ……。

「二人とも、わからないところがあったら聞きなさいよ？」

「ここがわからないんだけど」

「私はここがわからん」

　即座に同時に問題集を指さし、俺と竜浪は一いつ瞬しゆん顔を見合わせてすぐに逸らす。

「……ちょっとは考えなさいよね、二人とも」

　臨時教師の如月きさらぎは、呆あきれたようにため息をついていた。




　それから三人で勉強に励むこと一時間──




「竜りゆう子こ、ちょっとこっちきなさい」

　入り口の襖ふすまが静かに開き、顔を覗のぞかせた慧けい子こおばさんがちょいちょいと手招きしてくる。問題集と難しい顔でにらめっこしていた竜たつ浪なみは救いの手とばかりにおばさんについていった。

　二人残された俺と如月。何なに気げなく竜浪のノートを覗のぞいて、眉まゆをひそめる。

「……あいつって、ホントに勉強ダメなんだな」

「スポーツする時みたいな集中力見せてくれればいいんだけどね。あの子、頭使ってるとすぐにそわそわし出すから……」

　さっきからあいつの様よう子すを見てればそれはわかる。かちかちかちっとうるさいくらいにシャーペンを鳴らしたり、消しゴムを綺き麗れいな形にしようと無駄に擦こすったり、あげくの果てにはノートの隅すみで一人○×ゲームを始めたり……。

「ま、竜子は他に取り柄えがいっぱいあるから。勉強はべつにできなくていいと思うけど……。やっぱり高校生は最低限勉強することが義務だからね。今日はしっかり教え込まなきゃ」

　むんっと拳こぶしを握る委員長如月。こいつの教え方はわかりやすいし、隅々まで疑問に答えてくれるから『また聞こう』って思えてくる。家庭教師とかやったら引っ張りだこになりそうだ。特に親友の竜浪には甘く厳しくといった様子で、とことん親身になってるみたいだった。

「……あなたも、竜子とちゃんと仲直りしなさいよ？」

「……できればそうしたいけどさ。取りつく島もないみたいだから」

　わざわざこうして連れてきてもらえたことはありがたいけど……仲直りする取っかかりが何もない。元々仲は良くなかったんだし……こうなってしまっては為なす術すべもないという感じだ。

　竜浪が戻ってこないので、俺たちも小休止。部屋のなかでしばしくつろぐ。ふと本棚に目を向けると、並んでいるのは小学校の図書館に置いてありそうなハードカバーの小説が多かった。トム・ソーヤの冒険、シートン動物記、シャーロック・ホームズ……。

「お、二人か。竜子はいないのか？」

　本の背表紙を眺ながめていると、今度は襖から大だい介すけおじさんが顔を覗かせ、そのまま頭を低くして部屋に入ってきた。体が大きいせいか、部屋が一気に狭くなったように感じる。

「竜子はおばさんに呼ばれて行きましたよ？」

　おじさんは「ん、そうか」と短く言って、さっき竜浪が座っていたところにずしっと音を立てて腰こしを下ろした。そして手に持っていたものをテーブルに置いて……。

「じゃ、ちょうどいいからこれでも見るか」

　俺を見てニヤッと微笑ほほえむ。テーブルに置かれたのは、一冊の本だった。

「アルバム……ですか？」

　厚い表紙をおじさんが開くと、ずらっと並んだ写真の列。竜たつ浪なみ家の思い出の一枚がぎっしりと詰め込まれている。

　如月きさらぎは興味深そうにそれを覗のぞき込んで──目を輝かせた。

「わあ……これ竜りゆう子こですね。おじさんいいんですか？　あの子、怒りますよ？」

「いーのいーの。父のやることに子は口出しできんのだよ」

　がははと豪ごう快かいに笑うおじさん。如月はそう言いながらも興味しんしんという様よう子すで、アルバムに視線を落としている。俺もつられるようにしてアルバムを見ると──そこには、今よりもさらに小さな竜浪が写っていた。

「な、浩こう一いち？　可愛かわいいもんだろ？」

　こく、と素直に頷うなずく。日付を見たところ、これは六年前の運動会のページらしい。竜浪はどの写真の中でも、子供らしい屈くつ託たくのない笑顔で写っていた。

「……可愛いですね、ホントに」

　思わずぽつりと呟つぶやいてしまう。本当に可愛く見えたのだ。髪型などは今と変わってない。やっぱり昔から小柄だったようで、並んで映る子供たちと比べても小さい。

　でも、顔つきはまったく違っていた。裏うら表おもてのない表情。見てる側の悩みを吹き飛ばしてしまうくらいの、晴れ渡る青空みたいな笑顔。徒競走、障害物走、弁当を食べている顔……どれも最高の笑顔で写っていた。

「………………」

　ぽけっと写真の中の竜浪に見とれて、ぺら、ぺら、と言われるでもなくページを捲めくる。写真好きな一家なのか、二十ページ近く同じ運動会の写真ばかりだった。

　一枚も逃すことなく、ほうっと息をつきながら眺ながめていると……。

　あることに気付いた。

「……お爺じいさんと写ってる写真が多いですね」

　写真の三分の一くらいは、竜浪がどこかのお爺さんにくっついているものだったのだ。七十歳半なかばくらいかな。白い髪がふさふさしてて、目め尻じりが下がり気ぎ味みの優しい雰ふん囲い気きの人……。たぶん、身長は俺と同じくらい。線が細くて、あまり男くさい印象は受けない。

　……どことなく、雰囲気が慧けい子こおばさんに似てるかも。

「ああ……これは義と父うさんだ。竜子の母方の祖父だよ」

「祖父……お祖じ父いちゃんですか……」

「ああ。孫まご煩ぼん悩のうな人で、竜子もよく懐なついててな。あいつが小さい頃は、いつでもどこでも義父さんにべったりだったんだ。夜なんかは本を読んでもらわないと寝つかなかったっけか……。俺が読むと嫌いやがるくせに、義父さんが読むと不ふ思し議ぎなくらいに喜んでたなあ……」

　どこか遠い目になる大介おじさん。懐かしそうな口ぶりだった。

　写真の一枚に視線を落とす。体操服姿の竜たつ浪なみが、お祖じ父いさんに抱かれていたずらっ子みたいな笑顔をファインダーに向けている。嬉うれしそう……っていうより幸せそうな顔。お祖父さんも世界一大切なものを抱いてるっていう感じで、顔から幸福感がにじみ出てるように見えた。

「いい写真ね……」

　如月きさらぎの呟つぶやきに、無意識のうちに頷うなずいている。

　俺はいつの間にか、その竜浪とお祖父さんの写真に見入っていた。

　その写真の竜浪を見ていると、なんだか、胸がきゅんと痛くなった。いや、写真の中の竜浪に惚ほれたとか、もちろんそういう意味じゃない。

　ただ、こんなに素敵な笑顔ができるのに……どうして今は、家でも学校でもどこにいても、あんな仏ぶつ頂ちよう面づらばかりしてるのかって……。この写真の笑顔はどこにいっちゃったんだって。

　そんなことを考えると、なぜだかどうしようもなく、胸が小さな痛みを訴うつたえてくる。

「……竜浪」

　不意にぽつりと呟く──と、

「……ふふ、惚れたな。そうだろうよ、この竜りゆう子こを見て惚れない男はいまい」

　小さくなにかを呟いた大介おじさんに「え？」と顔を向けると、にかっと白い歯を剥むき出しにする江戸っ子の笑いが返ってくる。

「なんならこの写真、おまえにやってもいいぞ？」

「え、い、いや、それは悪いですよ。大事な写真でしょ？」

「いいんだよ、ネガはあるんだから、また現像すればいいだけだ。浩こう一いちには竜子の写真を持っててほしいんだよ」

　おじさんはそんなよくわからないことを言って、竜浪とお爺さんの写真を抜き出して手渡してくれる。……本当にいいのかな。竜浪が怒るんじゃないのか。

「竜子のことは気にしなくていいぞ。あいつがなにを言おうが、父のやることには文句を言わせな──」

「文句は言わせてもらう。徹底的にな」

　音もなく開いた襖ふすまから滑すべるように入ってきた竜浪がおじさんの後ろに回り、がぎっと音がするくらいにその丸太のような首をロック。そのまま締しめ上げ始めた。

　竜浪は据すわった目に暗い光を宿らせ、その怒りの表情はまさしくヒットマンのもの。……つっても細い腕だし、おじさんをどうこうできるほどの力はさすがにないだろ──

「ぐ、ふ、う、う……！　りゅ、竜子、ギブ、ギブアップ！」

　おじさんは顔を真っ赤に充血させ、釣つり上げられたフグみたいに口をぱくぱくさせて、瀕ひん死し状態に陥おちいっていた。

「ちょ、ちょっと竜浪、おじさん死んじゃうぞ！」

「殺す気でやっている。父は最近調子に乗っているから、このまま涅槃ねはんに送ってくれる」

　なんてバイオレンスなんだ……。俺に対しても父親に対してもあんまり変わらないらしい。

「心配することないわよ浩こう一いち君。この人は見かけ倒しだけど、タフネスだけは折り紙つきなんだから」

　おばさんは死線を彷徨さまよう夫をさらりとスルーし、にこやかな表情で俺と如月きさらぎの前にことっとチャーハンの盛られた器を置く。さっきラーメンを食べたばかりだというのに、香ばしい匂においに腹がくううっと小さな音を立てた。

「ふふ、やっぱり男の子は食欲旺おう盛せいみたいね。さ、召し上がれ」

　如月と顔を見合わせ、れんげを手に取る。頭使って腹も減ったし、素直に頂いただこう。

　いただきます、と言って丸く盛られたチャーハンを口に運ぶ……。

「む…………！」

　口の中でご飯が弾はじけるみたいだった。ぱらぱら香ばしいのは、調理の過程でライスが火に炙あぶられ、水気がほどよく抜かれているから（昔マンガで読んだ）。しゃきしゃきしたタマネギとグリーンピース、ふんわり卵が口の中で混ざり合い、ぱらりと味のしみ出るミンチと絶ぜつ妙みようなハーモニーを奏かなでている……。

「どう？　美お味いしい？」

「は、はい！　ラーメンも美う味まかったけど、こっちも凄すごく美味しいです！」

　内側は熱く、外は程ほどよく冷めてる。水気たっぷりでぐちゃぐちゃのチャーハンを出す店もあるけど、そういうものとはまったく違う。ラーメンもチャーハンも今まで食べた中で一、二を争う美味しさだ。ここのお二人は相当な腕を持ってるみたいだった。

　我知らず味の感想を頭に浮かべながら、はふはふと食事を進めていると──如月がそんな俺を見てくすっと笑う。

「小こ熊ぐまくん、作った人に感謝しなきゃダメよ？」

「むぐ？　あ、うん。おばさん、ありがとうございま──」

　慧けい子こおばさんはにんまりと笑顔を浮かべて首を振る。

「うふふ、作ったのはあたしじゃないのよね……」

　竜たつ浪なみに似ている彼女の目が向く先は──

「……ふん。母が作れというから、仕方なく作っただけだ」

　ぶすっと仏ぶつ頂ちよう面づらでそんなことを言う、父を容よう赦しやなく絞しめ落としたばかりの竜浪竜りゆう子こだった。

　俺は口の中にチャーハンを含ふくんだまま、竜浪と手元の椀わんを見比べる。

「……た、竜浪が、これを？」

「……悪いか。私が料理を作るなんて、イメージと違うとか言いたいんだろう」

　拗すねたような口ぶりで、ぷいっとそっぽを向く触覚娘。俺はごくっと口の中のものを飲み込み、体を乗り出すようにして、

「そ、そりゃあ、おまえが料理作るってイメージはなかったけどさ。でも凄いよこれ……めちゃくちゃ美う味まいし。なあなあ、ラーメンも作れるの？　寮では作らないのか？」

　思わず問いかけにも熱が入ってしまう。こんなに身近なところに一流の料理人がいたなんて……。寮でも作ってくれるなら、毎日こんな美お味いしいものが食べられるじゃないか。……あ、いや、珠たまちゃんの料理も家庭的で好きなんだけど、こっちは洗練された美味しさというか。ちょっと毛色が違うんだ。

　俺の質問に竜たつ浪なみが鬱うつ陶とうしそうな顔をしていると、如月きさらぎがこくこくと水を飲んで、

「竜りゆう子こ、寮でも時々珠ちゃんに料理を教えてるのよ？　珠ちゃんのお料理の先生だもんね」

「美み空そらだって珠に教えることはあるだろうが。おまえの腕も相当なものだぞ」

　え、と如月にも顔を向けると、こちらはちょっと恥ずかしそうに顔を伏ふせる。なんと……如月も料理ができるんだ。いつも厨ちゆう房ぼうに立ってるのは珠ちゃんだから、あの子がいつも作ってるんだと思ってた。

「じゃ、俺も気付かないうちに二人の料理食べてたのか？」

「んー……私たちが作ったものは食べてないと思う。珠ちゃんが『一人で頑がん張ばって作りたい』って言うから、私たちは大たい抵ていちょっと手助けするだけだもん」

　へえ、と呟つぶやく。珠ちゃんにも料理には拘こだわりがあるのかな。なんにしても、ウチの女子寮には隠れた料理人が二人もいたってことか。

　と、畳たたみに倒れて白目を剥むいていたおじさんが何事もなかったようにむくりと起き上がり、俺の肩に手を回して、

「なあ浩こう一いち、竜子と付き合えば毎日こんな料理が食べられるんだぞ？」

　かちゃっと音がした。如月が「え……」と声を零こぼして、レンゲを皿にぶつけたのだ。

「は？　つ、付き合う？　俺と竜浪が？」

　きょとんとしていると、竜浪が父に日本刀の視線を向け、

「……父。あなたはなにを血迷ったことを言っている？」

「ち、父に向かってそんな寝起きの怪かい獣じゆうみたいな声出すんじゃない、怖こわいだろうが！　たとえばだよたとえば。ほら、一つ屋根の下で暮らしてるんだから、いつの間にか仲良くなっちまうってこともあるかもしんないだろ？」

「ないない。そんなこと、あるはずがない」

「……そ、そうよね。あるはずないわ、そんなこと」

　竜浪と俺……それになぜか固い顔の如月ははうんうんと頷うなずく。俺と竜浪はいわば対極の存在。碁ご石いしの白と黒のような二人なんだ。彼氏彼女の関係になるなんて天変地異が起こってもありえないことじゃないか。

　俺たちのそんな反応を見て、なぜか残念そうな顔になる竜浪夫妻……。

「……そうか……でも、ちょっとしたハプニングとかはあるんじゃないか？　ほら、お互いが着替えてるところを偶然覗のぞいたりとか」

「そうね。それでお互いを意識するようになったり……とか、ドラマなんかだとそういう展開はあるわよね」

「……いや、寮で竜たつ浪なみとそういう遭そう遇ぐうをしたことはないですけど」

　ちょっとした不意打ち。ドキッと動どう揺ようしてしまった。顔にも出たかもしれない。

　寮で竜浪の風呂を覗のぞいたりしたことはない。……なぜか如月きさらぎとはしょっちゅうあるけど。

　頭に浮かぶのは寮ではなく、先日のソフトボールの試合中に起こったハプニング。俺が持っていたスポーツドリンクのカップが手から零こぼれて、彼女の体操服がスケスケになってしまった時のことだ。

　目に焼き付いたのは、白い服越しに見える湿った肌。異性の象徴のようなブラの輪りん郭かく……。

　ちら、と竜浪の顔を窺うかがうと──彼女はほわっとほっぺたを赤く紅こう潮ちようさせ、目め尻じりを吊つり上あげ、

「お、おまえ、なにかヘンなことを思い浮かべたな！」

「う、浮かべてない！　お盆振りかぶるなよ！　おまえが持つとプラスチックのお盆でも殺人凶きよう器きに早変わりするんだよ！」

　レンゲでガードしようとするが、顔を真っ赤にした竜浪はおかまいなくお盆を叩たたきつけてくる姿勢だ。こ、こいつもあの時のこと思い出したのかな？

「あら、あらあら。やっぱりそういうことはあったのね。あーよかった、安心したわ。青春よねぇ……」

「まったくだ。はは、竜子もなんだかんだで浩こう一いちのことが気になってきてるんじゃないのか？」

　すこーんっとお盆を父親の脳のう天てんに叩きつけるバイオレンス竜浪。と、おばさんはそんな二人をよそに「あ、そうだ。洗濯物……」と呟つぶやいていそいそと部屋の外に向かい──なにかを持ってぱたぱたと帰ってくる。

「わあ、浩一君見て見て。竜りゆう子こったらこんなお洒落しやれな下着つけるようになったのね……」

　しみじみと言うおばさんが持っているのは、サイドがひもの純白ぱんつ。ひもの付け根に優雅なレースのフラワーモチーフがついているのが可愛かわいらしく、たしかにお洒落……なんだけど。

　当然のことながら、竜浪は顔中熟うれた林りん檎ごみたいに真っ赤っかになる。
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「な……！　そ、それは正まさ木き先輩にもらったぱんつで、私が選んだわけじゃ……」

「でも昨日は穿はいてたんでしょ？」

「だ、だって、穿かないともったいないし……」

「んー……はい！　浩一君がもっと竜子のこと意識してくれるように、このどきどきアイテム『ひものぱんつ』をプレゼントしちゃう！」

「するな！　母はばかか！　もーばか！　みんなばか！」

　湯気が出そうな赤い顔で、ばかばか連呼して暴れ出す竜浪。しかし母親に軽くいなされる彼女は、なんだかいるか寮にいる時よりもさらに子供っぽく見える。そうかと思えば、こちらに牽けん制せいの鋭い涙目を向けてきたりと大忙しだ。

　寮にいては理事長にいじられ、家に帰れば両親にいじられる。意外と隙すきが多いいるか寮の怪力少女なのだった。







「ふう……。退屈しない家だなあ……」

　どたばたと騒がしい部屋から一時脱出して一階のトイレへ。用を足して部屋へと戻る途中、

「……ん？」

　一階の居間らしき部屋の前で、如月きさらぎが立ち止まっているのが見えた。

「如月、どうしたんだ？」

「ん……手を洗いに降りてきたんだけど……」

　彼女の視線は居間の中へ向いている。俺も中を見てみると──その一角に、大きな仏ぶつ壇だんがあるのが目に入った。

　如月と顔を見合わせ、ちょっと逡しゆん巡じゆんしながらも、部屋に足を踏み入れてみる。念入りに掃除され、埃ほこり一見えない金仏壇。そこに飾られている白黒の遺影は……。

「これ、あの写真の……？」

　さっきおじさんからもらった写真を取り出す。小さい頃の竜たつ浪なみと一いつ緒しよに写るお祖じ父いさんの顔。遺影に写る白髪の老人と同じだ。

「お祖じ父いさんの、お仏壇なのかしら……」

　小さな如月きさらぎの呟つぶやきに、胸がぎゅっと締しめ付けられた。

　……お祖父さん、亡くなられたのか。

　遺影のお祖父さんも、写真のお祖父さんも、どちらも穏おだやかで親しみやすい笑顔を浮かべている。父性……っていうのかな。包み込むような雰ふん囲い気き。写真を見れば竜たつ浪なみがこの人に懐なついていたのはよくわかる。きっと素敵な優しいお祖父さんだったんだろう。

「……お香、供そなえさせてもらってもいいかな」

「ん……私も」

　俺たちは仏壇の前の座ざ布団ぶとんに正座し、置いてあったマッチで燭しよく台だいの蝋ろう燭そくに火をつける。線香に火を灯ともし、香こう炉ろに供えて手を合わせた。たゆたう白い煙の糸。白びやく檀だんの匂い。先祖を敬うやまう供く養ようの香りだ。

「…………」

　遺影のお祖父さんに視線を向ける。……なんだか、遺影の中からでも、なにかを聞けば答えてくれそうな気がする。そんな開かれた雰囲気のある人だ。

　目を瞑つむり、静かに冥めい福ふくを祈り──再び目を開ける。

　そしてお祖父さんの顔をもう一度見て……俺はぽつりと呟いていた。

「……今の竜浪は、あなたといた頃みたいな笑顔を見せてくれません」

　横で如月が驚いたような気配。お祖父さんがなにかを答えるわけもなし、相づちを打ってくれるはずもなし……。

　だけど……俺の胸にある疑問の答えを知っている人がいるとすれば、それはこのお祖父さんのような気がしたのだ。

「……あいつ、なにかあったんですか？　この笑顔を捨てちゃうようななにかの出来事が……」

　しん、と静まる室内。答えは返ってこない。当然だった。

　俺は目を瞑つむり、もう一度、お祖父さんの冥めい福ふくを祈る。

　…………。

　…………。

「なにをしてる、小こ熊ぐま」

　その声は固く、憤いきどおりさえ感じさせた。

　横を向くと、竜浪が部屋の入り口に立ち、きゅっと拳こぶしを握って俺を見てる──いや、睨にらんでる。どくんと胸が嫌いやな音を立てる。この顔は……あの永なが谷たにに向けていたものと似てる気がする。

「仏ぶつ壇だんから離れろ。早く」

　どうして、と聞く余裕はなかった。俺は言われるままに立ち上がり、仏壇から距離を取る。

　と、竜浪は俺の前に歩いてきて、つんっと顔を突き出すようにして俺を睨んだ。

　そしてなにか、体の内側からの衝しよう動どうに動かされるように口を開こうとして……。

　はっとしたように、彼女は再び口を閉じた。

「……え、えと、竜たつ浪なみ。ごめん、勝手に線香供そなえたりして」

「竜りゆう子こ、私も……。ごめんなさい」

「……いや、いい。二人とも、謝あやまることない。祖父も喜んでいると思う。……小熊も美み空そらも、ありがとう」

　一応の感謝……でも、形式的な言葉に聞こえた。

　彼女の顔を窺うかがいつつ、居間を後にする。なんだか今の竜浪を刺激すると、取り返しがつかないくらいに怒らせてしまう気がした。理由はわからないけど……さっきの彼女は、爆発寸前っていう雰ふん囲い気きだったと思う。

　部屋の入り口で、後ろを静かに振り返る。

　竜浪は仏壇の前に腰こしを下ろして、あぐらをかくようにして座る。俺が見ているのに気付いていないようで、りんを鳴らしてチーンと澄んだ音色を響かせた。

　そして彼女は遺影を見上げる。

　──また胸が締しめ付けられるような感覚があった。

　竜浪の横顔が……。

　しばらく、目に焼き付いて離れない気がした。

　心なしか降りた目め尻じり。拗すねたように突き出された口元。自信なく揺ゆれる瞳ひとみと、その奥に滲にじむ隠しきれない寂せき寥りよう……。

　それは俺が見たことのない竜浪竜子。

　彼女はまるで、夕暮れの公園に置いてけぼりにされた、小さな子供みたいに見えたのだ。







「あの、今日はありがとうございました。おみやげまでもらっちゃって」

　ラーメン屋『りゅう』の入り口にて、見送りに出てくれた竜浪夫妻に頭を下げる。俺の片手のビニール袋には杏あん仁にん豆どう腐ふなど、デザートの類たぐいがぎっしり。外はもう夕暮れで、帰宅を促うながす『夕焼け小焼け』のメロディが街に流れ始めていた。

「いーさいーさ。浩こう一いちはちょっと細いみたいだからな。いっぱい食って体を丈夫にするんだぞ。でないと竜子の彼氏は務つとまらない──っと待て竜子怒るな、落ち着け落ち着け」

　竜浪がまたグーを振りかぶろうとして、頭を庇かばいつつ誤ご魔ま化かそうとするおじさんの図。……なんだかんだで二人とも楽しんでるみたいだ。こういう裏うら表おもてのない関係の家族はいいと思う。……ちょっと実家のねーちゃんたちが懐なつかしくなった。

　もう一度挨あい拶さつをして、俺たちは駅への道を歩き出す……が。

「浩一、ちょっといいか？」

　俺だけおじさんに呼び止められた。おばさんもちょいちょいと手招きしている。

　如月きさらぎに「ちょっと待っててくれ」と言い置いて、俺はおじさんとおばさんの元へと小走りに戻る……。

　と、二人はどこか悩ましげな顔になり、心持ち小声で、

「……なあ浩こう一いち。竜りゆう子こ、寮や学校ではどんな感じだ？　あいつはたまに戻ってきて店を手伝ってくれるんだが、あんまりそっちの話は聞かせてくれないんだ」

「どんなって……普通ですよ？　友達も多いですし、楽しく過ごしてると思うんですけど」

　言ってみて、『ちょっと噓うそついたかな』と思った。あの写真の笑顔を見たあとでは、今の常に仏ぶつ頂ちよう面づらでいるあいつが楽しく過ごしているとは、とても思えなくなっていたのだ。

　それが二人にも伝わってしまったのかもしれない。おじさんは眉み間けんに皺しわを寄せ、すうっと空気を吸い込んで──大きく嘆たん息そくすると共に、肩を落とす。

「なあ、浩一」

「……は、はい、なんでしょう？」

「……俺たちもな。竜子が男嫌ぎらいになった原因は、はっきりとはわからないんだ。義と父うさんが死んじまったことが関わってる……と思うんだが、詳くわしいことはわからん。ただ、あいつがあまり笑わなくなったのもあの頃だから……なにかあったんじゃないかと思ってる」

　目をしばたたかせる俺だったが、二人はそれ以上は話さず、

「とにかくよ……。いろいろと……竜子のこと、よろしくな」

　真しん摯しに、ぺこりと頭を下げられた。おじさんもおばさんも、冗談でやっているようにはとても見えない。だから俺は目をしばたたかせながらも、

「は、はい。わかりました」

　どういう風によろしくすればいいか分からないまま、素直に頷うなずいていた。

　二人は俺の返事を聞いた途と端たんに、すっと普段の飾らない表情に戻る。

「それと……浩一くん。隙すきがあればあの子のこと、襲おそっちゃって構わないからね」

「ただし、その時は婿むこ養よう子しにきてもらうぞ。……おまえを逃したら、あいつは一生結婚できないかもしれないからな……」

　さっきとは違う意味で真剣になる二人……。俺を見る目が獲え物ものを狙ねらう鷲たかのそれになっていた。

　その話題にはお茶を濁にごして二人に改めて挨あい拶さつし、俺は如月と竜たつ浪なみのところへ戻る。

　途中、考えるのはおじさんの話……。両親でも、竜浪が男嫌ぎらいになった理由は知らないのか。お祖じ父いさんの死は竜浪にとって大きな出来事だったはずだし、おじさんの言うとおり、なにか関係があるのかな……。

「なにを話してたんだ、小こ熊ぐま」

「な、なんでもないよ。帰り道気をつけてって言ってもらっただけ」

　竜浪はもう一度両親に顔を向けて、小さく手を振る。そして歩き始める俺たち三人。女の子二人は前に、俺はちょっと距離を開けてついていく。

　御み崎さき町ちようより少しだけ陸側にある、見慣れない町。ほとんど変わらないけど、御崎町よりは少しは発展してるかな。竜浪はここで育ったんだ。

　東京に比べれば暗い町中。街灯は少ない。東京よりも遥はるかに澄んだ夜空には、五月の星々が瞬またたいている。一ひと際きわ輝く星が三つ。あれは春の大三角……だったっけ。

「……なあ、竜たつ浪なみ」

　星空を眺ながめながら、ぽつりと前に声をかけると、二人が同時にこちらに振り向いた。

「おまえのお祖じ父いさんって、どういう人だったんだ？」

　目をしばたたかせる竜浪。次第にその瞳ひとみに突き返すような拒絶が見えたが──

「すごく優しそうに見えたし……どんな人なのかなって、気になってさ」

　素直な気持ちでそう言うと……。

　彼女は目元を心なしか和やわらげ、一つ息をついた。

「……おまえの言うとおり、優しい人だった。それに強い人だった。剣道の道場を経営してた。この道の向こうにある。今は別の人が合あい気き道どうの道場を開いてる」

　竜浪が遠くを指さす。ここからだと道場は見えない。

「……おまえも剣道やってたのか？　お祖父さんと一いつ緒しよに」

「やっていた。小さい頃からじーちゃんについて回ってたから、自然とやり始めていた」

　一つ竜浪のことが知れた。一歩前進。お祖父さんのことがわかって、二歩前進。

　と、彼女は話しすぎたとでも思ったのか、再び俺に背を向けて歩き出す。如月きさらぎは口を挟はさまなかった。俺も歩き始める。

「…………」

　前を歩く竜浪の小さな背中が、今までよりも頼りなく見える。俺の頭には、仏ぶつ壇だんの前にいた時の彼女の横顔が焼きついてて、忘れられない。

　あの時の竜浪の表情を思い浮かべていると、如月が歩を弛ゆるめて俺の隣となりにやってくる。そして小声で……。

「……ね、竜りゆう子こってさ。やっぱり、いろいろ事情があるのかな。……前も、『部活に入っても意味ない』って言ってたし……永なが谷たにって人に、噛かみつくような態度取ってたし……。それにお仏壇の前で、寂さびしそうな顔してたよね……？」

「……ああ。いろいろあるんだろうな」

　横を見ると、如月が問いかけるような目を向けてきていた。夜空色の瞳ひとみに見つめられて、俺は視線を逸そらせて前を向く。

「……小こ熊ぐまくんなら、なんとかできる？」

「さあ……どうだろ」

「……できれば、なんとかしてあげてね。私も、なにかできることがないか、考えてみる。竜子は私の、大切な友達だもん」

　如月きさらぎはそう言って、竜たつ浪なみの隣となりに戻っていった。そんな二人の背中を眺ながめながら、俺は物思いにふける。

　……大だい介すけおじさんや、慧けい子こおばさんに言われるまでもなかった。

　認める。俺と竜浪は仲が悪いし、相性はたぶん最悪だけど……。

　俺は、如月と同じ気持ちになっていた。いるか寮生である竜浪の事情が気になってて、なんとかしてあげたいって思ってる。……あんな横顔を見せられたら、放ってはおけない。

　ポケットに入れた写真に手を触れる。竜浪には『返した』って言っておいたけど、実は、あのお祖じ父いさんと写った写真は持ってきてる。今度返すつもりだけど……今はもうちょっと持っておきたい。

　この竜浪の笑顔……。心からの楽しそうな表情……。

　あいつがこんな表情をどこかに捨てちゃったなんて──




　　　　３




　運動の基本は柔じゆう軟なんから。怪け我がをしては元も子もない。超有名な日本人大リーガーがあれほど活躍できるのは、柔軟をしっかりやって怪我を避けてるから。昔、運動部の男子がそんなこと言ってた気がする。

「よしっ」

　寮の門の前で俺はしっかりと柔軟体操をして、ぱんぱんっと頬ほほを叩たたく。三本線の太さは気合いの証あかし。三本ラインの入った黒いジャージに身を包んだ俺は、さっそく門を出て、走り始める。

　と、後ろから自転車の音がついてきた。肩越しに目を向ければ、似たようなジャージを着た如月の姿……。

「外に出るのが見えたから……。あなたサボるかもしれないし、私が見ててあげる」

「う……まあ、たしかにサボるかもしれないけど」

　彼女の言うとおりだった。見てくれる人がいるのはありがたいかもしれない。

　自転車の車輪の音を後ろにして、早朝の町を走る。

「はっ、はっ」

　朝の七時。空気は澄んでおり、肌に水滴が触れるような冷たさを感じる。五月の早朝はまだまだ暖かいとは言えない。空は白く曇くもり、朝日はどこにも見えなかった。

　住宅街を走っていると、すれ違う犬の散歩をしているおばさんやおじさんが会え釈しやくをしてくれる。俺も頭を下げると、今度は笑顔が返ってきた。東京では経験したことのない、ちょっとした人とのふれあい。こういう朝も悪くないかなって思う。

　ただ……。

「はあっ、はあっ」

　足が重い。走り始めてすぐに息がきれる。

「やっぱり体力ないのね……」

　しみじみと如月きさらぎに言われる。……ホントにそう思うよ。

　小さい頃からずっとインドア派だったんだ。いきなり体育会系に転向しようとしてもそれは体が無理を訴うつたえるのも当然のこと。体育祭は月末だから、あと二週間くらいか。それまでに、ちょっとは鍛きたえておかないと……。

「歩くのは禁止よ？」

「わ、わかってる」

　キツくないと意味がないんだ。ちゃんと走らないと。

　足を止めたくなる自分にそう言い聞かせながら、海沿いの国道へ出る。潮しお騒さいが耳をくすぐった。海の匂においがする道を朝に走るなんて、東京にいた頃は思いもしなかったな……。

　後ろに如月の存在を感じつつ走りながらも、遠くまで広がる茫ぼう洋ようとした海に視線を奪うばわれていると──背後から別の足音が近づいてきた。

「あ…………」

　如月の小さな声が聞こえ、小柄な影が俺を追い抜いていく。安定したストライド。俺より遥はるかに速いのに、その後ろ姿からは疲れはまったく見て取れない。

　彼女──竜たつ浪なみはそのまま走っていくのかと思ったが、くるりとこちらに振り返り、その場で軽快な足踏みを始めた。

「おはよ、竜りゆう子こ」

「よ、おはよ」

　ぴっと手を挙げて挨あい拶さつしてみる。彼女はいつもと同じように、ちょっとだけ口を尖とがらせて、

「……気まぐれか？　どうせ明日からまた走らなくなるんだろう？」

「いいや、走るよ」

　短く答えて、彼女の横を走り抜ける。

　と、後ろから足音がついてきて、竜たつ浪なみは俺に並へい走そうする。肌がざわざわと怯おびえを訴うつたえてくるのは、竜浪が俺の顔を見上げている証あかし。その視線には気付かないふりをした。

　やがて竜浪は俺の斜め前に出て、こちらを見ずに呟つぶやく。

「そのスピードだとどの種目でも三位が関の山だぞ」

　目をしばたたかせて竜浪の顔を見る。横顔はここからだとよく見えない。

　彼女は何も言わないまま足を速める。

　……ついてこいってことか？

　なんとなく、試されている気がした。……名誉挽ばん回かいのチャンスをくれてるのかもしれないな。

「如月、スピード落ちたら言ってくれ」

「あ、うん、わかった！」

　背後の如月きさらぎに頼むと、心なしか喜色の窺うかがえる声が返ってくる。俺はスピードを上げ、必死に竜たつ浪なみについていく。

　体育祭で戦う仲間三人で、朝の海辺を走り抜ける──







「あら、浩こう一いち君……朝から死にかけてるわね」

　コーヒー片手に、パジャマ姿の理事長が俺を見下ろす。寮に戻って来たと同時に、俺は玄関に仰あお向むけに倒れ込んでいた。ぜいぜいと必死に空気を肺に取り込む。息が苦しい。もう足が上がらない……。

「ペース落とさなかったわね。やるじゃない小こ熊ぐまくん」

　如月はそう言いつつちらりと竜浪に目を向ける。聞こえよがしなセリフだった。

　竜浪はふんっと鼻を鳴らし、こちらも俺を一いち瞥べつして、

「さて、柔じゆう軟なんをやらないと疲労が残るな」

　そのセリフは独ひとり言ごと……みたいだけど、わざと俺に聞こえるように言っているようだった。彼女は静かな呼吸で、頬ほほを健康的に紅こう潮ちようさせている。肌に浮いた汗がきらりと光って見える。

「お、おまえ、速すぎ……。毎日このペースで走ってるのか？」

「今日はいつもよりペースを落として走った。たまには流すだけの日も必要だろう」

　竜浪は素っ気なく答えて外へ出ていく。……改めて、凄すごいやつだって思うよ。

　俺も体を起こし、一いつ旦たん外に出て柔軟体操を始めた。横で柔軟をする竜浪に倣ならって、使い込まれた体を少しずつほぐしていく。

「私は戻ってるからね。二人とも速いから、自転車漕こいでるだけで汗かいちゃった」

　言いつつ寮へ入っていく如月と入れ替わるようにして、サンダルを履はいた理事長が出てくる。眠たそうな彼女はコーヒーを飲みながら何なに気げなく、

「ねえ、ちょっと二人三脚やってみてくれない？　はいこれ紐ひもね」

「え……」と思わず声が出た。竜浪と顔を見合わせると、彼女はぷいっとそっぽを向く。

　……あ、そうか。紐を結ぼうとして、俺が逃げた時のことを思い出したんだな。

「…………よし」

　呟つぶやいて、俺は紐を受け取り、おずおずと竜浪に近づいてその足あし下もとにしゃがみ込む。

「……小こ熊ぐま、やりたくないんじゃなかったのか」

「やりたくないわけじゃなくて、できないんだよ。俺の体質、知ってるだろ？」

「もちろん知ってる。だったら無理するな」

「無理じゃない。おまえだって言ってただろ。『無理って言うな』ってさ」

　喋しやべるのが少しだけ気分転換になってくれた。俺は二人の足に紐を結びつける。前よりも短く、二人の足がくっつくように……。ぶるぶると手が震ふるえるが、気持ちで抑おさえ込んだ。

「む、むむ、結んだぞ……」

　脂あぶら汗あせを浮かべながら、ゆっくりと立ち上がる。俺と竜たつ浪なみの足は紐ひもで縛しばられ──肌と肌が触れ合う寸前で離れていた。俺は限界まで彼女から体を遠ざけ、足が攣つるくらいに腰こしを引かせる。

「小こ熊ぐま、うっすらと蕁じん麻ま疹しんが浮かんでいるが……。大丈夫か？」

「だ、だだ、大丈夫──」

　ゾクゾクと足あし下もとから這はい上がる悪お寒かん。足下に蛇へびが巻きついているみたいだ。走って熱くなっていたはずの体に浮かぶ冷や汗。落ち着いてきていたはずの呼吸がまた不規則になってくる。

　……こ、これは、思った以上に……如月とやったシンクロの演技以上にキツいぞ……！

　がくがくと膝ひざが震ふふるえ始め、竜浪が珍しく心配げな顔を俺に向けて──

「このままじゃ難しいわねえ。やっぱりハードル高すぎたかしら」

　理事長がそう呟つぶやいて、俺たちの足に巻かれていた紐を外はずした。

　足を解放された俺はその場に尻しり餅もちをつく。走り終わった時以上の疲労感。これじゃ走るなんてとても……。

　と、俺の思考を遮さえぎるように、理事長が顎あごに指を当てて、

「んー……まあ、今のままじゃ厳しいってだけだものね。シンクロの時もなんだかんだ言ってて結局できたんだし。なにか作戦考えないとね」

　そう呟いて、寮の中へと入っていった。……作戦か。いざという時にまともな理事長のことだから、なにか打開策を見つけてくれるかもしれないな。

　そう考えながらひとまず呼吸を整えて、二人して中へ。竜浪は靴を脱ぎながら、

「……やはり無理か。これでは走るどころではないものな」

「む、無理じゃないって。……けど、今のままじゃ難しいかも」

　同時にため息をつく。親しん睦ぼく会の時以上に前途多難だなあ……。

　どうしたもんか、と俯うつむいていると──竜浪がじっと俺を見ていることに気づく。

「……一日やる気を見せたくらいで、私はおまえを見直したりはせんからな」

「……毎日やる気見せれば、見直してくれるってことか？」

　竜浪は俺の顔を見上げて、ふいっと顔を逸そらして寮の中へと歩いていった。

　……俺だって、すぐに信頼を取り戻せるとは思ってないさ。

　部屋へ戻り、タンスの引き出しから一枚の写真を取り出す。おじさんからもらった竜浪の写真……。ふと、仏前に座る竜浪の顔が頭に浮かんで──頑がん張ばらなきゃって思えてくる。

　……今日はキツかったけど、明日も走るぞ、うん。

　決意を新たにして、着替えを持って浴室へ。汗で体がべたべたしてるし、このまま学校に行くのはさすがに不快だ。

　ぱたぱたと首もとを扇あおぎながら、風呂場のドアを開ける──と。

「ん……？」

　目の前に、シャツを着ようとしている如月きさらぎの姿があった。

　大きな目をぱちくりさせる彼女。下に穿はいているのは、薄桃色のぱんつのみ。上はカッターシャツを着ようとしているところで、その隙すき間まからブラに包まれた双そう丘きゆうがぷるんっと覗のぞいている。くびれた腰こしから足にかけてのライン。ちょこんとした臍へそも目を惹ひいて……。

　ぞわぞわと悪お寒かんがすると同時、視線は彼女の瑞みず々みずしい肢し体たいに釘くぎづけになり──

「…………！」

　如月は傍そばにあったバスタオルで体を隠して、大おお股またで四歩。俺の目の前に歩いてきて、ぷるぷると顔を引きつらせ、

「あなたは、一日一回私の着替えを覗かないと気が済まないのかしら……!!」

　そしていつものごとく、振りかぶられる片手と頬ほほに貼はり付けられるもみじを、俺は諦あきらめをもって受け入れるのだった。




　その日はずっと、ぶたれたほっぺたが痛くて……じゃなくて、竜たつ浪なみとの二人三脚のことばかり考えていた。如月とのシンクロはなんだかんだでくっつかない時間の方が多かったから、なんとかなった。でも今回は、走る間中肌を密着させてないといけないんだ。

　……理事長の作戦とやらには期待したいけど……打開策なんて、あるのかな。

　頭を悩ませたままで、学校が終わり──







「竜りゆう子こちゃん。私は怒ってます。どうしてだかわかりますか？」

　夕飯前、寮の食堂にて──理事長の前でなぜか正座させられている竜浪だった。

「……わからない」

　ぽつりと呟つぶやく竜浪は、まるで飼い主に叱しかられる子犬みたいだ。目め尻じりが下がって、理事長に明らかに怯おびえている。その気持ちもわかる。理事長の顔つきは厳しく、いつものように竜浪をからかうような甘いものじゃないんだから。

　俺はゆうひ先輩と氏うじ家いえ会長が将しよう棋ぎをやる様よう子すをちょっと距離を置いて眺ながめてたんだけど……如月きさらぎに近づいて小声で聞いてみることにした。

（あ、あいつなにしたんだ？　理事長を怒らせるようなことしたのか？）

（わ、わからないわよ。理事長が怒るなんて、滅めつ多たにないんだけど……）

　理事長は難しい顔をしてため息をつき、竜浪の前に一枚のプリントを差し出した。

「これ、竜子ちゃんの小テストの答案。数学の小テスト、先週受けたでしょ」

　竜浪はそれを見て、「う」と呻うめくような声を漏もらす。

「何点？　七点よね？　五十点満点で七点。これじゃ、数学の川かわ島しま先生が怒るのも、私が困るのも当然よね？」

　返す言葉もない、という感じで竜たつ浪なみはしゅるしゅると小さくなる。普段から小さいので、本当に寒さに震ふるえるハムスターみたいになってしまった。

「……ごめんなさい」

「謝あやまってもダメなの。いい点を取らなきゃ……。数学の先生、困ったこと言い出したんだから」

　理事長は額ひたいを押さえて、

「……休日だけど、明日にもう一度追試を行って、『五十点中三十点以上取れなかったら体育祭への出場資格を取り消す』だって」

「な……！　て、点と体育祭は関係ないではないか！」

　竜浪と一いつ緒しよに、俺も思わず立ち上がっていた。

「そ、そうですよ！　それはまったく別の問題で──」

「そういうわけにもいかないの。たしかに川かわ島しま先生は学年主任っていうこともあって、ちょっと厳しい人だけど、言ってることは間違ってないわ。ここは曲がりなりにも進学校なんだから。なにをするにも最低限の成績は取っておかないとダメなのよ。言ってる意味、わかるわよね？」

「それは……わかりますけど。だ、だけど……竜浪、体育祭は絶対勝つって、楽しみにしてるのに……。それに追試が明日って、それじゃ勉強する暇ひまがないですよ……」

「試験の範囲は狭いから、一日死ぬ気になって勉強すれば六割くらいとれる……っていうのが川島先生の言い分。試験は明日の午後三時だから、一応勉強する時間はくれてるわけね。竜りゆう子こちゃんは今までも何度も注意されてるのにこれだから、さすがに川島先生も堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れちゃったんでしょう……でも」

　と、なぜか理事長は俺に手招きしてくる。招かれるままに俺は竜浪の横に少しの距離を置いて腰を下ろした。

「浩こう一いち君や竜子ちゃんの言い分もわかってる。竜子ちゃんが体育祭に出たいってことも知ってるし、私もみんなが活躍するところ、見たいもの。だから私は、考えたのね。竜子ちゃんが明後日の追試をクリアして、しかも二人三脚についての問題まで一気に解決する方法を」

　食堂にいた寮生全員が理事長に注目。珠たまちゃんも料理を止めてこちらを窺うかがっている。

　時計の音だけがかちこちと響く……。

　そんな中、大人おとなの彼女は俺たち二人にびしっと指をつきつけ、




「あなたたち二人。今日は深夜まで二人っきりで勉強なさい。浩一君の部屋を使って、布ふ団とんを持ち込んで、寝る時も一いつ緒しよの部屋で寝ること。いいわね？」




　それは、思わぬ爆ばく弾だん発言だった。

　ぽかんと口を開けていた俺と竜浪だったが……。

「な、なな、なにを言ってるんですか理事長!!」

　真っ先にあがったその声は、俺でも竜たつ浪なみでもなく──顔を真っ赤にした如月きさらぎが張り上げたものだった。

「そんな、高校生の男女が一緒の部屋で寝泊まりするなんて……と、とても見過ごせません！　断固反対します！」

「大丈夫よ美み空そらちゃん。浩一君が竜子ちゃんに手を出すとはとても思えないわ。手を出した瞬しゆん間かんに骨をへし折られるだろうしね」

「そ、それはそうかもしれませんけど……。でも小こ熊ぐまくん、朝も私の着替え覗のぞきましたし、意識せずにスケベなことやっちゃう人だし……」

「みそちゃんは、こうちゃんをりゅうちゃんに取られないかって心配なんだよね？」

「ち、違います！　ゆうひ先輩はヘンなこと言わないでください！」

　にたにたと楽しそうに笑うゆうひ先輩だったが、その前に座る氏うじ家いえ会長はこちらに……というより、竜浪にその涼すずしげな目を向け、

「理事長の提案は、悪くないのでは？　あなたたち二人は、ちょっと仲が悪すぎますもの。二人三脚も一緒にやるのでしょう？　テストという困難を二人で乗り越えれば、少しは絆きずなも深まるかもしれませんわ。竜子さんは言わずもがな、小熊さんも成績はよろしくないようですし。この際お二人で頑がん張ばりなさい」

　尊敬している会長の言葉となると、如月は弱い。むぐ、と口をつぐんで黙り込んでいる。

　竜浪はあうあうと口を動かしていたが、やがて苦虫を噛かみつぶした顔で首を振り、

「か、会長殿までそんなことを……。私もこの男にいやらしいことをされたことがあるのだぞ！　体操服にドリンクをかけられて……」

「あ、あれはわざとじゃないって！」

「と……とにかく、私は二人っきりなんて認めません！」

「みなさーん、ごはんできましたよー」

「こうちゃん、ゆうひが隅すみ々ずみまで教えてあげよっか？　……保健体育とか」

「ゆうひ先輩なに言ってるんですか……あっ、小熊くんも顔赤くしないの！　スケベ！」

「ほらみろ！　小熊はエロ男なのだから私だっていやらしい目で見るに決まっている！」

「み、見ないってば！　俺はエロくなんかないし！」

「あ、やだ、エビスしかないの？　キリンと間違って買っちゃったのかしら」

「なんで我関せずで冷蔵庫開けてるんすか理事長！」

　真ま面じ目めな話をしていても、結局騒がしいのがいるか寮の面々で──







　夕飯が終わって、時計が夜の八時を指す頃……。

「……理り不ふ尽じんだ」

「……うん。理り不ふ尽じんだな」

　俺、小こ熊ぐま浩こう一いちの部屋のテーブル横には、本当なら入ってくるはずのない女の子がちょこんと腰こしを下ろしていた。

　テーブルの上には参考書一式。ノートと筆記用具が置かれている。

　そして二人の目が同時に向くのは、部屋の隅すみに敷かれた二組の白い布ふ団とん……。

「…………」

　沈黙。窓もカーテンも閉められた密室。誰も邪じや魔ますることのない、二人だけの空間だ。

　なんだか息苦しい気がしてもぞっと身じろぎすると──竜たつ浪なみの小さな肩が跳はねた。

「……小熊」

「う、うん、なに？」

「……私は勉強をする。こうなったらもう、観念するしかない。私の自じ業ごう自じ得とくなのだし」

「そ、そっか。……うん、俺も成績よくないし、勉強しなきゃな」

「ただ、私はおまえになど教えてもらおうとは思わんからな」

「……ああ。ま、それぞれでやってもいいだろ」

　口にした瞬しゆん間かんに風が吹けば飛んでいってしまいそうな小さな声のやりとり。二人っきりで勉強するのは、まだいいんだ。ただ……あの布団が。二組の布団が視界に入ると、心臓がうるさいくらいに音を立ててしまうのだ。

　もちろん、俺は女子と二人っきりっていうことで緊張してる。それに恐怖も感じてる。慣れた寮生でも蛇へびのように見えることは変わらない。竜浪は特に凶きよう暴ぼうだし……。普通に二人で部屋にいるだけなら、恐怖の方が先に立っていることだろう。

　だけどあの二組の布ふ団とんは、いけない。インパクトが強すぎる物体だった。

「……小熊、どこを見てる」

　竜浪は普段以上に固い表情で俺を睨にらんでくる。石せつ膏こうで無む理り矢や理り固めたような顔つきだ。

　……あ、あんまり緊張してるのも、みっともないかな。

　俺は大きく深呼吸して──竜浪とテーブルに向かい合って座る。食堂では食事をしないといけないので、普段は女の子陣から離れて座ってる。でないとご飯が喉のどを通らないから。

　……でもまあ、勉強ならこのくらいの距離でも集中してできるだろう。

「さて、始めるか……」

　竜浪はそう言って参考書を広げて──すぐに閉じた。そのままころんと横になる。

「……なあ、諦あきらめるの早すぎるだろいくらなんでも」

「……諦めたわけじゃない。見ただけで頭が痛くなっただけだ」

　のそのそと起き上がり、再び数学の参考書を開く竜浪。しかしすぐにうんうんと唸うなり始める。

　……俺も数学は苦にが手てだけど、こいつほどじゃない。ちゃんと教えてやらないといけないな。

「ほら竜浪、教えてやるから。どこがわからないんだ？」

「おまえになど教えてもらわない。……が、わからないのはこの問題だ」

　竜たつ浪なみは細い指で問題を一つ指差し──さらに一つ、一つ……。

「……つまり、全部わからないんだな？」

　こく、と頷うなずきが返ってくる。見み栄えっ張ぱりのところがある竜浪だけど、勉強に関してはプライドもなにもないらしい。

「ほら、教えてやるよ。えっと、ここは……」

　竜浪に近づくことができないので、俺も彼女のものと同じ自分の参考書を開き、例題をノートに解いてやる。……うん、これなら俺にもわかる。

　解いたノートを人差し指でつつっと彼女の前に差し出し、

「ほら竜浪。こうなるんだ。三角関数は公式を知ってればなんとかなるんだから」

「なんとかならない。おまえになど教えてもらわない」

「つってもおまえ、一人じゃ勉強しないだろ？　無理矢理にでも俺が教えるからな」

「むー……。あ、おまえ、意外と字が綺き麗れいなのだな」

「昔ねーちゃんに書道教えてもらってたから……って、話逸そらそうとするなよ。ほら、俺の解答見てみろ。理解したら自分で解いてみるんだぞ？」

　そう言うものの──竜浪はむーっと小鳥の口になり、机に突っ伏ぷした。その態度は『やる気ありません』と雄弁に語っている。

「……おまえ、勉強のことになるととんでもないへたれなんだなあ」

「……好きに言え。人には向き不向きがあるんだ」

「俺が走ってる時にそのセリフ吐はいたら、おまえなんて言うよ？」

「ばか、へたれって言う」

　理屈が通ってない……。まったくもう、ばかはどっちだよってんだ。

「とにかく顔上げろって。体育祭、勝ちたいんだろ？　ここでやらないと出場自体できなくなるんだぞ？」

「むー……」

　呻うめきながら顔を上げる竜浪。……これは、教え込むのは難しそうだなあ。

　やる気の感じられない彼女に、どうしたもんか、と頭を捻ひねっていると──とんとんっと入り口のドアがノックされた。

「入るわよ。いい？」

　その声と共に入ってきたのは、どこか緊張した面持ちの如月きさらぎだ。髪に普段よりも艶つやがあるあたり、入浴はすませたみたいだけど、パジャマでなく部屋着姿。胸元のペンダントを握っていた彼女は俺たちの姿を見て、なにやら表情を弛ゆるめたようだった。

「やっぱり竜りゆう子こ、やる気なくしてたのね。そんなことだろうと思った」

　彼女は躊躇ためらいがちに部屋に入ってきて、竜浪の隣となりに腰を下ろす。

「竜りゆう子こ、ちゃんとやりなさいってば。私も付き合ってあげるから」

　俺は目をしばたたかせる。

「き、如月きさらぎ？　いいのか？　理事長は俺と竜たつ浪なみの二人だけで過ごせって……」

「いいの。竜子の勉強についてもだけど、私には小こ熊ぐまくんに対して義務があるんだから」

　義務？　と頭に疑問符を浮かべていると、彼女はすました顔で、

「この勉強会は、小熊くんの女性恐怖症克服の一いつ環かんでもあるのね。だから私が責任を持って見守らなきゃいけないの。私はあなたの体質改善に関しての協力者なんだから」

　その口調は澱よどむことなく、当たり前のことを言っているという様よう子す。……ああ、そういう理屈なのか。一度言ったことには責任を持つ。こういうところが如月らしいかな。

「えっと……ありがと、如月」

「感謝なんてしなくてもいいの。男の部屋になんて入りたくないけど……私は義務でやってるんだからね。そのあたりは忘れないで」

　即席のポーカーフェイスで答える如月。でも、表情から冷たさは感じない。あの親しん睦ぼく会以降、こいつの表情はどこか柔らかくなってるような気がする。会長のどこか近づきがたいクールな顔に比べて、如月の顔はどこか親しみやすい雰ふん囲い気きがあった。

「でもやっぱり男の部屋は寒気がするわね……。ルームクリーニングでも頼みたい気分だわ」

　……男嫌ぎらいは相変わらずみたいだけど。

　竜浪はやってきた親友の顔を見上げて、触覚前髪を揺ゆらしながらひょいっと顔をあげる。

「ふむ。なんにしても助かる。小熊には教えてもらいたくなかったからな」

「ぐ……せ、せっかく問題も解いてやったのに」

　文句を言いたかったものの、竜浪も顔を上げてくれたのでまあよしとしようか。実際のところ、如月がいてくれた方が気も楽だし……。




　こうして、三人トリオで勉強に励むことになった──だけど。




「如月って、寝つきがいいんだな……」

　畳たたみに横になる黒髪の彼女は、くーくーと小さな寝息を立てていた。

　タンスに乗った時計の針が示すのは、夜の十二時。日付が変わる前あたりから如月の目がおぼつかなくなって、ついさっきこてんと横になってあっさり寝入ってしまったのだ。

「美み空そらは十二時に寝る習慣がついているからな。夜よ更ふかしのできん体質なのだ。ここだと風か邪ぜをひくかもしれんし、部屋に連れていってやろう」

　……如月、シンクロの特訓をする時に徹夜してたけど……あれは特別な状況だったからできたんだな。今日も遅くまで起きてろとはさすがに言えないか。

　竜浪は如月の体をひょいっとなんなく抱かかえ上げる。子犬でも抱くような何なに気げなさ。……今さらだけど、すごい力だ。

　と、如月きさらぎが薄く目を開け、首を振る。

「……だめ。私には義務があるんだから。この部屋にいなきゃ」

「しかし、風か邪ぜをひいてしまうぞ」

「じゃあ起きてる……」

「無理だろ？　如月きさらぎおまえ、半分寝ちゃってるじゃん」

「…………竜りゆう子こ、押し入れにお布ふ団とんあるから。とってきて」

　起きるのは諦あきらめたらしい。眠気に取り憑つかれた彼女の態度は口調もあわせてどこか幼い。竜たつ浪なみはやれやれと呟つぶやいて、一度外に出てから布団を持って戻ってきた。

　それを窓まど際ぎわに敷き、如月をその上に寝かせる。

「竜子にヘンなことしちゃダメだからね、小こ熊ぐまくん……」

　そのおぼつかない言葉が就寝の挨あい拶さつになった。如月はもぞもぞと布団を口元まで引き上げ、今度こそ眠りの世界に落ちていったようだった。すうすうと、静かな寝息が聞こえ始める。

　竜浪はテーブルに戻ってきて、ふうっと一つため息。

「……勉強を続けるか。美空のお陰で大体は理解できたし、これならなんとかなりそうだ」

「試験範囲が狭せまいのは救いだったなあ」

　頷うなずきが返ってくる。小テストということで、範囲は最近授業でやったところのみなのだ。ただ応用問題も含まれてるから、基本ができていないとどうにもならない。明日は竜浪用にテストを作るらしいので、そこまで難しい問題は出ないだろう。

　……まあ、範囲が狭くても竜浪に教え込むのは至し難なんの業わざなんだけど。

「竜浪、もう時間ないんだからサボっちゃダメだぞ？」

「わかっている。私だって、明日を乗り切らないといけないことくらい理解しているのだ」

　そう言って、竜浪は再びノートに顔を戻す。俺も勉強を進めることにした。

　静かな時間が戻ってくる。二人分のシャーペンをノートに走らせる音。他の寮生も寝静まったのか、もう外からはなんの物音も聞こえてこない。

　……二人っきりか。

　ちらりと竜浪に目を向ければ、苦く悶もんの表情ながらも必死に参考書に向き合っている彼女の姿がある。……こいつは別に、俺と二人っきりでも意識なんてしてないんだろうな。

　そのまま、しばらく勉強を進めて……。

　俺は参考書を一通り終わらせ、静かにシャーペンを置く。俺も小テストの成績はよくなかったって聞いてるけど、これだけやればそれなりに遅れは取り戻せたんじゃないかって思う。

「竜浪、そっちはどう？」

「むー……ここがわからん」

　竜浪は問題の一つを指さす。ノートを見た感じだと、他の問題はどうにか解けてるみたいだ。字が女の子らしく丸っこいのは少し意外だった。

「あ、俺もそこ詰まったんだ。証明問題だけど、そのあたりはあんまり気にせずに普通に公式を使えばいいんだよ。ほら、こうやって……」

「おまえには教えてもらわんぞ」

　ふいっと竜たつ浪なみがそっぽを向く。少し会話をしてくれたと思えば素っ気ない態度に戻る……。

　やれやれだった。始めに二人三脚をした時に、もう少し気合いを見せていれば、ここまで信頼を失われずに済んだものを……俺のばかたれめ、自じ業ごう自じ得とくだ。

　……とはいえ、竜浪にきちんと教えておかないといけないのは変わらない。どうするか……と悩んだ末、

「……じゃ、俺もこの問題解いてみようかな。独ひとり言ごとで解説したりするかもしれないけど、うるさかったらゴメンな」

　このやり方しかなさそうだった。体育祭に出場するためには、無理にでも竜浪に理解させないと。時間はもうほとんどないんだから。

　俺は参考書を見ながら、竜浪の頭にしっかり入るようにと、心持ち教師のような声で気持ちを込めて話し始める。これはさっき、如月きさらぎから解説してもらってる問題だ。彼女の教え方に従って解説すればいい。まずは問題を読み上げないと。

「ＡくんとＢくんが試合をします。どちらかがｋ勝するまで試合を繰り返します。各試合でＡくんが勝つ確率をｐ、Ｂくんが勝つ確率をｑとして──」

　実際はもっと無機質な問題文なのだが、優しい風に言い換えて読む。……こういう読み方しないと、竜浪が聞いてくれない気がするし。

　解説もできるだけ穏おだやかに、はきはきと感情を込めて話す。

「さて、難しく考えることはないんだ。だから、ここでエックスを代入するんだな。それから式を展開して……こうだ。この式はあとで使おう」

「…………」

「ここで公式を使うんだ。ほら、うまく纏まとまった。あとはさっき展開した式を持ってきて、イコールで結べば──まず一問目が解ける。うん、簡単だな」

「…………」

「さ、次だ。ここから少し複雑になるぞ。まずは問題の式を使いやすい形に展開。……こうだな。そのあとで図を描いて解くんだ。アプローチさえ間違えなければ問題なくいける──ん？」

　ふと、視線を感じて顔を上げてみれば、普段は鋭い目をぱちくりさせて俺を見ている竜浪の顔……。彼女らしくない、棘とげの抜けた表情だった。

「えっと……竜浪、どうしたんだ？　眠くなった？」

「え？　……あ、い、いや、そんなことない……ぞ」

　なぜかあたふたしながら答える竜浪は、どうもいつもと様よう子すが違う。凶きよう暴ぼうさが薄れているというか……おかしいなあ。俺、特になにもしてないはずなんだけど。

　再び解説に戻ろうとするものの、彼女のちらちらと向けてくる視線が気になって仕方がない。……どうしたんだホントに。いつもなら俺から顔を逸そらすか睨にらむかのどっちかなのに。

「……竜たつ浪なみ？　言いたいことがあるなら言っていいぞ？」

「……別に。言いたいことなんてない」

　そう言いつつも、やはり普段と違う目で俺を見る竜浪だ。……や、やりにくいなあ。ちゃんと聞いてもらえないのも困るけど、こうして見られていると逆に話しにくい。

　調子が狂うと感じつつも、どこまで解説したか……と参考書を見直していると──

「……おまえの声。中音域というか、聞き心地がいいというか……朗読向きの声なのだな」

　竜浪が声をかけてきた。どこかこちらの顔を窺うかがうような、彼女らしからぬ控ひかえめな視線。

「ん……？　そうかな。普通の声だと思うけど」

「……それぞれ一人一人声質は違うから。おまえは、本を読むのに向いてる声だと思う。普段は感じないが、こうして文を読んだりする真剣な声を聞くと……悪くない声に聞こえるのだ。……懐なつかしいというか、なんというか……」

　最後のあたりはごにょごにょしていて聞こえにくかった。俺は小首を傾かしげる。褒ほめられてるのか……。なんにしても、竜浪の意図がわからない。なんでいきなり俺の声について話し出すんだ？

「えっと……とにかく、解説はこんな感じなんだけど。竜浪、もう自分で解けるか？」

「む……やってみる」

　お、と思う。竜浪は素直にノートに向かい始めた。……急に素直になったな。さすがに危機感を感じてきたのかな。

　見守るようにしていると、竜浪は途中で何度も詰まりながら、なんとか問題を最後まで解ききってくれた。俺はほっとして、彼女の解答の正否をたしかめる。……うん、正解。

　思わず笑顔になり、彼女の顔を見る。

「よし、いい感じだぞ。浜はま之の宮みや学園だと解けて普通の問題かもしれないけどさ、他の学校だとこのレベルの問題解けるやつってあんまりいないんじゃないかな。これが解けるならもうテストも心配いらないかもしれないな」

　解説を聞いていないと思ったら、ちゃんと頭に入っていたらしい。なんだなんだ、集中すればきっちり解けるんじゃないか……。

　と──ほわ、と竜浪の顔が輝いたようだった。

「そ、そうか？　似たような問題なら解く自信はあるぞ？」

「おまえやっぱり頭は悪くないんだよ。でも対策は万全にしといた方がいいからさ、あと二問解いてみよっか」

「うむ。がんばる」

『おまえには教えてもらわん』と言い張っていたことが噓うそのような素直さ。どこかほんわかと頬ほほを紅こう潮ちようさせる竜たつ浪なみは、テストで満点を取って両親に褒ほめられる小学生みたいで……。もしかしたら、だけど。お祖じ父いさんと接するときは、いつもこういう顔を見せてたんじゃないかなって思う。

　テーブルに肘ひじをついて、彼女の顔を眺ながめる。竜たつ浪なみの問題に向かう姿勢からは、今までにないくらいの集中力が感じられ始めていた。

　……感情に素直なのかな。

　竜浪は普段は仏ぶつ頂ちよう面づらだけど、怒る時は怒るんだ。あの写真の中の笑顔を考えると……本当は喜ぶ時には喜ぶ女の子なんだろう。今はなぜか素の顔でいてくれている気がする。さっき俺が褒めた時も、喜んでくれてたみたいだし……いつもこうならいいのになあ。

「なあ、小こ熊ぐま」

　そんなことを考えていると、竜浪がノートを見たまま話しかけてくる。

「おまえの女性恐怖症は、原因がわからんのだったな」

「ん？　うん、そうだよ」

「いつごろ発症したのだ？」

「……ねーちゃん曰いわく、六歳くらいの頃だったって聞いてる」

「十年くらい前か。……その、病院などは行ってみたのか？」

「一度行った。原因を探さぐるために、催さい眠みん療法っていうのやってみたけど、効果はなし」

「……原因。心当たりはないのか？」

「ない。原因があるとすれば六歳の頃だろうけど……女の子に関するなにかがあったって記憶はない。小さい頃だしさ。ねーちゃんが言うには、俺は親しん戚せきのおばさんの家に遊びにいってて……その時になにかあったんじゃないかって言ってたけど、そもそもおばさんの家に行ったことも覚えてないんだよな」

「まあ、六歳の頃だとそういうものだろう。……しかし、それではやはり治療は難しいのだな」

「ああ。……ここに来て、女の子にも少しは慣れたはずなんだけどさ。やっぱりそう簡単に治るものじゃないみたい」

「……焦あせることはないだろう。時間はある。ゆっくりやればいい」

　一いつ旦たん会話が途切れ、竜浪は問題に再び集中する。

　普通に会話をしていたことに、俺は少しだけ驚いていた。夜よ更ふかしして、感情がどこか高こう揚ようしているせいかもしれない。二人っきりの夜……だけど、友人と部屋にいる感覚だった。いや、友人っていうほど仲がいいわけでもないんだけど。

　と、もぞっと如月きさらぎの寝ている布ふ団とんが動く。寝返りを打ったんだろう。同時に竜浪はシャーペンを置いて、自信ありげにこちらにノートをよこしてきた。

「……できた。見てくれ」

「早いな。どれどれ……」

　問題の答えを合わせると…………うん、解けてる。無駄を省いた綺き麗れいな解答だった。

「凄すごいよ竜たつ浪なみ。やっぱり集中すると強いんだなあ」

　感心してそう言うと、竜浪の顔がまたもきらきらと輝くように見えた。口元にほんの僅わずかだけ、嬉うれしそうな笑顔が浮かんでる。初めて見る彼女の表情に、俺も思わず笑顔を浮かべる。

「もう一問解く。見ていろ。さっきより速く解いてみせるから──」

　不意に、竜浪はぴた、とその動きを止めた。

　どうしたのかと思っていると、彼女はふよっと触覚を僅わずかに揺ゆらし、シャーペンをノートの上に置いて──そのままこてんと横になってしまった。

「お、おい、竜浪？　どうした？　あと一問残ってるぞ？」

　彼女は横になったまま動かない。ただ、なにか……、

「……どうかしてる、私」

　小さく呟つぶやいているが、よく聞こえない。……問題が難しすぎたのかな？

「竜浪、難しかったら言えよ？」

「難しくない。解ける。自分で解く。おまえになんか教わらないからな」

　彼女は勉強を始めた時のように、そんな風に俺を突き放すようなことを言いながら、ひょこっと起き上がった。その顔はさっきまでのどこか親しみを感じさせる表情とは違い、いつもの近づきがたい仏ぶつ頂ちよう面づらに戻っている。

　……まあ、解けるならいいか。

　表情がいきなり元に戻っていることには少し驚いたが、まあ、これがいつもの竜浪と言えば竜浪なんだ。さっきまでは眠気で俺への警けい戒かい心が解けてたとか、そういう理由だろう。とやかく言うこともないか。

　静かに見守っていると──さっきよりもいくらか時間をかけて、彼女は最後まで問題を解ききった。

「うん……。答えも合ってるな。凄いぞ竜浪」

「……べつに、凄くなどない。これだけやれば三十点くらいとれるだろう。寝る準備するぞ」

　彼女は口を尖とがらせて素っ気なくそう言って、立ち上がった。ドアへ向かう。

　俺もテーブルを隅すみに寄せて、二人分の布ふ団とんを見る。助かったのはすでに眠っている如月きさらぎの存在だ。竜浪の布団に触れた時は緊張したけど、二人っきりじゃないと思うとまだ気が楽だった。

　……ただ、女の子と一いつ緒しよの部屋で眠れるかっていうと、たぶん無理。真横に巨大な蛇へびの化身がいる感覚。そんな中で眠れるわけはないんだ。

　布団を並べ終わり、部屋を出る。トイレへ行って手を洗って戻ってくると、竜浪もちょうど帰ってきたところだった。当たり前だけど、部屋着のままで寝るらしい。小さな体の彼女は、布団の上にちょこんと腰こしを下ろして、どこか堅さを感じる顔で俯うつむいている。

「…………」

　なにも言えない。部屋は広くないので、三人分の布ふ団とんはきっちり重なるくらいにくっつけられている。隅すみには如月きさらぎ、中央には竜たつ浪なみ。俺はドア側の布団に寝るつもりだ。

　俺たちは視線は合わせず、静かに布団に入り──竜浪がかちっと電気を消した。

　布団を顎あごまで被かぶると、隣となりでもぞもぞと身じろぎする音。

　やがて静かになる……。

　この町の夜はなんの音もない。バイクの音が聞こえることも皆かい無むと言っていい。窓を開ければ心なしか潮しお騒さいが聞こえるほどの静けさ。田舎いなか町の深しん閑かんとした夜だ。

　すう、と目を閉じる……けど。

　──眠れるわけないよなあ。

　ドクンドクンと心臓が不快な鼓動を立てている。眠気なんて一向にやってこない。朝まで目が冴さえたままになりそうだった。

　部屋の中に二人の女の子の気配……。女性恐怖症でも俺だって男だ。甘いドキドキと暗いゾクゾクが体の中で歪いびつに混じり合っている。背後で衣きぬ擦ずれの音が聞こえるだけで、心臓が縮んだまま飛び跳はねていた。

　息を殺して、布団の中で身を小さくしていると──

「……小こ熊ぐま、おまえ、祖父っているか？」

　後ろから、竜浪の声が聞こえてきた。

　もぞっと顔をそちらに向ける。小さな頭は如月きさらぎの方を向いたままだった。

「うん。じーちゃんもばーちゃんもいるけど……」

「……おまえ、じーちゃん好きか？」

　くぐもった声からは感情が読み取りにくい。

「……好きだよ。優しいし。小さい頃はよく遊んでもらってたし」

「……どんな遊びをしたんだ？」

「んー……。じーちゃん家ちのあるとこって田舎いなかでさ、田んぼとかに行ってザリガニ獲とったり、山に行ってキャンプしたり……かな。俺、インドア派だから、そういう遊びが新鮮でさ。楽しかったなあ……」

「……そうか。私もよく、祖父に遊びに連れていってもらっていた」

　なにか次の言葉があるかと思ったが、竜浪はそれ以上はなにも言わず……。

　やがて、俺がもう一度目を瞑つむろうとした時──

「……あの頃は毎日、楽しかった」
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　その一ひと言ことだけが聞こえてきて……彼女はすぐに寝息を立て始めた。

　俺も目を瞑って眠ろうとする。ただ、最後の言葉が少し……いや、酷ひどく気になった。楽しかったっていうのは、いいことだと思う。だけど……。

『あの頃は』……。

　それはつまり、今は楽しくないってことなのか、竜たつ浪なみ……？




　　　　４




　翌日──

「竜りゆう子こさん、集中してテストに挑いどむのですよ」

　寮の入り口にて、俺、竜浪、如月の三人は寮生のみんなに見送られていた。

「りゅうちゃん、しっかりやってくるんだよ？　テストなんて怖こわいことないんだからね？」

「浩こう一いち君も大丈夫って言ってるし、心配いらないと思うけど……。頑がん張ばるのよ、竜子ちゃん」

　竜浪は三人に頷うなずき、最後に珠たまちゃんからの「ガンバですっ」という可愛かわいらしい声援を受けて頭を撫なでてやっている。行ってきますと言って三人で学校へ。俺と如月きさらぎは付き添い役だった。

　今日は天気があまり良くない。灰色の雲が空を覆おおっており、一ひと雨あめ来そうな雰ふん囲い気きだ。一応、三人とも傘かさを持ってきていた。

　ふあ、と欠伸あくびが何度も出る。昨晩は結局眠れなくないままに朝日が昇ってきた。そのまま朝にランニングもしたから、今になって眠気が津波みたいに襲おそってきてる。

「小こ熊ぐまくん、家で寝ててもよかったのよ？」

「うん……ま、ここまできたら最後まで付き合おうかなって思ってさ。……って、如月きさらぎも眠そうだな？　寝たりなかったのか？」

「え、そんなことないよ？　ちゃんと寝てたもん」

　そう言って首を振る如月だったが、心なしか目をしぱしぱさせている。……俺たちが喋しやべってる横で寝てたからな。熟じゆく睡すいはできなかったのかもしれない。

「ま、今はそれより……竜たつ浪なみがテストを乗り切れるかどうかだよな。竜浪、落ち着いてやれば問題なく解けるはずだから。緊張しなくていいぞ」

「わかっている」

　そうは言うものの、やはり竜浪は少し肩に力が入っているようにも見える。でも、睡眠はそれなりにとってるから頭は回ってるはず。普通に臨のぞめばテストも怖こわくないと思う。

　むっつりした顔の小柄な竜浪を眺ながめながら、ふと頭に浮かぶのは、昨夜の素直だった時の彼女の表情……。

　……やっぱりあれは夢みたいなものだったのかな。この竜浪があんな風に素直になってたなんて、誰に話しても信じてもらえないだろう。俺も信じられないくらいなんだから。

　そんな風にやりとりしながら、やがて学校に到着。校門をくぐっても、休日なので生徒の姿はほとんど見えない。途中、ソフト部らしい女の子がこちらに手を振って歩いていった。

　そしていつもより静かな昇降口に入ると──なにやら男子が廊下を歩いてくるのが見えた。

「……げ、永なが谷たに」

　しかも横に並ぶのは、保健室にいた時にもくっついていた女生徒二人だ。校則に触れない程度に髪を染めていて、いかにも今いま時どきっていう雰ふん囲い気き。……前に見た時も思ったけど、この女子二人、俺の苦にが手てなタイプかも。Ｆ組の子なのかな。

「お、竜りゆう子こじゃねーか。教師から呼び出しでもくらったのか？」

　こちらに気がついた永谷が声をかけてくる──が、竜浪は知らんぷり。上靴に履はき替えて廊下に上がる。

「なにあの子、感じわる。ほらいこ、永谷くん」

「あ、おい、無視する気か？　待てって竜子」

　永谷は周まわりの女子に構わず、焦あせったように竜浪に手を伸ばそうとする──が、俺はそれを遮さえぎるように間に入った。

「……ちょっと。竜浪はこれから大事な用事があるんだよ。急いでるんだ」

　竜浪はこれから集中しなきゃいけないんだ。こんなところで邪じや魔まはされたくない。

　が、彼は俺と竜浪を交互に見て……、すっと目を細めた。

「……へえ、そうか。竜子が男と二人三脚っていうから、おかしいとは思ってたんだ。おまえ、男嫌ぎらいってフリしておいて、この男と付き合ってたんだな？」

　その底冷えのするような視線が向くのは竜浪でなく、俺の顔だ。ニヤついていた口元から笑みが消え、敵を見るような顔つきになる。俺は思わぬ威い圧あつするような視線を受けて、怯おびえるよりも少し驚いていた。

「……なにを言っているのだ。ばかかおまえは」

　そう言う竜たつ浪なみに永なが谷たには強引に手を伸ばそうとして──俺はさっきと同じように強気で遮さえぎる。睨にらまれるのは怖こわいけど……女子と目を合わせるよりは遥はるかに気が楽だ。永谷が関わると竜浪は平静をなくすみたいだから、今は放っておいてほしかった。

　永谷は俺がどかないとわかったのか、こちらを貫つらぬくような目で睨にらんで──ちっと舌打ちして外へ出ていく。周まわりの女の子たちは竜浪に威い嚇かくの視線を向け、永谷の後をついていった。

「もう、イヤな雰ふん囲い気きの人よねっ」

　如月きさらぎが腕を組んで永谷の後ろ姿を睨んでいたが──向こうがこちらにくるりと振り返り、睨み返してきたのでそそくさと俺の後ろに隠れた。

「……小こ熊ぐまに慣れていると、ああいう男がいることを忘れそうでいかんな」

「同感……。小熊くんが私たちをああいう目で睨んでくるとか、考えられないもん。やっぱり男の人って嫌きらい」

　珍しく、ちょっと怯えた様子の如月だ。……まあ、俺が本気で女の子睨んでも、睨み返されて終わりだしなあ。

「って、それより今はテストだろテスト。早くいこう」

　二人を促うながし、俺たちは二年Ａ組の教室へと向かうことにした。

　……今はとにかくテストを乗り切ることが大事だ。竜浪にはテストのことにだけ集中してもらわないと。







「……もうちょっと時間あるなあ」

　俺と如月は机について時間が経たつのを待っていた。さっき川かわ島しま先生がやってきて、テストは三時三十分あたりから始める旨むねを伝えてまた出ていったのだ。ちょっと用事があるらしい。

　こっちとしてはもちろん文句は言えない。というか、むしろ成績の悪い竜浪にわざわざテストまで作って休日出勤をしてくれた先生に、感謝しなきゃいけないくらいなんだから。

「……竜りゆう子こ、ちょっと遅いわね。どうしたのかしら」

　如月がそわそわしながらドアの方を見る。竜浪はさっき、トイレに行くと言って一いつ旦たん教室から出ていっていた。

「……女の子のトイレって長いもんじゃないのか？　化粧直しとかしてるんだろ」

「あの子が化粧なんてするわけないでしょ……。もう十分以上経つじゃない」

　如月が時計を見上げて呟つぶやき──俺たちは顔を見合わせる。

「……逃げたってことは、ないよな」

「私、夜は途中で寝ちゃったけど……ちゃんと勉強したのよね？」

　うん、と頷うなずく。あいつは難しい問題でもきっちり解いてたんだ。テストでも六割くらいなら問題なく取れるはず……。

「トイレで寝ちゃってるってことはあるかもしれないわね。私、ちょっと見てくる」

　如月きさらぎは立ち上がり、俺もちょっとトイレに行っておこうと一いつ緒しよに廊下に出て……。

　──ふと見下ろした窓の外。中庭になぜか歩いていく竜たつ浪なみの姿が見えた。

　しかも、彼女と一緒にいるのは……。

「永なが谷たにと……あの女子二人？」

　俺の呟つぶやきに、如月も視線を中庭に向けて──その目を驚きに見開いた。

「……まさかこれ、いわゆる『気に入らない生徒の校舎裏うらへの呼び出し』ってやつ？」

　如月がどうしようと言いたげに俺の顔を見上げてくる。ど、どうしようって、それはもちろん放っておけるわけがない。急いで止めないと……！

　俺たちは階段を下りて上うわ履ばきのまま中庭へと飛び出し、校舎裏へ。普段日が当たらない場所のせいか、土も空気も湿っている。空を覆おおう雲は厚みを増していた。今にも雨が降りそうだ。

　と、すぐに竜浪の姿は見つかった。永谷になにか言われてるみたいだけど……。

「ちょ、ちょっと待てよ！」

　俺は転がるようにして竜浪の前に走り込んだ。顔を露ろ骨こつにしかめる永谷だったが、構わずに息を切らして彼と対たい峙じする。

「……またおまえかよ。俺と竜りゆう子こが話してるんだから、おまえは入ってくるんじゃねーよ」

「そういうわけにもいかないって……。だ、大体、男が女の子を校舎裏に呼び出して因いん縁ねんつけるなんて、恥ずかしくないのか？」

「女の子？　竜子が？　下へ手たな男より男らしいじゃねーかよ」

　からかうように言う永谷。にやにやと笑う回りの女子二人。ちらと竜浪の顔を窺うかがうと、こちらは涼しい顔で特に気にしてないみたいだったけど……。

　俺の方が、かちんときてしまった。

「……竜浪にだって女の子らしいところはあるよ。料理だって上う手まいし。こう見えて、ちょっとは可愛かわいいところだってあるんだ」

　と、今度は永谷の表情が固くなる。剣けん呑のんな目つきだ。如月もなにか言おうとしていたようだったが、永谷の顔つきを見るとまた俺の後ろへ隠れてしまった。

　彼は俺を睨にらみつけたまま、口元に不敵な笑みを浮かべて、

「……まあいいさ。今な、竜子に話してたところなんだ。個人的に賭かけをしないかって」

「……賭け？　なんの話さ？」

「体育祭だよ。Ａ組とＦ組の勝負。その勝ち負けについての賭けだ」

　俺と如月は目をしばたたかせる。竜浪は相変わらず冷めた顔をしていた。

　永なが谷たにはそんな俺たちの様よう子すを気にした風でもなく、言い放つ。




「俺が勝ったら、おまえ、竜りゆう子こと別れろ。で、竜子は一日の間、俺の言うことをなんでも聞くんだ。それでいいか？」




　あまりのセリフに「な……」と一瞬絶句してしまった。

「な、なに勝手なこと言ってるんだよ！」

「勝手なことじゃないさ。俺が負けたらおまえたちの言うことをなんでも聞く」

　眉まゆをひそめる。永谷は平然としており、じっと俺の背後の竜たつ浪なみを見ている。余裕すら感じさせる表情。竜浪も驚くくらい静かな顔をしていた。

　……俺と竜浪が付き合ってるっていうのは、勘かん違いだから別にいいんだ。でも、『竜浪が言うことをなんでも聞く』なんて条件、受け入れられるはずがない。女の子を校舎裏うらに呼び出すような男だぞ。一体なにをするつもりなのか……。

「どうだ竜子？　また負けるのが怖こわいか？」

　その言葉で初めて、ぴくっと竜浪の表情が険けわしくなった。ただ、前の合同体育の時ほどには激げつ昂こうしていないようで……。

「……いいだろう、やってやる」

　至し極ごく冷静な口調で、そんなセリフを返したのだ。

「ちょ、ちょっと竜子？　あなたなに言ってるの。負けたらあの人、なにを命令してくるかわからないわよ？」

「そ、そうだよ。こんな勝負受けるメリットがないだろ！」

「メリットはある。勝てばいいんだろう、勝てば」

　竜浪は止めようとする俺の前へと進み出て、永谷と向かい合う。そしていつものように胸を張り、彼女らしい堂々とした態度で、

「私が勝った場合は、おまえは私の祖父に謝あやまれ。そして二度と私に関わらないことを約束しろ」

　永谷は目を一つぱちくりとさせ、目つきを細くする。今までにないくらいに苛いら立だった顔……。

　が、すぐに相手を小こ馬ば鹿かにするような表情に戻り、肩をすくめて、

「わかった。謝ってやるよ。ただ、俺が勝った場合は……」

　永谷は竜浪の体を上から下まで眺ながめる。

　特別、意味はない視線の移動だったのかもしれない……。

　だけど俺──それに如月は、竜浪を庇かばうように前に出ていた。

「……竜浪がこう言ってるから、賭かけも成立したってことになるんだろうけど」

　俺は永谷の目を正面から睨にらみつける。人の顔をこうして本気で睨むなんて、生まれて初めての経験だった。

「……絶対負けないからな」

　そう突きつけるように言うと、永なが谷たにはそんな俺の気迫を受け流すように「ふん」と鼻を鳴らして歩いていく。永谷の態度を戸と惑まどいながら見ていた取り巻きの女子二人が、最後に竜たつ浪なみに向けた不ふ穏おんな視線が気になった。

　俺は永谷の背中を睨にらんだまま。胸の中に火が宿ってるみたいだ。この感覚は覚えがある。先月、如月きさらぎの下着が盗まれた時のことだ。あの時も、今みたいに犯人に対して腹が立って仕方がなかったんだ。

　……別に、フェミニストみたいなことを考えてるわけじゃない。でも、女の子をこんな風に困らせて……そのことを恥じないやつに負けたくない。……竜浪だって、こう見えても女の子なんだし。いるか寮の寮生で……そして俺は今だけは、彼女のパートナーなんだ。

　あんな挑戦を受けて俺がここで黙ってたままじゃ……いくらなんでも、男として情けなさすぎるだろ。

「……小こ熊ぐま」

　竜浪に言われ、後ろへ振り向く。小柄な彼女は俺を見上げていた。

　至近距離からの異性の視線。俺は思わず後ろに一歩下がりそうになった──

　が、踏みとどまった。俺は俯うつむき、俺の胸くらいまでしかない彼女と顔を向き合わせる。

　ぶっきらぼうな態度。目はやっぱり鷹たかみたいに鋭くて、瞳ひとみは瑞みず々みずしく、力強く輝いている。いつもと同じ、威い風ふう堂々とした竜浪だ。

　だけど、その声と表情には、どこか──ほんの少しだけかもしれないけど、俺への期待が感じ取れたような気がして……。

「勝とう、竜浪」

　俺ははっきりと、そう言い切ったのだった。

　竜浪は三度、目をしばたたかせる。そして見つめてくるその目は、俺の内側まで見通そうとするようで……。

　瞳が揺ゆらがないようにと、気持ちを目に込めて彼女に応こたえる。

　と──やがて竜浪は表情を引き締しめ、こく、と小さな頷うなずきを返してくれた。

　……竜浪の事情にはまだわからないところはある。彼女の方も、俺についてはわからないことばかりだろう。まだ出会って一ヶ月。ケンカばっかりしてて、二人の相性はきっとよくない。プラス極とマイナス極みたいな関係だと思う。

　でも……今は。

　あいつに勝ちたいって思う気持ちだけは、共有できてるって確信があった。

　……体育祭で、永谷に勝つ。そのためには特訓をしなきゃいけないな。二人三脚についても対策しないと。二人で協力して戦うんだ。昨日の夜だって力を合わせてテストのために勉強したんだから、これからもきっと協力できる。そう、昨日はテストのために──

「…………テスト？」

　ぽつっと俺の口からその単語が漏もれて──同時、三人とも我に返ったように目を見開く。

「そ、そうだテスト！　テストを切り抜けなきゃ本番にも出られないぞ！」

「い、行ってくる！」

　竜たつ浪なみはジネズミの動きでしゅばばばっと校舎内へと向かう。やばい、そろそろ先生が来てるかも……！

「落ち着けよ竜浪！　今のおまえなら楽に取れるはずなんだからな！」

　片手を挙げて答える竜浪。その背中には自信が感じられるんだけど……。

　顔を見合わせる俺と如月きさらぎは、お互いにちょっと不安になっていた。







「むー、むー……」

　その夜、俺の自室にて。

「うー、うーっ、うーっ！」

　なぜか俺の部屋で自分の布ふ団とんに顔を突っ込み、呻うめきまくっている触覚少女が一人……。

　俺と如月はそんな彼女を眺ながめて、大きくため息をつく。

「……二十九点。二十九点って、なあ」

　俺はテーブルに置かれた一枚のテスト用紙を眺める。点数の欄には、二十九という赤い数字が殴なぐり書きのように書かれていて……。

「あと一点が頑がん張ばれなかったのか、竜波……」

　解答を見てみる。昨日の夜に解けていたものも、途中で計算ミスを挟はさんでいたりして答えを間違えていた。落ち着けば全部解けてたくらいの問題なのに。

　竜浪は布団から顔を上げて、拗すねたように口を狐きつねみたいに限界まで尖とがらせて、

「……集中できなかったのだ」

　そう呟つぶやいて、また布団に伏ふせる。

　俺はもう一度ため息をついた。……いや、心配はしてたんだ。直前に永なが谷たにとあんな話をしたから……。竜浪はこう見えても女の子なんだから、『なんでも言うことを聞く』っていう条件を怖こわがってたんじゃないかって。

　その懸け念ねんが的中したことは、この答案が示していた。怖がっていたかはわからないけど、少なくとも、集中を途と切ぎれさせる原因にはなってしまったみたいだった。

「……一応、救済案は出してくれたみたいだけど」

　如月がぽつりと呟つぶやく。

　テストの後、俺と如月が必死に頼み込んだお陰かげもあって……竜浪は、体育祭には参加はできることになった。

　ただし、参加は午後の部だけ。午前中は川かわ島しま先生と徹底的に数学の勉強をして、しかも最後にまたテストをやってそれをクリアしなければ午後の部にも出られない。……先生、もともと竜たつ浪なみに対しては溜たまっていたものもあったのか、相当怒ってたみたいだからなあ。これが向こうからすれば最大の譲歩だったんだろう。女の先生だから余よ計けいに怖こわかったよ……。

「いい、竜りゆう子こ。理事長の命令だし、体育祭までは昨日みたいにずっとこの部屋で過ごすのよ？　二人三脚のコンビネーションと、あなたの勉強のため。私も付き合うから……いいわね？」

　竜浪はむーむーと呻うめき続けている。避けたい現実を必死で避けようとする哀あわれな呻き声だった。いつもの覇は気きはどこへいったのやら……。

　俺の方も、女子二人と同じ部屋でしばらく過ごすなんて悪夢みたいなものだと思ってるんだけど……今はそんなことを言っていられる状況でもないし。それよりも──

「永なが谷たにに……今さら賭かけを取り消したいって言っても、やっぱり無駄だろうな」

　竜浪の呻き声が止まり、静かになる。

「……あんなやつの言うことを聞くなど、私は絶対いやだ」

　俺は一いつ瞬しゆん息を止めた。その竜浪の声は、珍しく──いや、初めて聞くかもしれない、どこか不安の滲にじむ頼りない声だったのだ。

　……そりゃあ、嫌いやだろう。永谷の竜浪に対するあの態度。もしかしたらこいつに、その……いかがわしいことでもやらせようとするかもしれない。世の中には悪い男だっているんだから。

　想像すると、むかむかと不快な気分になってくる。

　眉まゆをひそめ、口を引き結び──布ふ団とんに横たわる小柄な姿を眺ながめて、俺はぽつりと呟つぶやいていた。

「午前中、竜浪抜きでもやろうと思えばやれるだろ。ウチは吉よし村むらさんたちもいるし……俺が全部の種目でそれなりの成績取れれば、なんとかなるかもしれないし。あとは二人三脚で勝てばいいだけだよ」

　竜浪が驚いたように顔を上げ、如月きさらぎもこちらを見る。二人とも目をまん丸に見開いていた。

　俺は二人から一度に視線を向けられ、やや怖おじ気けづきながらも、

「な、なんだよその目は。俺だってやろうと思えばやれるはずだろ」

「……そうかもしれんが、そもそもおまえのようなへたれが『やろう』と思うこと自体が驚きだったのだ」

「……何なに気げなく酷ひどいこと言ってるって気づいてるか？」

　竜浪は本心を窺うかがうようにじっと俺を見ていたが……。

　やがてその瞳ひとみが一瞬だけ揺ゆれて、それを境にして顔つきがいつもの気迫に満ちたものへと戻っていき──

「……特訓だ」

「ん、なに？」

　彼女は立ち上がって腕を組み、鬼おに教官のような表情で俺を見下ろして、

「Ｆ組は優勝候補の筆頭だ。国くに重しげ教諭が担任のクラスで、運動神経がいい生徒が集まっている。男子の数は四人。永なが谷たにをはじめ、全員が運動部の人間だ」

「えっと……この学校の男子の運動部っていえば、サッカー部だっけ？」

「そうだ。運動神経のいい男ばかりだと聞いている」

　一いつ瞬しゆん、あからさまに怖おじ気けづいてしまった。……お、俺、ホントに勝てるのかな？

　竜たつ浪なみはそんな俺の弱気を見抜いたか、その怖じ気を弾はじき飛ばすような強い語調で、

「だから、特訓！　体育祭まであと二週間近くあるから、その間におまえを学年一のスポーツ超人に育てあげてやる！」

　目をしばたたかせる俺に、そんなことを言い放った竜浪竜りゆう子こだった。

　視線を交かわす俺たち二人。彼女の目には、なにがなんでも勝利を掴つかもうとする六十年代日本に満ちていたようなハングリー精神が垣かい間ま見みえる。

　……一体どんな特訓をするつもりなのかはわからないけど……。でも、ここは一つ勇気を出して、勝利を掴むためにも頑がん張ばらなきゃいけない場面じゃないだろうか。

　ごく、と唾つばを飲み込みつつも──竜浪の視線に応こたえるように頷うなずく。

　彼女も頷き返してきて、俺たちは無言で、勝利を目指して手を携たずさえることを誓ちかう──

「じゃ、私は竜子の勉強見てあげなきゃね。テスト乗り越えなきゃ午後の部にも出られないんだから。私も厳しくいかないと！」

「う…………」

　如月の気合いの入った言葉に、出てくる季節を間違えた昆こん虫ちゆうのようにもぞもぞ布ふ団とんの中に戻っていく竜浪。……ハングリー精神の欠片かけらもない情けなさだ。

　やれやれ、と今日何度目かのため息をつく。

　……俺たち二人ともに、それぞれ猛特訓が必要なみたいだなあ。

「あ、そうだ」

　竜浪が再びにょきっと布団から顔を覗のぞかせた。木の幹の穴から顔を覗かせるリスみたいだ。

「……今のままでは、勝負に勝っても小こ熊ぐまにメリットがなかったな。勝ったら私がラーメンを作ってやる。ありがたく思え」

「……意外だな。おまえが俺のメリットまで考えてくれるなんて」

「その方がおまえのモチベーションも上がるだろう」

　そうかもな、と返しながら──俺は何なに気げなくタンスの引き出しを見る。

　あの中に入ってるのは、竜浪とお祖じ父いさんが映っている写真……。

「……ラーメンもいいけどさ、俺、竜浪に聞きたかったことがあるんだ」

　ふと、ぽつりと言葉が出ていた。顔を覗かせる竜浪はどこかきょとんとしている。

「俺が勝ったら、その聞きたかったことに答えてくれないかな。それを約束してくれれば、俺は絶対勝負に勝つし、二人三脚もやり遂とげてみせるよ」

　決意を込めてそう言うと、竜たつ浪なみは戸と惑まどうように瞳ひとみを揺ゆらして、

「……わかった。答えると約束する」

　小首を傾かしげていたようだったが、冗談を言っているわけじゃないと伝わったのか、素直に頷うなずいてくれた。

　よし、と胸の中で気合いを入れ直す。

　……勝つぞ。絶対勝って──

　竜浪のことを教えてもらおう。おまえは、どうして男嫌ぎらいになったのか。お祖じ父いさんが亡くなった頃に、一体何があったのかって。







　体育祭まで二週間弱。前途多難なのは二人三脚だけのはずだったのに、テストに永なが谷たにの件など、いつの間にやら問題が山積みになっている。

　俺は苦にが手てなスポーツで、竜浪は苦手な勉強で、それぞれ越えなきゃならない壁が高くて……。

　──でも勝たなきゃ。

　体育祭に勝利して、俺は竜浪を永谷から守る。

　そして──
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「さあ、走れ走れ！　止まるんじゃない！　走り続けろ！」

　どこまでも晴れ渡る青空の下、砂浜に竜たつ浪なみの声が響き渡る。なぜかＢＧＭとして流れている音楽は某ぼう有名ボクシング映画のテーマ『ＥＹＥ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＴＩＧＥＲ』。血沸わき肉躍おどる戦士の曲だ。

「ぜっ、ぜっ、ぜっ……！」

「どうした、ペースが落ちているぞ！」

　横を走る竜浪に遅れないように、ふらふらになりながら足を回転させ続ける。砂に足を取られて走りにくい。路上のコースよりも何倍も疲労が溜たまるのが速かった。

　一ひと言ことで言えば、死にそうなくらい疲れてる……！

「小こ熊ぐまくーん、頑がん張ばってー」

　如月きさらぎの声援……っていうほどでもないか。彼女は砂浜にシートを敷いて座り、文庫本を読みながら俺たちを眺ながめている。潮しお風かぜを受けて、黒髪がさらさらとレースのカーテンのようになびく。隣となりに置いてあるのは寮の物置に眠っていた古めかしいＣＤラジカセ。何枚か積んであるのは、竜浪が大だい介すけおじさんから借りてきた格闘技系のＣＤ群だ。

「た、竜浪っ！」

「なんだ！」

「も、もう一時間近く走ってるんだけど！」

「あと一時間走るぞ！」

　ひいい、と悲鳴が出てしまった。あと一時間どころか、一分でもキツいくらいなのに……っ。

　泣きそうになっていると、彼女は俺を下から見上げてくる。

「……やめたいなら、やめてもいい」

　ぜ、ぜっと肺はいを限界まで収縮させながら、竜浪を見下ろす。

　彼女の顔はいつも以上の仏ぶつ頂ちよう面づら。しかしよく見れば目め尻じりが少しだけ下がり、唇くちびるが尖とがっている。慣れてくると、こいつの僅わずかな表情の変化がわかってくるのだ。感情に素直なやつだから……。

　どこか諦あきらめが滲にじむ表情だと、なんとなくわかってしまう。

「や、やめないけど、さっ」

　体に力を込め、足の回転をさらに速くする。まだ諦めるわけには……！

　と、竜浪はふんっと一つ鼻を鳴らして、

「……そうか、それではもっとスピードを上げるぞ！」

　その小さな体に積んであるのは反則級のＦ１エンジンか。疲れ知らずの彼女はそのしなやかな足で砂を巻き上げ、当たり前のように俺に先行する。

「ぜっ、ぜっ、ぜえっ……!!」

　ここでついていかなきゃ、本番でも勝てないんだ。だったらついていくしかない……！

　白い波の打ち寄せる、休日の浜辺を疾しつ走そうする二人。キツすぎる青春……！

「あ、やってるやってるー。わーこうちゃん今にも死にそう！」

「お弁当持ってきましたーっ」

「ねー扇せん香かちゃん、ビール飲んでいいでしょー……」

「ダメです。理事長、休みだからって朝から飲んでるでしょう？」

　いるか寮の面々が如月きさらぎと合流し、こちらに手を振って談笑している。ぴ、ピクニック気分か……こっちは死にそうなのに……。

「こうちゃんりゅうちゃん頑がん張ばってー！」

　でもま、応援してくれるなら……。

「む。応援でスピードが上がるとは。現金なやつ」

　どこか笑うような竜たつ浪なみの声。現金でもいいさ。応援されると力が湧わいてくるんだから。

「よし、行くぞ！　あと一時間走って、休憩挟はさんでさらに一時間だ」

　気合いを入れるようにばんっと背中を叩たたかれて──

「あ、すまん。つい……」

　ぞわわわわっと蕁じん麻ま疹しんが浮き出してきて、俺は竜浪から逃げるように砂を巻き上げ、さらに速度を上げたのだった。




　昼は体育祭の特訓、夜は夜でまた別の特訓に励まなくてはならず──




「むー……ここがわからん」

「ん、ここは……こうかな。まずは式を展開して……」

　いるか寮の俺の部屋、１０２号室にて。俺と竜浪はテーブルについて勉強に励はげむ。

「むー、むずかしいー……」

　竜浪はべたっと机に顎あごをつける。問題を解いてやってノートを渡すと、彼女は縮こまるようにしてそっぽを向く。下した唇くちびるを突き出して、リスみたいなむくれ顔になるのも見慣れてきた。

「こら竜浪、集中しろって。へたれって呼ぶぞ」

「呼んだらおまえの体を触ってやる」

　言い返しつつ、竜浪はのそのそと顔を上げてノートに向き合う。……昼間はあんな辛つらい特訓でも顔色一つ変えないのに、夜はいつもこんな風にうだうだ言いながらの頭の特訓だった。

　もうこれで、俺の部屋で勉強を始めて何日目だったかな……。

「竜りゆう子こがこれだけ毎日勉強する姿、初めて見るわね」

　なんだかんだ言っても参考書から離れない竜浪を見て満足そうな如月だ。彼女もあれからずっと俺たちに付き合ってくれていた。

「むー、むー……」

　呻うめきながらも竜たつ浪なみは少しずつ問題を解いていく。……竜浪の課題は公式を覚えるとか、そういうことよりも、とにかく集中することなんだよなあ……。

「ドラマが見たい。マルオのおきて……」

「理事長が録画してくれてるから。体育祭が終わったら一気に見ましょ」

　口を小鳥のようにつんつん尖とがらせ、むーむーと鳴く竜りゆう子こ鳥。特徴は触覚、野性味溢あふれて攻こう撃げき的、目を逸そらせばするりと逃げていきそうな困った小型鳥類だ。

「ほら頑がん張ばれって竜浪……うわあ！　触ってこようとすんなって！」

「明日はプールでしごいてやる。十キロくらい泳がせてやる……」

　拗すねたような目で見上げてくる竜浪。子供の仕返しかっての……。

　まあいいさ。明日しごく気なら、そのぶん勉強でやり返せばいいんだ。それでやり返されたらまたやり返せばいい。

　お互いスパルタになるサイクルができている俺達だった。




　そして、早朝も一いつ緒しよに過ごすのは特訓の一いつ環かん──




「ん…………」

　目を覚ます。右腕が痺しびれて感覚がない。そして視界に広がるのは天井でない木目……。

　俺は幹の根元にしがみつく死に損ぞこないの蝉せみのように、壁にべったり張りついて眠っていたようだった。

「あー……また……」

　呻くようにして体を起こす。……横に女の子が寝てるから、いつもこういう寝相になっちゃうんだよな。無意識のうちに体が異性から遠ざかるみたいで……。

　右腕をぐるぐると回しながら、問題の女の子二人に目を向けてみると──

「う……なんでそんな格かつ好こうで寝てるのさ……」

　今日は五月下旬にしては七月並みに暑い朝だ。二人とも寝苦しかったのだろう。

「……ん、ふ」

「……あつ」

　隣となりで眠っているクラスメイト二人。竜浪の寝相が良くないので、如月きさらぎと二人とも布ふ団とんを蹴け飛ばして、お互いに絡からむような体勢になってるんだけど……。

　その……服が。二人ともパジャマが乱れていて、なんとも艶なまめかしい姿になっているのだ。

　如月は仰あお向むけに寝ており、竜浪の手が彼女の胸元をぎゅっと掴つかんでいるせいで、パジャマの前が大きくはだけて、たゆんっとふくよかな双そう丘きゆうが覗のぞいている。弾だん力りよくのありそうな白い肌は相変わらず瑞みず々みずしい。
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　そして竜たつ浪なみは……パジャマの下が半分脱げて、ぷりんと白い下着に包まれたお尻しりが覗のぞいている。くねっと猫のように腰こしがしなっており、パジャマ越しに体のラインが浮き出ていた。

「んー……」

　しかも竜浪の手が動いて、如月きさらぎの胸元がさらにはだけ、隠れていた部分まで見えそうに──

「……め、目に毒だってば」

　慌あわてて目を逸そらし、火ほ照てった頬ほほと縮む心臓をほぐすように深呼吸する。

　……男を警けい戒かいしてるくせに、こういうところでガードが低いのはどうしたもんか。

　甘いドキドキと恐怖のゾクゾクが混ざり合うという、俺しか知らないであろう女性恐怖症特有の感覚。朝から心臓を不規則に高鳴らせ、「まったくもう」と独ひとりごちながら、俺は大きくため息をついた。

　……このまま放置してたら、二人とも風か邪ぜを引いちゃうかもしれないな。

　今の時期に体調を崩くずすとよくないし、布ふ団とんだけはかけ直しておこう。そう考えて、二人の傍そばに息を殺して近づく。

　できるだけ見ないようにして、如月の布団にそっと手を伸ばそうとすると──

「ん…………」

　ぱちっと、彼女の目が開いた。

　視線が合う。如月きさらぎはぱちぱちとまばたきを二つ。

　そして、その顔が下へと向いて──頬ほほがかあっと赤く染まった。

「な……こ、小こ熊ぐまくん、なにを……!?」

　え、と首を傾かしげて──思い当たる。はだけた彼女の服と、布ふ団とんに伸ばされた俺の手……。これはなにか、卑ひ猥わいな勘かん違いをされても仕方ない状況……！

「ち、ちがっ、俺は布団直そうとしただけ──あうっ！」

　顔にぼふっと枕がぶつけられ、俺は転がるようにして部屋の外に飛び出した。後ろから「スケベー！」っと聞き慣れた声が聞こえてくる。ぜ、善意でやったことなのに……！




　と、ハプニングを挟はさみながらも特訓の日々は続いて──




「今日でこの部屋ともお別れか……」

　体育祭前日。竜たつ浪なみが部屋の窓を開けてぽつりと呟つぶやく。夕風に彼女の髪がさらっと揺ゆれる。

「……寂さびしかったりする？」

「いいや、せいせいする」

　そうだろうな、とは思ったものの口に出さず、携帯ゲーム機のスイッチを入れる……。

　と、竜浪は竜浪で壁かべ際ぎわに置いてあった掃除機のスイッチを入れた。

「な、なんだよ、今日も掃除するのか？　もう最終日だから汚れててもいいだろ？」

「よくない。二日に一回くらいは掃除機をかけろ。部屋は知らないうちに汚れるのだぞ。ほら、外へ出ていろ。それと暇ひまがあればゲームばかりするのはやめろ。目が悪くなるぞ」

　掃除機でがんがん尻しりをつつかれ、俺は転がるようにして外へと飛び出す。

「く、くそう、実家の母さんみたいなこと言うんだから……」

　俺の部屋で過ごすようになってから、本当に二日に一回は掃除している竜浪だった。綺き麗れい好きというより、それが当たり前だから掃除しているという感じだ。

「なに、また追い出されたの？」

　と、如月が食堂から歩いてきた。その手に持っているのは駄だ菓が子し屋で売っているカップのかき氷。……そんな冷たいものを食べるには、まだ早い季節だと思うんだけど。

　彼女はいちご色のかき氷の乗ったスプーンをはむ、と口に運んで、

「明日は本番だけど……どう？　二人三脚、勝ち目はありそう？」

「……やってみなきゃわからないって感じかな。永なが谷たにたちがどれだけ速いかわからないし」

「そう……でも、負ける気はないんでしょ？」

「もちろん。勝つために特訓したんだから」

　……あれだけ走りまくったんだ。そう簡単に負けるつもりはない。

　如月は俺の顔を見つめて、ふわっと相そう好ごうを崩くずす。

「頑がん張ばってね、小こ熊ぐまくん」

　こく、と頷うなずきを返した。

　体育祭は明日だ。竜たつ浪なみのためにも、特訓の成果を出しきらないと──

「小熊、昨日も聞いたが……棚の整理に邪じや魔まだし、やはりこのゲームの山は捨ててもいいか？」

　ひょこっと顔を覗のぞかせた竜浪の手には、俺の大事にしているゲームのパッケージが……。

「だ、ダメに決まってるだろ！」

「いいんじゃないの？　その方が勉強する時間も増えるでしょ」

「き、如月きさらぎまで！　ああっ、ゴミ袋に入れないで！　明日は一いつ緒しよに戦う仲間なんだから、もっと思いやりを持ってくれよ！」

「これが私たちの思いやりだ。ありがたく思え」

　むしろ良いことをしてやっていると言いたげな竜浪のすまし顔。絆きずなは深まっているのやらそうでないのやら。

　こうして、最後まで俺たちは俺たちらしく過ごして……。




　──さあ、いざ決戦の体育祭だ！




　　　　２




「必ず優勝しなさい。いいわね」

　体育祭当日の朝、橘たちばな先生がみんなに檄げきを飛ばす。

　いつもはダウナー系のその顔つきだが、今はなぜだかキリリと引き締しまっている。そのせいか普段より格段に美人に見えるんだけど……こういう表情はこの先生らしくはないかな。

「……先生、なにかあったんですか？」

　吉よし村むらさんが聞くと、先生はちっと舌打ちして、

「……守まもるのやつ。おまえが担任してるクラスには負けないって？　負けたら今後一ヶ月、酒の代金はこっち持ちって？　調子に乗ってるわあいつ。こらしめとかないと」

　なにやら眉まゆを怒らせてぶつぶつと呟つぶやいている。……なんだか目に炎ほのおが宿ってるように見えるんだけど。

「とにかく、勝ちなさい。Ｆ組なんか大したことないわ。負けたら許さないからね。はい返事！」

「「は、はいっ!!」」

　呆あつ気けに取られたクラス全員が声をあげる。

　……よ、よくわからないけど、みんなに気合いが入るのは悪くない。

　如月きさらぎ、そして竜たつ浪なみの姿を見る。今日はみんなすでに体操服に着替えていた。ブルマ姿が目に眩まぶしいし、こういう風に女性を意識させる格かつ好こうをされるとぞわぞわと悪お寒かんが湧わき上がってくるんだけど──今日はそんなことを言っている場合じゃないんだ。

　……負けたら、竜浪があの永なが谷たにの手に……。

　いや、手に落ちたからって竜浪がそこいらの男の言うことを聞くとは思えないんだけど。むしろヘンなことされそうになったら骨の一本はへし折りそうなくらいだし。

　でも、勝たないと。……オールオアナッシング。そのくらいの気持ちで挑いどむんだ。

「さ、グラウンドに出なさい。Ｆ組の連中に出会ったらガンを飛ばすのよ。いいわね」

　物ぶつ騒そうな発言に見送られ、俺たちはぞろぞろと廊下へと向かう。なんだかんだでみんなそれなりにやる気になっているようで、そろぞれ「頑がん張ばろうね」とエールを送り合っている。

　俺と少しの距離を置いて隣となりに立つのは竜浪竜りゆう子こ。この二週間文字通りに寝しん食しよくを共にし、絆きずなを深めた……はずのパートナーである。

　しかし、その表情は……。

「……大丈夫、竜子？」

　なんとも沈ちん鬱つう。肩には鉛なまりが乗っているようで、いつもの気迫が見えない。

「……ずっと勉強だもんな。そりゃあ気分も沈むか」

　こく、と頷うなずく竜浪。これから開会式があり、その後に俺たちは競技に入るんだけど──竜浪は一人だけ教室に戻ってきて、数学の女教師、川かわ島しま先生と一対一でとことん勉強をすることになっているのだ。

「ま、テスト対策はしっかりやってきたんだからさ。気軽にやれよ。午後の種目に向けて力を温存しとくくらいの気持ちで──」

「小こ熊ぐま、竜浪。アンタたち、二人三脚はどうなってるの？」

　後ろから橘たちばな先生が声をかけてくる。顔つきはやはりさっきまでと同じく真剣そのもの。半はん端ぱな答えを返したら怒られそうなくらいだ。

「えっと……対策はしてきたので、走れます」

　ちら、と竜浪と如月を見ると、二人もやや不安の残る表情ながらも頷うなずいていた。

「……そう。ま、走れるならいいわ。二人三脚はＦ組が優勝間違いなしって言われてるくらいらしいけど……負けるんじゃないわよ。いいわね」

　先生は胸を張り、かつかつと音を鳴らして歩いていく。こうして見ると雰ふん囲い気きが違っても、やっぱり理事長に負けないくらいの美人だ。普段からこうしてればいいのに……。

「二人三脚……やっぱりちょっと、心配ね」

　如月がペンダントを指で撫なでながらぽつりと呟つぶやき、俺と竜浪は体を強こわ張ばらせる。

　……当日になってみると、たしかに不安になってくる。息は合ってるし、ちゃんと走れる。でも、俺の女性恐怖症がある以上、大丈夫かって言われて大丈夫とは言えないから……。

「……まあ、要は気持ちの問題だから」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやく。

　気持ちの問題なんだ。特に俺は……。

「……さ、行こ。考えててもしかたないし。まずは開会式よ」







　──開会式は滞とどこおりなく終わり……いよいよ浜はま之の宮みや学園の体育祭開始だ。

　俺は第一種目の障害物走にさっそく参加。競技パンフレットの自分が出る種目には蛍けい光こうペンでチェックしてあるんだけど……上から下までチェックだらけだ。今日は休む時間の方が少なくなりそうだった。

「小こ熊ぐま」

　竜たつ浪なみがこちらに顔を向けてくる。

　彼女は無言で俺の目を見ていた。覚かく悟ごを決めたのか、さっきみたく肩を落としていない。胸を張って、引き結んだ唇くちびるを微かすかに突き出して……堂々と気迫に満ちた表情。これがいつもの竜浪だった。

　女の子と目と目を合わせれば顔ごと逸そらしたくなるのは俺の性質……だけど、こういう場面ではそういうことをしたくない。反射的に動こうとする顔をぐっと押さえつける。

「……小熊、午前中は勝てそうか？」

　目をぱちぱちとまばたかせる。

　……意外だ。竜浪なら『絶対勝て』って言うところだろうに。

　思わずそう口にしようとして、踏みとどまる。竜浪は如月きさらぎ以上に感情が顔に出やすいんだ。俺が人の気持ちに鈍感でも、こいつの考えていることくらいならなんとなくわかる。

　……『勝てそうか』っていうのはつまり、俺への確認。俺の気持ちを聞きたがってるんじゃないかな。

　ここで答えるべき言葉は──いや、俺の素直な気持ちは……。

『勝ちたい』……？　いや違う。そういう中ちゆう途と半はん端ぱなものじゃなくて……。

「……勝つよ」

　その言葉は自然に口から零こぼれ出た。竜浪の瞳ひとみが一いつ瞬しゆんだけ揺ゆれる。

「あれだけ特訓したんだから、全部の種目で一等取ってくる。だからさ、竜浪もテスト、必ず突とつ破ぱしてきてくれよ。午後の二人三脚、俺とおまえの二人で走るんだからさ」

　二人で走るところを想像すると、ちょっとぞわぞわと寒気がする。でも、これは本心だ。

　あれだけ特訓したんだから、俺たちは勝てるはずだし、勝たなきゃいけない。それぞれの種目でもテストでも二人三脚でも、ベストを尽つくせば突破できるはずなんだ。あれだけ頑がん張ばったんだから……。

　竜たつ浪なみはキッと目に力を込めてなにも言わずに頷うなずいて、静かに拳こぶしを突き出してくる。反射的にびくっと震ふるえながらも、俺もおずおずと拳を突き出す。

　本当ならごつっと強くぶつけ合うところなんだろうけど……。

　俺にはそこまですることはできない。ほんの少し……ちょんっと拳の先だけを触れ合わせた。

「頑がん張ばれ、小こ熊ぐま」

「うん、竜浪も頑張って」

　彼女はこく、と頷いて、校舎の方へと歩いていった。

　ざわざわと蕁じん麻ま疹しんの浮いた体をさすりながら、俺も障害物走の出走者たちと合流するために歩いていく。敵は各クラスの男子諸しよ兄けい。運動神経では、俺より上をいく連中ばかりだと思う。

「頑張ろうね、小熊くん。私も頑張って一番取るからね」

　ぎゅっと胸の前で拳を握る如月きさらぎに頷うなずきを返して──さあ、戦いの始まりだ。







「……やっぱハードだなあ」

　徒競走を終え、グラウンドの片かた隅すみの木こ陰かげに座り込んで体を休める。

　パンフレットを開く。出場し終わった種目には線が引かれていた。

　午前中はあと二つ……。パン食い競争、男女共同の大玉転がしの二つか……。

「……大玉転がしはクラス対抗。如月と二人のコンビだったな」

　パンフレットをポケットに戻し、背中を幹に預ける。特訓したお陰かげかそこまで疲れてはいないんだけど……どれも一番を取らなきゃいけないってプレッシャーが強かった。スタートの度たびに倍疲れるんだ。

　ふう、と息をついて、目を瞑つむって微睡まどろんでいると、

「うわっ」

　ほっぺたに氷のような感触。目を開けると、如月がスポーツドリンクの缶を持って前に立っていた。すらりとのびる脚が、太陽の光を浴びて健康的に輝いている。

「はい、お疲れ様」

　ありがと、とジュースを受け取り、喉のどに流し込む。ひんやりとした薄いグレープフルーツ味が胃の隅すみ々ずみに染み渡る。如月の立ち位置は俺から少し離れていた。そこまでの恐怖は感じず、それでいて話しやすい最適な距離……。

　彼女は微笑を浮かべて、

「小熊くん、大活躍ね」

「……そんなことないって。いっぱいいっぱいだもんなあ」

　言いつつも、如月が褒ほめてくれるのは素直に嬉うれしかった。今のところ出た種目では、どれもギリギリで一等を取っている。しかし……得点ではやっぱりＦ組がトップだ。俺たちのＡ組も二位につけてるけど、種目を終える度たびに差は少しずつ開いている。やっぱり総合力だと、向こうに分があるらしかった。

「次はパン食い競争でしょ。で、その後が私との大玉転がし」

「うん……。ま、どっちもやれるだけやろう。大玉転がしはクラス競技だけに得点でかいし、しっかりやらないと」

　立ち上がり、こきこきと首を鳴らしていると、

「あ、あれ竜りゆう子こじゃない？」

　如月きさらぎが校舎の二階を指さす。俺たちの教室のベランダから、小柄な影がひょこっと顔を出していた。

「……休憩中かな。そろそろテストの時間のはずだけど」

　竜たつ浪なみの視線はじっとこちらに向いているみたいだった。如月が手を振ると、手を振り返してくる。……こっちに参加したいんだろうなあ。

「ちゃんとやってるよな。あいつ、集中すれば勉強だって人並み以上にできるんだから」

「そうね……。竜子も必死にやってるはずよね」

　如月きさらぎはそう言って、じっと竜浪の姿を眺ながめている。

「……ねえ小こ熊ぐまくん。前の夜にさ、竜子が言ってたよね。『あの頃は毎日楽しかった』って」

　目をしばたたかせて彼女の顔を見る。如月は片手で胸元のペンダントをいじっていた。

「言ってたけど……。あの時、如月寝ちゃったんじゃなかったのか？」

「眠かったんだけど……。後ろで小熊くんが竜子と二人っきりになったら、襲おそいかかっちゃうんじゃないかって思って。なかなか寝つけなかったの」

　……襲いかかるって、まあ、年頃の男女が二人っきりになればそういうことを心配するのが当然なのかもしれないけど。

「……竜子、いるか寮の生活、楽しくないのかなあ？」

　ベランダの竜浪を見ながらそう言う如月の表情はどこか寂さびしそうだ。自分といても楽しくない、なんて親友が思ってるとしたら、それは寂しく思うのも無理はないか。

　でも……。

「楽しくないってわけじゃないと思うんだけど……。いるか寮で暮らしてる竜浪って、学校にいる時より自然な感じがするし……」

　ただ、あいつの気持ちはなんとなくわかる。小学校時代が楽しすぎたっていうだけだ。その頃は、彼女のお祖じ父いさんが生きてたんだから……。

　如月がこちらに視線を戻して、

「……小熊くん、竜子のこと、結構ちゃんと見てるんだね」

「ん、まあ、無む理り矢や理りとはいえ一いつ緒しよに特訓して、一緒の部屋で過ごしてたからなあ」

　でも、あいつの男嫌ぎらいの理由についてはまだわからない。竜浪の両親の話を考えると、お祖父さんが亡くなったことがなにか関係してるらしいけど……。

「……勝たないとなあ」

　考えていても答えにはたどり着けないだろう。勝てば竜たつ浪なみは俺の聞くことに答えてくれる約束なんだ。とにかく勝利を掴つかみ取れれば、男嫌ぎらいについてもわかるに違いない。

　よし、と腰こしを上げる。ベランダに目を向ければ、ぐっとこちらに拳こぶしを突き出している竜浪の姿。同じジェスチャーで返すと、彼女は頷うなずいて教室の中へと入っていった。

「竜りゆう子こも今からテスト開始かしら」

「時間的にそうだろうな。じゃ、こっちも頑がん張ばるとしようか」

　ぐっと一度屈くつ伸しんをして、如月きさらぎのエールを背中に受けつつパン食い競争の出走者の集合場所へと向かう。男子は人数が少ないので、女子が走った後に二組ほどに分かれて競技を行うことになっていた。

　と──

「……永なが谷たに」

　今までの種目ではあまり顔を見なかった永谷が、集合場所で腕を組んでいた。彼はこちらに気付いたのか顔を向けてきて、

「……小こ熊ぐま、だっけか」

　ぽつりと呟つぶやく。その顔はとても友好的とは言えない。目つきからも明らかな俺への敵対心を感じる。

　なにか話しかけてくるでもなく、俺たちはお互いに意識しながら出走者レーンへと歩いていく。国くに重しげ先生がそれぞれの出走者を四人ずつ二組にわけ、選手は出番を待つ。

　そして、俺の組には……。

「ま、これなら勝って当然だな」

　余裕の表情でそう呟つぶく、永谷の顔も入っていた。

　前の女子の組が走っている間にも、永谷は見るからに俺のことを意識している。横目でちらちらと様よう子すを窺うかがってくるのだ。他の出走者には見向きもしない。

　……ま、こっちも意識してるけどさ。

　竜浪に聞いたところ、永谷の運動神経は男子の中でもずば抜けているらしい。なんでも百メートル走を十一秒前半で走るとか……俺だったら十五秒はかかりそうなのに。

　でも、負ける気はなかった。これは徒競走ではなくパン食い競争。対策として、俺は棒ぼうにつり下げられたパンを食べるっていう特訓をやってきたんだから。ゆうひ先輩がからかって棒の高さ変えたりするから、自分が餌えさを食べようとする金魚になった気分だったよ……。

「道みち子こー！　頑がん張ばれー！」

　と、前にいた出走者──元男子追放会の北きた村むら道子さんが客席に向かってにこにこ笑顔を浮かべて手を振る。その視線の先にいるのは、彼女に応援の声を送っている男子生徒。北村さんの彼氏だ。……親しん睦ぼく会以降はバカップルとして名をはせているこのお二人だった。

「ふん……おまえにも竜りゆう子こからの声援はあるかもしれねえけどな。勝つのは俺だぜ」

　なぜかさっきよりも憮ぶ然ぜんとして俺を睨にらんでくる永なが谷たにだが、気にしないことにした。……竜たつ浪なみはテストやってるから応援できないっての。

　そうして、女子たちが競技を終えて──俺たちの番がやってくる。

「……おまえには絶対に負けねえ」

　ぽつりと呟つぶやく永谷。俺は彼を見ないようにして、スタートラインにつく。それぞれの名前が放送部の実じつ況きよう者に読み上げられ、俺たちは手を挙げる。女子からの注目を浴びてぞくぞくとすくみ上がりそうになったけど──今はそれより、俺の意識は隣となりの選手に集中していた。

　構えを取り、足に力を込める。隣の永谷を一いち瞥べつして──

「……俺だって負けない」

　そう言い放った瞬しゆん間かん、ぱんっとピストルの音がグラウンドに響いた。

『各者一いつ斉せいにスタートー！　Ｆ組の永谷くんが飛び出した！』

　実況の女子のマイク越しの声──その通り、永谷がスタートのほぼ直後からロケットみたいな勢いで走り出していた。

　──は、速すぎだって！

　永谷は同年代とは思えない力強さで地面を蹴けりつけ、一ひと足あしごとに俺たちに差をつけていく。陸上部並みの速力。バネの効きいたしなやかな走りは、あの竜浪と通じるところがある。

　距離を開けられて焦あせりそうになった──けど、まだ焦ることはない。リードされるのは予想済みだったんだから……！

　永谷が俺たちより先にパン食いポイントへとたどり着く。しかし、

『永谷くん速い──けど、なかなかパンを咥くわえられません！』

　──よし、失敗してる失敗してる……！

　内心でほくそ笑み、足を速める。一度、二度と永谷が失敗するうちに、俺たちもパンのポイントへと走りついた。

　──これは慣れてれば楽なもんだ！

　走る勢いを残したままぴょんっと軽くジャンプして、紐ひもに掛かっていたあんパンを易やす々やすとゲット。ゆうひ先輩の意地悪がないなら、こんなのどうってことはない……！

　そのまま犬みたいにパンを咥えて、ゴールに向かって再び走り出す。

『後ろから小こ熊ぐまくんがあっさりパンをゲットー！　そのままトップに躍おどり出た！』

「こうちゃんいけー！」

「小熊せんぱい、これに勝ったら午前中全勝ですよーっ」

　ゆうひ先輩と珠たまちゃんの声援に背中を押されるようにしてひたすら走る。あれだけ特訓したんだ。全力で走ってもスタミナ切れなんかしないぞ……！

『あーっとお！　永なが谷たにくん猛もう烈れつな追い上げで小こ熊ぐまくんに迫るー！』

　一いつ瞬しゆん、呼吸が止まりそうになった。背後から馬のように力強い足音が聞こえてきてる……!!

　そう思った次の瞬間には永谷がすぐ横に並ぶのが見えてしまった。でもゴールはすぐそこだ。足を大きく踏み出して……このまま俺が一番をもぎとる──

「むぐっ……!?」

　肩に衝撃を受け、ぐらっと体が傾いた。

　永谷と接触したのだ。お互いに近寄りすぎていたのが原因だと思う。でも、向こうも体勢を崩くずしてるのは同じ……！

「ふんむぐ……!!」

　もつれそうになる足で必死に地面を踏みしめ、顔を突き出すようにして体を前へ──

「…………!?」

　瞬間、びきっと左足から悲鳴が聞こえた。ヘンな角度で地面を蹴けってしまった。足首の内側が燃え上がるような錯さつ覚かく。神経に氷柱つららを突き込まれるような激痛が足から全身へと突き抜ける。

　でも──ゴールテープを切ったのは永谷でなく、俺の方だった。

『小熊くんゴール!!　最後に接触してあわや転倒かと思われましたが……この熱戦を制したのは二年Ａ組小熊浩こう一いちくんー!!』

　ぱちぱちぱちっと拍手を受け、俺は肩で息をしながら両膝ひざに手をつく。

　あの一瞬だけでなく、足首には激しい痛みが残っている。足の内側に焼きごてを当てられている感覚。……立ってるだけで痛い。思った以上に酷ひどい捻ひねり方をしたみたいだ。

　先生に促うながされ、走り終えた俺たちはパンを片手にコース外へと出ていく。足は意識して引きずらないようにした。……怪け我ががバレたら、これ以降の種目に出場できなくなるかもしれない。

「おい、小熊」

　振り返ると、荒い息をつきながらも、悔くやしそうに口を引き結ぶ永谷の姿……。

　いちゃもんでもつけてくるのか……と覚かく悟ごしていると、彼はちっと舌打ちして、

「……さっきは、ぶつかっちまって悪かったな」

「え……あ、いや、こちらこそ……」

　一瞬、耳を疑ってしまった。永谷は本当にバツが悪そうな顔をしている。……『ぶつかられなきゃ俺が勝ってた』とか言われると思ってただけに、意外だ……。

　目をぱちくりとさせていると、彼は気を取り直すようにぱしっと自分の頬ほほを叩たたいて、

「……二人三脚では負けないからな。覚かく悟ごしとけよ！」

　宣言するようにそう言って、永谷は客席の中へと入っていった。

　その後ろ姿をぽけっと眺ながめていると──競技の締しめとしてピストルの音が鳴り響く。スコアカードでは……Ｆ組とＡ組の差は少し縮んでいた。……でも、簡単には追いつけないか。

　額ひたいに浮いた汗を拭ぬぐう。

　……さて、二人三脚は午後だからまだ時間はある。それまでに左足が治ってくれればいいんだけど。







「小こ熊ぐまくん、次、私たちの番だからね！」

　午前中最後の種目、大玉転がし。俺は如月きさらぎとある程度距離を置いてスタートラインに並んでいる。前のコンビが転がす大玉は、すでにすぐ近くまで帰ってきていた。

「……小熊くん、大丈夫？　なにかあったの？」

「ん、なんのこと？」

　如月に顔を覗のぞき込むようにされて、慌あわてて何でもない風を装よそおう。……気づかれたかと思った。

　捻ひねった左足は、困ったことに歩く度たびに痛みを増してきていた。二人三脚までに痛みが引くどころじゃない。時間が経たてば経つほど酷ひどくなってる気がする……。

　ずきずきと消えない痛みを堪こらえていると、前から大玉が転がってきた。さ、行かないと……！

「ほら、大玉きたぞ！　行こう如月！」

「う、うん……」

　どこか納得できていない様よう子すの如月だったが、前の二人からバトンタッチされて意識の切り替え。俺たちは大玉をついて走り出す。

　これはほとんと特訓もしていない。二人くっついて大玉を転がすよりも、ある程度離れて斜めから押した方がバランスが取れるのだ。普段通りに如月と距離を置いて走れるので、そういう意味では楽だった。

　ただ──

「…………！　…………っ！」

　地面につく度に左足が痛みを訴うつたえてくる。歩くだけでも辛つらかったんだ。この速さでも顔をしかめたくなるくらいに痛いって……！

　それでも周まわりに気づかれないよう、ポーカーフェイスで走り続けて、折り返し地点を曲がってスタートラインへ戻る……！

「吉よし村むらさん、武たけ田ださん、あとはお願い！」

　如月が叫び、アンカーの二人へバトンタッチ。今のところ一番だけど、Ｆ組も今アンカーに大玉が渡ったところだ。油断してたら逆転される。

　大丈夫かとハラハラしながら見守っていると──ざわっとウチのクラスのみんながどよめいた。武田さんが転倒したのだ。その隙すきにＦ組に逆転され、大きなリードを許してしまった。

　結局そのまま距離は縮まらず──ゴールイン。この種目はライバルＦ組の勝利となった。

「ごめんなさいみんな……」

　肩を落とす武田さんにクラスメイト全員から励はげましの声。スコアボードを見れば、三百十対二百六十か。……ちょっと開いたな。でも、午後になれば……。

「大丈夫よ、午後は竜りゆう子こが戻ってくるしね」

　如月きさらぎの口からその名前が出た途と端たんにみんなの表情が明るくなる。そうだ、午後はエース竜たつ浪なみも戻ってくる。午前中リードされてても、きっと逆転できるはずだ。

　ただ、問題があるとすれば……。

「……あ、小こ熊ぐまくん、どこ行くの？」

「ん、ちょっとトイレ」

　そう言い置いて、俺はクラスのみんなから離れて人ひと気けのないグラウンドの隅すみへと歩いていく。喧けん噪そうから距離をとると、足の痛みがさらに強くなってくる。

「……こんなに痛くなるなんて」

　木の幹に隠れるようにして座り込み、左足だけ素足になると、うっすらとだが足首が赤くなっていた。骨に異常があるってほどじゃないと思うけど……。

「……走れるかなあ」

　男子の種目は午前に固まっていて、午後は少ない。玉入れはほとんど動かないでもいいだろうし……っていうかこれは女子とくっつかないことに注意する種目だ。他の種目も、徒競走のように速さを競うものはないから……うまくやれば、なんとかなるかもしれない。

　最大の難関は、やっぱり二人三脚。足への負担は大きいし、蕁じん麻ま疹しんの問題はあるし……。でもこの種目だけは、絶対に勝たなきゃいけない。

「……氷で冷やせば、痛みも引いてくれるかな」

　希望的観測。正直なところここまで悪化してしまっては、そのくらいで治るとはとても思えなかった。保健室に忍び込んで湿しつ布ぷでも取ってきた方がいいかもしれない。

　そう思いつつ、靴を履はき直そうとすると──

「やっぱり怪け我がしてた。様よう子すがヘンだと思ったのよ」

　突然の声にびくっと肩が震ふるえた。見上げてみると、木の幹の後ろから覗のぞいている如月きさらぎの渋しぶい顔。ちょっと怒ってるように見える。

「……あのパン食い競争で永なが谷たにくんと接触した時かしら。歩き方がちょっとヘンだったものね。自分から言ってくれればよかったのに……ほら、見せてみて」

　遠ざかろうとする俺だったが、如月は構わず足あし下もとにしゃがみ込み、患部を間近で看みる。……と、その柳りゆう眉びがぴくっと動き、息を飲む気配がした。

「……酷ひどい。これ、走るとか無理よ。赤くなってるし……」

「赤くなってるだけだよ。普通に走れる。大玉転がしだってちゃんとできただろ？」

　如月は難しい顔で足を看ていたが──やがて首を振った。

「無理よ。これじゃ午後の種目は出られない。先生に言ってくるから、午後は休むの。いい？」

「ちょ、ちょっと待ってってばっ。大おお袈げ裟さだって。そんなに痛くないんだから」

「噓うそ。強がってるってすぐわかるもん。骨に異常があったらどうするの？」

　咎とがめるような顔で言われ、言葉に詰まる……けど。

　俺はぎゅっと歯を噛かんだ。

「……午後の種目も出るよ。如月きさらぎが止めたって出るから」

「……どうして？　竜りゆう子こが戻ってくれば、私たちのクラスは負けないわよ？」

　うん、と頷うなずく。たしかにそうかもしれない。でも……。

「竜たつ浪なみと『勝つ』って約束したし。クラスが勝てたとしても、俺が休んでたんじゃ逃げたことになっちゃうだろ」

「……竜子はそんなこと気にしないわよ。午前中は頑がん張ばったんだから、きっと認めてくれるよ」

　頑かたくなに首を振る。

　午前中の結果だけじゃ、全然足りないと思う。勝つって約束したから勝ちたい。……竜浪と協力して、やり遂とげないと。それになにより……。

「……竜浪って、『男はダメなやつばっかりだ』って思ってるだろ？」

「……うん。それが口くち癖ぐせみたいなものだもんね」

　そう言って頷く如月も、心の中には『男はダメな人ばかり』って意識を持ってる。たぶん他の寮生たちも同じだろう。竜浪は特にその気持ちが強い。

　だから……。

「俺が勝って、証明しなきゃダメなんじゃないかな。男もそんなに捨てたものじゃないってさ」

　約束では『Ａ組が勝てば竜浪は俺の質問に答えてくれる』ってことになってるから、俺が参加しなくても、クラスが勝てば彼女の事情は聞き出せると思う。でも、それだけじゃ足りない。

　一番大切なことは、竜浪に『男だって頑張れる』ってことを見せてあげることだ。彼女の恋愛不適応は深刻。だから少しでも、男を信用できるようにしてあげたい。

　……俺はいるか寮にいるんだから……少しは寮生のために頑張ってみてもいいと思う。

「……小こ熊ぐまくん」

　如月が俺を見る目は、どこか言うことを聞かない弟に対するようでもあり、俺の言葉を理解してくれてるようでもあり……。

　黙って靴を履はき直そうとすると、彼女は立ち上がった。

「……わかったわよ。でもそのままじゃやっぱり走れないから。保健室に行ってテーピングテープ持ってくる。しっかり固定すればいくらかは楽になるはずよ」

　一いつ旦たん如月は校舎へ走っていき、すぐに戻ってきて足首にテープを巻いてくれる。がちがちに固めてもらい、立ち上がるとさっきよりも痛まなくなっていた。周まわりからは見えないように、テーピングした足首は靴下で隠しておく。

「応急処置だから、無理はしないでね。あと、午後の種目はやっぱり二人三脚だけにしようね」

「え……でも、やろうと思えば」

　如月きさらぎは腰こしに手を当てて首を振る。

「ダメ。やるなら二人三脚だけよ。それまで足を休ませておくの、ここは譲ゆずれないからね」

　気け圧おされるくらいの彼女の視線。でも、その夜空色の瞳ひとみには明らかに俺の身を案ずる色が浮かんでいて……。さすがに反論することはできなかった。

「……わかった。休んでるよ」

「うん、それでいいの。じゃ、みんなのところに戻りましょ。……たぶん、怪け我がが理事長や国くに重しげ先生たちに見つかったら出場取り消されちゃうと思うから、バレないようにね」

　頷うなずいて歩き出す。片足にあまり体重はかけたくなかったが、歩き方を変えるとすぐにバレる。意識して、普段通りに歩いていく。

「……ホントなら松まつ葉ば杖づえを使わせたいくらいなのに。やっぱり無理って思ったらすぐに言うのよ、小こ熊ぐまくん？」

「大丈夫だってば。そんなに痛くないんだからさ」

　如月はらしくないくらいに心配そうな顔をしていた。顔に出てるのか、と表情を引きしめる。

　……テーピングでマシになったとはいえ、本当は今すぐ座り込みたいくらいなんだから。

　それでも強がりながら中庭に行くと、ピクニック用の大きなシートを広げているか寮のみんなが待っていた。珠たまちゃん、ゆうひ先輩、氏うじ家いえ会長の体操服姿を見るのは初めて。特に会長はスタイルが如月や理事長以上によくて、その、豊満な胸はインパクトが大きいというか……見ていると心臓が鼓動を荒げてしまいそうだ。

「あ、こうちゃんとみそちゃん！　どこ行ってたの！」

「みんな待っていたのですわよ。さ、お座りなさい」

　促うながされて如月は珠ちゃんの隣となりへ。俺はちょっと外はずれたところへと座る。一いつ瞬しゆん足がみしっと痛んだが、バランスが崩くずれたフリをして誤ご魔ま化かした。

　いただきます、といつものように唱和して昼食の時間。女性陣が作った弁当を食べ始めると──

「小熊。麦茶だ」

　竜たつ浪なみが少し距離を置いて、麦茶のたっぷり入った紙コップを差し出してきた。その顔には疲労の色が濃い。……こいつはどれだけ走っても疲れない癖くせに、勉強の後だとすぐに疲労困こん憊ぱいになるらしかった。

「ありがと。……竜浪、テストは大丈夫だった？」

「……なんとか。ギリギリだったが」

　ぐっと親指を立ててみせる竜浪。そして腹の中に溜たまった鬱うつ憤ぷんをはき出すようなため息。こちらもほっとして安あん堵どの一息だ。

「よかったよ……。おまえがいないと二人三脚どころじゃないからな」

「……私が本気になればこんなものだ。おまえも午前中は頑がん張ばったみたいではないか」

　竜たつ浪なみの声はちょっとだけ弾はずんでいるように聞こえた。

「……まあ、あれだけ特訓したんだから、いい結果残せないと悔くやしいし」

「ふふん、そうだろうな。午後も頑がん張ばるんだぞ、小こ熊ぐま」

　どこか機き嫌げんのいい竜浪に見えた──が、如月きさらぎがひょいっと手を挙げる。

「あのねみんな、小熊くんは午後は二人三脚だけに出ることになったから」

「む……？　どうしてだ？」

　竜浪を始め、みんなの視線が如月へ向く。その顔は、

「小熊くん、午前中の種目に出すぎたからね。人数合わせのためにも午後の出場種目は減らしてほしいって運営委員の方から通達があったの」

　氏うじ家いえ会長がその涼すずしげな目をぱちくりさせる。

「え？　わたくしはそんな話は聞いていない──」

「そう……。それじゃ仕方ないわね。二人三脚に向けてゆっくり休んでなさい、浩こう一いち君」

　会長の言葉を遮さえぎるようにそう言ったのは理事長だ。……よかった、あっさり納得してくれて。

「午前中頑張ったから、午後はそれくらいがちょうどいいよ。無理しちゃよくないもんね、こうちゃん。二年は二人三脚が勝敗を決めそうだし、それまでゆっくり休んでなよ」

　そしてゆうひ先輩も俺に都合のいいことを言ってくれる。ちょっと優しそうな目がありがたかった。……ラッキーかな。これでみんな納得してくれるだろう。

「ふむ……まあいい。たしかにゆうひ先輩の言う通りだものな。午後の個人種目では私が点を稼かせぐから、おまえは体を休めていろ」

　竜浪の言葉にほっと一息。……どうにかバレずにうまくいったみたいだ。

　如月に『ありがと』と目め配くばせすると──くううっと腹が鳴る。おむすびに手を伸ばそうとすると、珠たまちゃんが「あ」と呟つぶやいて、

「今日はみんなで作ったんですよ、小熊さん。えっと、これがわたしで、こっちが竜りゆう子こせんぱいの箱、美み空そらせんぱいがこっちで、扇せん香かせんぱいとゆうひせんぱいがこれですね」

　珠ちゃんがそれぞれの弁当ケースを指さす。他の女性陣がなんともない様よう子すの中で、ぴく、となぜか氏家会長だけが一いつ瞬しゆん眉まゆを動かした気がした。

　それぞれの作った弁当を見比べてみる。使われている食材はおそらくほぼ同じ。だけどみんな……なんというか、個性が満ちあふれていた。

　まず珠ちゃんの箱……盤ばん石じやくという感じ。おむすびも他のおかずも綺き麗れいに整っていて、弁当の教科書に載のせられそうだ。おむすびはいろいろなふりかけで作ってあったりしてカラフル。子供が喜びそうな、温かみのある盛りつけだった。

　そして如月。見た目の美しさで言えばこれが一番かもしれない。おかずや野菜をうまく配置して、まるで高級幕の内弁当のような彩いろどりを作っている。このまま売り出してもいいくらいのクオリティだった。

　竜たつ浪なみの箱はまたちょっと雰ふん囲い気きが違う。おむすびとおかずを限界まで詰め込んだという感じ。彩りなどはあまり気にしてないようで……母親が高校生の息子の弁当を作る時はこういう風になるかもしれない。

　最後に、年上組。氏うじ家いえ会長とゆうひ先輩が作った弁当は……。

「なにか言いたいことがあるならおっしゃってください、小こ熊ぐまさん」

「い、いい、いえ、美お味いしそうだなと思ってるだけです」

　会長のらしくない尖とがった声に小さくなってしまう。

　二人の弁当は……その、他のみんなの弁当に比べるとちょっと見み劣おとりする。おむすびの形もまちまちで、ウインナーなどはタコというよりも破やぶれた傘かさみたいになってる。卵焼きも崩くずれがち、他のおかずもどうにか形になっているという感じだ。

「料理は愛情だもんね。ゆうひね、こうちゃんのこと考えながら作ったんだよ？」

　その二重の目を潤うるませ、唇くちびるを湿らせて思わせぶりなことを言ってくるゆうひ先輩……。だ、騙だまされちゃダメだ。この人は俺をからかって楽しむ小こ悪あく魔ま先輩なんだから。

「いやでも、氏家会長とゆうひ先輩の弁当がどうこうというより……、他の三人のレベルが高すぎるんだと思います」

　珠たまちゃんの弁当はいかにも優しいお母さんという感じ、竜浪は恰かつ幅ぷくのいいおふくろといったイメージか。女子高生でここまで作れる子は珍しいだろう。特に……。

「美み空そらはまた、私たちとはレベルが違いすぎるな……」

　竜浪はちょっとだけ複雑な顔で如月きさらぎの弁当箱を見ている。ラーメン屋の娘だし、料理には少なからずプライドを持っていたのかもしれない。

「……私のは教科書通りに作ったって感じだから。みんなのお弁当の方が私は好きだけど」

　如月は謙けん遜そんするようでもなく、静かにそう言ってみんなの弁当を食べている。……いやでも、如月の弁当は凄すごいと思うけどなあ。味も良いだろうけど、なにより盛りつけがプロ並みだ。

　感心して、彼女の作った弁当箱を眺ながめていると──

「……む、私の料理だって味では負けていない。そら小熊、皿を貸せ。おまえは食べまくって力を溜ためていろ」

　竜浪はやっぱり肝きもっ玉たま母さんの雰ふん囲い気きだ。ひょいひょいっとみんなの弁当箱からどっさりと料理をよそう。渡された小型の皿は二つぶん、どちらも山のように料理で盛り上がっていた。

「そ、そんなに食べられないって」

「食べろばかもの。おまえは食が細いのだから無理にでも詰め込むくらいでちょうどいいのだ。それに今日は男がいるのだからみんなで沢山作ったのだぞ。おまえが食べないでどうする」

「う……が、頑がん張ばって食べるから。せめてゆっくり食べさせてよ」

　そんなやりとりをしていると──理事長が俺たちを見て満足そうな笑顔を浮かべた。

「ふふん、やっぱり同じ部屋で過ごさせたのは正解だったみたいね。夫婦みたいになっちゃってるわ」

「な……!?」

　竜たつ浪なみが目をしばたたかせて頬ほほをかあっと紅こう潮ちようさせ、ベキィッと割り箸ばしを枯れ枝のようにへし折った。そして勢い任まかせになにか言おうとして──突然思い直したように咳せき払ばらい。

「ふ、ふん。そんなことを言って私が慌あわてるとでも思ったか」

「そう、慌てることないものね。二人は夫婦みたいに仲がいいのが自然の状態だものね」

　あっさりと返されて、竜浪はまたむすっとむくれたハムスターの顔になる。……やれやれ、姉に妹は敵かなわないって感じか。理事長も楽しそうにしてまあ……。

「小こ熊ぐまくん、海え老びの頭って栄養たっぷりらしいわよ、食べてみたら？」

　なぜか顔を怖こわいくらいの無表情にして身のない海老の頭を勧すすめてくる如月きさらぎ……。……お、俺、なんかしたっけ？

「ピクニックみたいで楽しいですねっ」

　そんな騒がしい俺たちを、いつもの通り和なごやかな顔で見ている珠たまちゃんだった。




　昼休みが終われば午後の種目。再びグラウンドは熱気に包まれ──




「竜りゆう子こー！　負けるなー！」

　隣となりで如月が歓声を上げている。借り物競走に出場するのは我らが戦神竜浪竜子。竜浪は午後の種目にはほぼ出場して、宣言通りにそのすべてで一等を取っている。クラスのみんなもエース復活で奮ふん起きしたのか、Ｆ組との点差はほんの少しずつだが縮み始めていた。

「あ……あの背が高い子、池いけ原はらって人じゃない？」

　ん、と竜浪の横に立つ女子に目を凝こらしてみると──たしかに以前の体育の時間に永なが谷たにと一いつ緒しよにいた池原さんだった。俺と同じくらいの身長の彼女は、竜浪と並ぶと中学生と高校生並みの身長差がある。

「……なにか話してるわね。……あ、竜子の顔つき変わった」

「あの池原って子、前も何気なく毒どく吐はいてたからなあ。またなにか言われたんじゃないか？」

　池原さんはにこやかな顔のままだが、竜浪の表情は目に見えて不ふ機き嫌げんになってる。……噛かみつかないだろうな。放し飼いにした凶きよう暴ぼうなコーギーを眺ながめてる気分だ。

「……ところで小熊くん、足は大丈夫？」

　小声になる如月。……足首は動かしていないから、なんとも言えないけど。

「……大丈夫だよ。テーピングが効きいてる。少なくとも、二人三脚くらいなら走れるはず」

　これは強がりじゃない。コースが長いのが気がかりだけど、なんとかやれそうだった。

「そう。それならよかった……。明日はちゃんと病院に行くんだからね」

　心配性な如月に頷うなずきを返していると、「よーい！」とスターターの声が聞こえた。

　顔を竜たつ浪なみの方へと戻した瞬しゆん間かん──ぱんっとピストルが鳴り響く。

　弾はじかれたように走り出す走者六人。池いけ原はらさんと竜浪の二人がスタートダッシュを見せ、飛び出した。他の子たちは横一列。……あの二人の脚力がずば抜けてるんだな。

「池原さん、竜りゆう子こに負けてない……」

　なるほどと思う。永なが谷たにが自信ありげに賭かけを持ちかけてきたのは、パートナーの池原さんの能力を信頼してたからなんだろう。竜浪並みの力があるなら、男子でもトップクラスの運動神経を持つ永谷にもついていけてしまうに違いない。

「竜浪ー！　頑がん張ばれー！」

　みんなに混じって声援を送る。竜浪と池原は早くもコーナーを曲がり、それぞれ借り物の書かれているカードを拾い上げた。

　池原さんは紙に目を通してすぐに周まわりを見回し、なにかを探さがして走り出す。が、竜浪は違う。その場に止まったまま。彫ちよう像ぞうのようになって、じっとカードを凝ぎよう視ししていた。

「竜浪ー！　はやくしないと負けちゃうぞー！」

　もう一度声を張ると──彼女にも聞こえたのか、その小さな顔がくりっとこちらを向いた。その視線が捉とらえているのは……俺か？

　戸と惑まどっていると、なぜか竜浪はこちらに向かって突進してきた。

「ちょ、た、竜浪……!?」

　気がついた時には俺の前までやってきている我らがエース。彼女は片手でカードをぐしゃっと握りしめ、俺に向かって手を伸ばしてきた。

「え、え？　俺？」

　竜浪はこくこくと頷うなずく。その顔はなんだかいつもと違う。色々な感情が入り交まじっていて、なにを考えてるのかわからないという雰ふん囲い気き。むくれたような顔は、怒ってるわけじゃないはずなんだけど……。

「男子！　紙には男子って書いてあった！」

「あ……そういうことか」

　ようやく事情を理解だ。ウチのクラスに男子は俺のみ。あの竜浪が他の男子に手を伸ばせるとはとても思えない。

　だから俺のところに来るのは自然なこと……でも、俺は足が……。

「ちょ、ちょっと竜子。小こ熊ぐまくんはダメ──」

「小熊くん、これ使ったら手も繋つなげるでしょ！」

　近くで観戦していた吉よし村むらさんが、咄とつ嗟さに俺のジャージを放り投げてくる。反射的に手を伸ばしてそれを受け取り、立ち上がる……。

　瞬しゆん間かん、ずきっと左足が燃えるように痛んだ。

「小熊くん、ダメだってば！　竜子、他の人を連れていって！」

　如月きさらぎが俺と竜たつ浪なみの間に割って入ると──竜浪がきょとんとして小首を傾かしげる。

「どうしてだ？　べつに小こ熊ぐまを連れていってもいいだろう？」

「う……えと、小熊くんは午前中に頑がん張ばったから、午後は休ませたいかなって」

「それでも、少し体を動かしておいた方がいいだろう。そら小熊、行くぞ！」

　如月の横からさらに手を伸ばしてくる竜浪。俺が断ことわるとは夢にも思っていないその表情。さらにコースを見れば、すでに池いけ原はらさんが目的のものらしいハードルを豪ごう快かいに抱かかえてゴールへ向かっている。

　──痛いけど……負けたらまた点差が開いちゃうし……！

　ジャージをぐるぐると左手に巻き付け、ボールみたいになったその手を竜浪に差し出す。

「よし、いくぞ！」

　竜浪は一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいの後──ジャージ越しの俺の手をぎゅっと握り、走り出した。

「こ、小熊くん！　ダメ、止まって！」

　如月の手が俺の服に触れた気がしたが──今は池原さんに勝つ方が大事だ！

　竜浪は俺を引っ張る形で、一足ですぐにトップスピードに乗る。小さい手でも、力強さはライオン並みだ。

　引きずられるようにして地面を蹴けって──びきっと左足が痛む。テーピングのお陰かげで走れるといっても、元々は歩くだけで辛つらいような状態だ。とても竜浪にはついていけない……！

　でも、速度は落とせない。……この競技の審しん判ぱんをやっているのは国くに重しげ先生だ。ソフトの試合の時のことを思い出せば、あの先生が生徒の怪け我がに敏感だということはすぐにわかる。見つかれば間違いなく二人三脚は走れなくなる……！

「小熊、もっとスピード上げろ！　このままじゃ追いつけん！」

「わかった……よ！」

　歯を食いしばってさらに速度を上げる。左足が軋きしみ続けて断続的な痛みを脳へと伝える。ぎゅっと唇くちびるを噛かみしめて、足の回転を無む理り矢や理りに引き上げた。

「ふふふ、よくも私を小さい小さい言ってくれたな！　おまえはその小さい女に負けるのだ！」

　横に並ぶ池原さんに叫ぶ竜浪。やっぱり身長でばかにされてたのか……！

　池原さんが運動神経抜群とはいえやはり女の子。ハードルは重いのかスピードが上がらないようで──

「はっはっは！　一等もらったぁ！」

　竜浪の勝利の高笑いと共に、俺たちは一等でゴールテープを切ったのだった。

『一着、Ａ組、竜浪竜りゆう子こさん！　二着、Ｆ組、池原雅みやびさん！』

　実じつ況きよう席から声が響いて、俺たちの勝利を告つげてくれる。竜浪は借り物チェック係の運営委員に握りつぶしたカードを渡していた。

　と、チェック係の女の子がカードに目を通して──興味深そうにこちらに顔を向けてくる。

「え……わ、そうなんだ。竜たつ浪なみさんと小こ熊ぐまくんって……」

「ち、違うぞ！　あいつしか男子がいなかっただけだ。わ、私にそんな関係の男子がいるわけがないだろう。まったく、ヘンなカードを用意しないでほしいぞ」

　二人はなにか話していたようだったが、俺に聞き耳を立てる余裕はなかった。膝ひざに手をついて、息を整える。全身に浮かぶ汗は、気持ちの悪い脂あぶら汗あせだった。

　……呼吸の乱れは疲れのせいじゃない。足の痛みが酷ひどくて……早く座り込みたい。

「……小熊？　どうした、あれくらいで疲れたのか？」

　小首を傾かしげて近寄ってくる竜浪には、笑顔を向けておいた。

「いーや、喉のど乾いてる状態で走ったからさ。ちょっとジュース飲みたいって思っただけだよ」

　手に巻いていたジャージを外はずして、それを羽織ってグラウンドの外へと向かう。

「あ、おい、私が買ってきてやろうか？」

「んー、自分で買ってくる。竜浪はまだ参加する種目があるだろ。それまで休んでろよ」

「では私のも買ってきてくれ。アクエリアスではなく、ポカリがいい」

　へいへい、と手を振りながら肩越しに目を向けると、竜浪はどこかすっきりとしない顔で、こちらをじっと見ている。見られている以上は、足の怪け我がを勘かんづかれてはいけない。

　今すぐ座り込みたくなるのを堪こらえて、俺はグラウンドの外へと歩いていった。







「……っうー……」

　中庭の隅すみに座り込んで靴を脱ぐと、やはり足の患部はさっき以上に赤くなっていた。柘榴ざくろみたいに澱よどんだ赤。ほんの少し動かすだけでも神経が軋きしむような感覚がある。

　……水に濡ぬらせば楽になるかな。

　壁に背中をくっつけながら、水飲み場へ行こうとずりずりと片足で立ち上がると──

「あ、いた！　小熊くん、どうして走っちゃったのよ！」

　血けつ相そうを変えた如月きさらぎが走り寄ってきた。息を切らせて、俺の前で腰こしに手を当てる。怒っているような顔つきに怖おじ気けづいてしまう。

「……ど、どうしてって。そりゃあ、出なきゃいけない場面だったし」

　ぽつりと何なに気げなく呟つぶやくものの、それが悪かったのか彼女はきゅっと眉まゆ根ねを寄せる。

「出なきゃいけないのは二人三脚でしょっ。もう、足見せて……」

　しゃがみ込み、足を覗のぞき込む如月……。その顔が次第に強こわ張ばっていく。

「……ちょっと腫はれてきてる。これ、やっぱり骨に異常があるんじゃ……？」

「それはないと思うけど……。だって俺、そんなに堪こらえ性があるわけじゃないし。骨にヒビでも入ってたら立てなくなってるよ。ただの捻ねん挫ざだと思う」

「ただのって……こんなになってるのに、ただのってことはないでしょ……？」

　如月きさらぎは無意識なのかペンダントを握り、俺を見上げてくる。二人三脚は諦あきらめて、とその潤うるんだ目が語っているようで……。

　しかし俺は首を振った。

「出られるって。二人三脚って敷地内を一周するだけだろ？　大した距離じゃないしさ。あれだけ練習したんだし、やってみたら意外と楽勝ってことも──」

「……楽勝ではないだろうが」

　鉛なまりのように重い声に、はっとして横を見る。校舎の壁から、触覚がひょこんひょこんと二本……。小柄な女の子が顔を覗かせているのだ。

「竜たつ浪なみ……」

　彼女は呼吸を止めたように目をまん丸にしていたが、やがてその目め尻じりがきゅっと吊つり上がり、俺のところまでのしのしと地面を踏み抜くように歩いてきて──

「こ、小こ熊ぐま！　足を怪け我がしているなら怪我しているって、どうして言わなかったのだ！」

「どうしてって……さっき如月にも言ったけど、出るべき場面だったから」

「そ、そんな……断ことわればよかったのだ。私だって怪我したおまえを出そうとは思わなかったのに……」

　竜浪も如月の横にしゃがみ込み、俺の足を看みる。そしてやはり如月と同じように眉をひそめ、きゅっと唇くちびるを噛かみしめた。

「これは……無理だ。こんな酷ひどく腫はれているのでは、二人三脚は出られないぞ。先生には私から言っておこう。きっと納得してくれる」

　しおらしいセリフに眉まゆをひそめる。普段の竜浪なら言わないんじゃないかっていう優しい言葉……だけど、今はそんな言葉を聞きたいわけじゃない。

「……そんならしくないこと言うなよ。勝負には負けられないんだし、おまえだったら『無理してでも出ろ』って言うところだろ？　だから今もそういうノリで──」

　音がするくらいの勢いで竜浪が立ち上がり、唇くちびるをさっきより強く引き結んで、俺を見上げてくる。俺の瞳ひとみを射い抜ぬくような視線……。でも、それはいつもみたいに相手を威い圧あつするようなものではなく──




「あ、あたし、そんな酷いこと言わないっ！」




　それは中庭に響き渡る声だった。

　俺は目をしばたたかせる。竜浪の普段の声音とは違っていた。いつもみたいに意識して低くしている声じゃない。もっと高く、たとえるなら山鳥の鳴くような──

　いや、シンプルに一ひと言ことで言うなら、そう……女の子らしい声だったのだ。

　俺も如月もぽかんと呆あつ気けに取られていると、竜浪はハッとしたように口を押さえて、

「と、とにかくお前は休め！　先生には言っておくから！」

　いつもの声音に戻り、走り去ろうとする……。

　が──俺は反射的にその腕を掴つかんでいた。

「ま、待った！　先生には言っちゃダメだって！」

　ぶつぶつぶつぶつっ。

　女の子の腕はクッションを掴んでいるみたいに柔らかい。その感触に、俺の肌は一斉に赤い蕁じん麻ま疹しんを貼はり付ける。全身に弾はじける不快感。でもここで先生に伝えられるのは困る。

　この足のことを、国くに重しげ先生にでも知られたら間違いなくアウトだ。二人三脚は出られなくなる。この足を見てストップをかけない教師はいないだろう。

　竜たつ浪なみが目め尻じりを下げがちに俺を見上げて、いつもよりどこか気弱そうな声で、

「で、でも、こんな足では走れないだろうが！」

「走れるってば！　一いつ緒しよにたくさん特訓しただろ！」

「そうだが、怪け我がをして走ってこれ以上悪くなったらどうする！」

「その時は松まつ葉ば杖づえでもついて治せばいいだろ！」

「む、むぐぅ…………とにかく！　怪我が悪化するとわかっていて走らせるわけにいくか！」

　俺は腕を引っ張り、竜浪を力ずくでこちらに向かせて、

「いたっ……」

　呟つぶやいて顔をしかめる竜浪。俺はハッとして、慌あわてて手をはなした。

「ご、ごめん……。でも竜浪、ちょっと聞いてくれよ」

　至近距離で女の子と向き合うといつものことながら緊張する。でも俺は、いつもよりどこか大人おとなしく見える竜浪としっかり目を合わせて語りかける。

「……永なが谷たにとの勝負に負けたらどうなるか、わかってるよな？　あいつの言うこと聞かなきゃいけないんだぞ？」

「……わかっている。が、いくらあいつでも、妙みような要求はしてこない──」

「わからないだろ。永谷も男なんだ。酷ひどい要求をしてくるかもしれない」

　竜浪の顔にほんの僅わずかだが怯おびえが浮かんだ。……こういう言い方はしたくなかったけど。竜浪が事態を甘く見ているのなら、考えを変えさせるべきだと思う。

　……負けられない理由はいくらでもある。大人しく休んではいられない。

「だから絶対に勝たなきゃ。竜浪も、あいつに因いん縁ねんつけられてるんだからさ。ここで勝負に勝って、黙らせればいいじゃないか」

　竜浪の瞳ひとみが揺ゆれる。しかしまだ俺の足を気にしているのか、視線がちらちらと下へと向いているみたいだった。

　……俺の足を気にしてくれるのは嬉うれしいけど……まだ納得できないか。

　だったらもう一つ。俺の負けられない理由を聞いてもらおう。

「……それに俺たちが勝ったら、竜たつ浪なみ、俺の聞きたいことに答えてくれるって言ったよな？」

「……たしかに、そう言ったが」

「だったら俺は二人三脚に出なきゃ。どうしても、竜浪に聞きたいことがあるんだから」

　竜浪は一度、二度とまばたきして、

「……聞きたいことなら、今答えてやってもいいし」

「それじゃ反則。俺は勝負に勝って、竜浪に教えてほしいんだよ」

　昼休みに如月きさらぎにも言ったことだ。竜浪の事情にはまだわからないことが多いけど、少なくとも男をへたれだって、情けないって思ってることは間違いない。

　だからたとえこんな状態でも……いや、こんな状態だからこそ、勝負に勝たなきゃいけないんじゃないかな。

「…………どうしても出るのか？」

「うん。……ほら、ソフトの練習試合の時さ、おまえも怪け我がしてたのに、みんなのために無理して出場しただろ？　あの時のおまえと同じ気持ちかな……。黙って見てるなんて、できないんだよ」

　俺はへたれかもしれないけど……竜浪と同じことができるくらいの根性はある。

　──こう見えても、俺だって一応は男なんだから。

　そんな気持ちを抱いて、竜浪から目を逸そらさずにいると──彼女は苦悩するような表情を浮かべながらも、やがて頷うなずきで応こたえてくれた。

「……わかった。ただ、無理はするな」

「うん、わかったよ。でも、絶対勝とうな」

　竜浪はまだ迷いの残る顔をしていたが、俺の言葉に表情を引きしめた。

「ああ。勝とう。勝つって約束したものな」

　うん、とはっきりと頷く。

　今までになく、強く感じる連帯感。勝利への思いは俺も竜浪も同じだ。……怪我もなにもない。二人で勝つために頑がん張ばってきたのに、ここまできてリタイアなんかできるもんか。

　と、如月がペンダントを握りながら、こちらは難しい表情のままで、

「……それじゃ、もう一度テーピング巻き直すからね。……もう、親しん睦ぼく会前の更衣室の夜もそうだったけど、小こ熊ぐまくん、すぐ無理するんだから。あの時も変質者一人で追いかけていったし」

「……無理じゃないって。やれると思うからやってるんだよ」

　如月はどこか咎とがめるような顔つきで、

「そういうの、カッコよくないからね。体を大事にしないのは、ダメな人なんだから」

　そう言いつつも、そのダメな人に手を貸してくれる如月は……。

　やっぱり優しい女の子なんだろうな、とか思ったり。本人の前では言わないけどさ。




　そんな俺たちをよそに、さらに競技は進んでいく。竜たつ浪なみは宣言通りすべての参加種目で一着を取り、俺はできるだけ足を動かさないように如月の監視の下で休んで……。

　しかし竜浪が戻ってきても、順位は変わらなかった。総合力に差があるのか、Ｆ組は一位、Ａ組は二位につけたままだ。

　しかし逆転の可能性は残されている。

　──勝負の行ゆく方えは、体育祭最終種目、二人三脚走にかかることになった。




　　　　３




　午後の三時。空からは雲が消え去って真っ青。太陽はまだまだ沈まずに、熱気に満ちたグラウンドを燦さん々さんと照らしている。

　木こ陰かげで休んでいた俺は、ごくごくっとのど仏を揺ゆらし、如月きさらぎが買ってきてくれたスポーツドリンクを飲み干す。腹には厚みができるくらいにタオルを巻いているので、ちょっとだけ蒸れて暑かった。

「ぷはっ。……さ、行くか」

　左足にできるだけ力を込めないようにして、立ち上がる……。

　が、瞬しゆん間かんミシッと患部が軋きしみ、ずきずきと熱を伴ともなう痛みが足首を覆おおう。

「小こ熊ぐまくん、顔歪ゆがんでるよ……やっぱり無理なんじゃ……」

「だい、じょーぶ……！　やれるから……！」

　子こ鹿じかみたいに体をぐらつかせながら両脚で地面を踏みしめる。左足は……うん、始めは痛かったけど、これくらいならなんとかなるか……。

「じゃ、行ってくる。応援よろしくな、如月」

　如月はまだ心配げな顔をしていたが──一つ息をついて、顔つきを改めた。そして胸元のペンダントをぎゅっと握りしめて、

「もう止めても無駄よね……。こうなったら絶対に一番取ってきてね、小熊くん！」

　もちろん、と頷うなずいてスタート場所へ。すでにコースの周まわりには、見学の生徒たちが集まっていた。みんな一仕事終えて最後の祭りを待つような表情。その祭りの主役が俺たち出走者っていうことになるんだろう。

　……女子たちの視線を浴びて走ることになるんだろうけど……たぶん気にならないかな。くっついて走る竜浪のことで頭がいっぱいになると思うし。

　足を引きずらないよう気をつけて歩いていると、スタートライン近くでゆうひ先輩たちいるか寮メンバーが待っていた。

　とてててっと走り寄ってきたゆうひ先輩が俺の顔を見上げ、どことなく眉まゆ尻じりを落として、

「こうちゃん、大丈夫？」

「え？　大丈夫って……なにがですか？」

「あ……えっと、ううん。頑がん張ばってねこうちゃん！　応援してるからね！」

　ぎゅっと拳こぶしを握る小柄な先輩。その横に珠たまちゃんもやってきて、こちらはほんわかと春のお花畑みたいな笑顔を浮かべて、

「あれだけ頑張って練習したんだから、きっと勝てますっ」

「負けてはいけませんわよ。努力の成果をお見せなさい」

　会長も涼すずしげな目元のままで応援してくれるらしい。普段は俺と会話しようとしない彼女だけに、こういうさりげないエールも嬉うれしかった。

「……ただし、無理はしないようにね、浩こう一いち君」

　どこかゆうひ先輩と似たような顔をするのは理事長だ。

「大丈夫です。しっかりやってきますから！」

　気合いを込めてそう言って、見送られるようにしてスタートラインへ向かう……。

　と、そこには今だけの相あい棒ぼう──竜浪が待っていた。

「……小こ熊ぐま」

　大丈夫か、と言おうとしたんだと思う。しかし彼女は口を閉ざし、いつもより大人おとなしめだった顔つきのスイッチを切り替える。表情は引き締しまり、凛りんとした鋭い顔に戻った。
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「必ず勝つぞ。いいな」

「うん、もちろん」

　竜たつ浪なみからビニール袋を受け取る。中に入っているのは包帯と手袋が四双そうほど……。

　周まわりが奇き異いの目で見るのにも構わず、俺はまず包帯で腕をぐるぐる巻きにして、さらに手袋を何層にも重ねて装着。片手だけ怪け我がしているみたいになってしまった。

　これが理事長の考えた『策さく』……。まあ、策というより俺が走るための準備といったものか。腹にタオルを巻いているのは、竜浪がこのタオルの上を掴つかむことになってるからだ。

　と、ピストルのチェックをしていた国くに重しげ先生が目を丸くして、

「……小こ熊ぐま、それなら走れるって感じか？」

「はい。……えっと、これくらいならアリですよね？」

「ああ、もちろん。……おまえはライバルのクラスだけど、頑がん張ばれよ。女子ばかりの中だと辛つらいこともあるだろうけど、先生はおまえのこと応援してるからな」

　あのソフトの試合以降、なぜか時々同情するような目を向けてくる国重先生だった。……いや、ありがたいんだけど。この人たぶん、あの時助すけっ人とに来た女子が俺だってことに気付いてるんだろうなあ……。

「ちょっと先生ー。応援しなきゃならないのはそいつらじゃなくて俺たちでしょ？」

　その声には俺も竜浪も思わず眉まゆをひそめてしまう。

　池いけ原はらさんと並んだ永なが谷たには、いつも通り人を小こ馬ば鹿かにするニヤニヤ笑い。俺たちを嘲ちよう弄ろうするように立っていた。

「おいおい、仮装大会じゃねーんだぞ？　そんな格かつ好こうで走れるのかよ？」

「腕、すごく痛そう。大丈夫？　怪我人とちびっこ相手でも、私たち手て加か減げんなんかしないよ？」

　どちらも……なんでこう、人の神経を逆さか撫なでする喋しやべりをするんだろう。永谷はもちろん、池原さんも天然って風とはいえ丁てい寧ねいに竜浪を挑ちよう発はつしてるし。

　国重先生はやれやれとため息をついて、

「ほら、おまえらスタートラインに行って足結んでろ。……悪いな小熊、竜浪。永谷も池原も悪い子じゃないんだよ。ただ負けず嫌ぎらいだったり天然だったりするだけだ」

「担任の、生徒の教育がなってないのが問題だと思うけどねー。ウチのクラスはいい子ばっかりだもん。アタシの教育のたまものよねー」

　と、いつの間にか俺たちの後ろに立っていた橘たちばな先生がふふんと鼻を鳴らす。国重先生はむっとしたようで、ふんっと鼻を鳴らして返し、

「ウチもいい生徒ばっかりだっての。Ａ組は元々いい子ばっかりだったんだよ。担任がバカでやる気なしだから、これから悪影響受けないか心配だぜ」

　ぴくっと眉まゆを跳はねさせる橘先生。睨にらみ合う二人の間には火花が散っているようで……。この二人、仲が悪いのか……？

「ほら国重先生、橘先生、そろそろスタートの時間よ」

　理事長のどこか笑い混じりの声に、二人はハッとしたようでお互いに距離をとる。……よくわからないけど、とにかく競技開始だな。

　竜たつ浪なみが足あし下もとにしゃがみ込み、お互いの足を紐ひもで結びつける。俺は右足、竜浪は左足。大切なのは皮膚の接触を避けることだ。俺の右足にはさらにタオルを結び、竜浪と皮膚が接触するのを避けていた。

「……よし、これで準備はできたぞ」

　竜浪が呟つぶやいて、立ち上がる。他の出走者も準備万ばん端たんという様よう子すで、スタートラインに陣取っている。競技は学年毎ごとに行われるため、二年はＦ組までの六チームが出走ということになる。

　他のクラスもみんな男女ペア。足の速い人たちばかりなんだろうけど……。

　やっぱり最大の敵はＦ組の二人だ。

「永なが谷たにくーん、頑がん張ばってねー！」

　そんな女子たちからの声援を受け、面めん倒どくさそうに手を振る永谷。……前も思ったけど、こいつ、やっぱりモテるんだなあ。どうも、別クラスの女子からの声援も受けてるみたいだ。

　と、声援を送る女子たちの中に、前に永谷を取り巻くようにしていた人の顔もあるのに気がつく。彼女たちはじっと俺たちを見て、こちらに背を向けてどこかに歩いていった。

　二人が最後に残したのは、敵意の塊かたまりみたいな視線……。

「小こ熊ぐま、どうした？」

「ん……いや、なんでもないよ」

　顔を戻す。ウチのクラスメイトだって声援を送ってくれてるんだ。応援の力では、永谷なんかに負けてないぞ。

「さて、軽く勝つとするか」

　女子からの声援を一身に浴びる永谷はこちらに聞こえるようにそんなことを言う。池いけ原はらさんとは身長差がほとんどなく、走りやすそうだった。対して俺と竜浪の身長差は二十センチ……。バランスの悪いコンビと言えるかもしれない。

　……練習した今となっては、こっちの方が走りやすいくらいだけど。

「さ、位置について」

　先生がピストルを空に向けて構える。ざわめいていた出走者たちは口を閉ざし、前を見み据すえた。今はＦ組がトップだけど、俺たちはこの種目で一位になれば逆転できる可能性はある。他のクラスも順位を少しでも上げるために、みんな気合いを入れているみたいだった。

　俺と竜浪もそれぞれ手をお互いの体に回す。手袋、包帯、タオル越しに彼女の感触がある。できるかぎりくっつかないようにしてるけど、これでも走れるように特訓したから問題ない。練習時には何度か発症した蕁じん麻ま疹しんも出ない。蛇へびとくっついている感覚に変化はないけど……。

　俺は竜浪と視線を合わせて……。

「「……勝つぞ」」

　二人の呟つぶきが重なった瞬しゆん間かん──

　パンッ！

　小こ気き味みいいピストルの音が鳴り響き、歓声を受けて俺たちは一いつ斉せいに走り出した。

「う……！」

　左足に力を込めた瞬間に痛みが走る。竜たつ浪なみは一瞬こちらを気にするように動きを止めたが、すぐに俺に合わせて足を踏み出した。

　そのまま俺たちは一気にスピードを上げ、周まわりのクラスを追い抜く……。

　が、やはりＦ組は手て強ごわかった。

「はええ……！」

　永なが谷たにと池いけ原はらはまるでそれぞれ一人で走っているようなスピード。速くもグラウンドを走り抜け、校舎横のルートに入っていこうとしている。

　俺たちも負けじと二人についていく。後ろから見た感じだと、あの二人、息はあまり合っていないみたいだった。時とき折おり動きがぎくしゃくしてスピードが落ちている。

　対して俺たちは──

「はっ、はっ、はっ、はっ」

　二人の呼吸はほぼぴったり。練習していた時はよく足並みが乱れていたけど、今となっては歩ほ幅はばの違いや身長差もまったく関係ない。砂浜でもぴったりの足取りで走れるようになったんだから、こんな安定した足場なら一いつ切さい足踏みすることなく走っていける。

　──痛いけど、我慢だ我慢……!!

　足には激痛……泣きたいくらいだけど、ここで弱音を吐はくわけにはいかない……！

　校舎横を走り抜けると、開けた道に出る。校舎とプールとの間をつなぐ渡り廊下から、応援しようと待っていた生徒たちが一斉に歓声を浴びせてくる。

　女子からの視線を感じて一瞬体が強こわ張ばりそうになる──が。

「小こ熊ぐま、練習中にも言っただろう。私の呼吸だけ感じていろ」

　竜浪の落ち着いた声に意識を戻される。言われた通り、彼女の息づかいだけに集中する。

　中庭を走り抜けた時には、他のクラスはすでに遥はるか後方にいた。永谷池原コンビとの距離も詰まってきている。流れはこちらに来てるはず……！

　俺たちの足音が聞こえたのか、永谷が肩越しにこちらを見て、舌打ちをしたようだった。

──よし、いける。この調子ならグラウンドに戻る頃には逆転できるぞ……！

　手応ごたえを感じながらプール横まで駆け抜けて、コースはプール裏うらルートへ。ここからしばらくは観客がいない。客からすればトンネルのようなもので、ここから第二グラウンドに出た所で待ちかまえているらしかった。

「ここで一気に追い抜くぞ！」

　竜浪のかけ声に従って、俺はさらにスピードを上げる──

　瞬しゆん間かん、

「え……!?」

　俺と竜たつ浪なみの声はほぼ同時。足になにかが引っかかったのだ。

　俺たちはぐらりとバランスを崩くずし、前へと倒れ込む。勢いのままにざざっと肌を砂が擦こすり、膝ひざに鋭い痛みが走った。

「…………!!」

　でも、それより痛かったのは左足。また捻ひねってしまったのかもしれない。神経ごとねじり上げられるような激痛が足首から全身に響き渡る。

「いたぁ……む、な、なんだこれは……!?」

　竜浪の声に片目を開けると、目の前になぜかロープが一本落ちている。そして──

「竜浪さん？　永なが谷たにくんに気に入られてるからって、いい気になっちゃダメよ」

　そんな凍こごえるような声が横から……。そちらを見てみれば、どこか酷こく薄はくな薄ら笑いを浮かべている女子が一人。永谷の取り巻きの女生徒だ……！

「お、おまえがやったのか……!!」

　竜浪の怒りの声にわざとらしく怯おびえるフリをして、女子はどこかへ逃げていった。

　──あの子、このロープで足を引っかけたんだな……！

「むうう……！　な、永谷の作戦だな。こんな汚い真ま似ねをするとは……!!　やはりあいつは五年前からなにも変わっていない……!!」

「竜浪、あんなのに構うな……!!　それより走らなきゃ置いていかれる……!!」

　怒り心頭といった竜浪にそう言うものの──足の痛みが限界を超えている気がした。神経が焼き付いているみたいで、足首から先が上う手まく言うことを聞かない。

　必死に唇くちびるを噛かんでいたせいか、竜浪にも辛つらさが伝わってしまったらしく、

「小こ熊ぐま……もう無理だ。おまえ、足が……」

　彼女は中庭にいた時のように心配そうな顔になっている。俺を案じてくれる気持ちが伝わってくる。

　でも、まだ……。

「まだ勝ってないんだから、走らないと！」

　勝たなきゃどうにもならないから。こんなところで寝ていられない……！

　歯を食いしばって地面を踏みしめる。立てるなら走れるはず……。

「ほら、おまえも立てって。行くぞ竜浪──」

　と、後ろから角を曲がり、後続の生徒たちがやってきた。俺たちを窺うかがいつつも、次々と追い抜いていく他クラスの出走者たち。そして遠くに見える永谷と池原は、すでに第二グラウンドに近づいているみたいで……。

「竜浪、早く立てって！　追いつけなくなっちゃうぞ！」

　俺は小柄なパートナーを必死に急せかす──が、彼女は動かず……。

「……もういい」

「え？」

「リタイヤしよう」

　耳を疑う。一度やる気になった竜たつ浪なみの口からこんな言葉が出るなんて……。

　俺は足の痛みを堪こらえてしゃがみ込み、竜浪の表情を窺うかがう。

「おまえの足の怪け我が、これ以上酷ひどくしたくないのだ」

　俺を見上げてそんなセリフを吐はく竜浪は、目元に力がない。いつものような覇は気きがまったくなくて……。さっきまでの闘志も消えてしまっているようだった。こうなると、普段よりも一回り小さくなってしまったように感じる。

　……俺を心配してくれるのは嬉うれしいさ。でも……。

「今はそういうセリフは聞きたくないんだよ！　立てって竜浪！」

　怒ど鳴なるような声になってしまう──と、竜浪はむっとしたように口を突き出し、

「わ、私はおまえのことを心配して言っているのだぞ！」

　──ああもう、なんでこう俺の考えてることが伝わってくれないのか……！

　だったら無む理り矢や理りでも届けるようにと、俺は竜浪に鼻がくっつくくらいに顔を近づけた。

「ほ、本音を言えばな！　俺だって、おまえのこと心配してるんだよ！　いるか寮の仲間だろ！　おまえを永なが谷たにに渡したくないんだよ！　男も捨てたもんじゃないって証明したいんだよ！　それに勝つって約束しただろ！　だから勝ちたいって言ってるんだ！　立てってば竜浪！」

　思っていたことをはき出して、小柄な体をひょいっと持ち上げるようにして立ち上がらせる。

　竜浪は目をしばたたかせて俺を見上げる。大だい蛇じやを抱かかえ上げたような感覚に蕁じん麻ま疹しんがぶつぶつと浮いていたが、気にしないことにした。気になるけど気にしない。

「いくぞ竜浪！　ほら、今からでも追いつけるだろ！」

　なぜかあうあうと口を動かして、俺の足に視線を落としたり、俺の顔を見上げたり、見るからに戸と惑まどっている竜浪は、まだ走り出す決心がつかないみたいで……。

　体操服の彼女を見て、ふと、あの運動会の写真のことが頭に浮かんできた。

「ここにおまえのじーちゃんがいたら……」

　じーちゃん、と言った瞬しゆん間かんに彼女の表情が固まる。

「……必死で勝とうとしてるおまえを見たいって思うんじゃないのかな？」

　少しの間は、きっと俺の言葉が竜浪の胸に伝わるまでのタイムラグ……。

　次の瞬間には、彼女の瞳ひとみに強い光が戻ってきていた。

「う、うん！　追いつくぞ小こ熊ぐま！」

　そう言い放つ声は、いつもの竜浪らしい凛りんとしたものだった。

　──よしよし、これでこそ竜浪だ！

　お互いの体を握って、再びスタートだ。永なが谷たにたちはすでに第二グラウンドに抜けようとしている。でも、まだまだコースは長いし、追いつけるはず。

　俺たちは五歩目くらいですでにトップスピードに乗っていた。さっきよりも息が合っている気がする。足の激痛は気持ちでなんとか抑おさえつけた。如月きさらぎなら『気持ちの問題』って叫んでるところだ。俺も気合いを見せないと……！

　さっき俺たちを抜いていった連中を次々に抜き返していく。みんなには悪いけど、はっきり言って俺たちはスピードの次元が違う。特訓した時間は無駄じゃない……！

　問題はあいつら、永谷と池いけ原はらのトップコンビ。第二グラウンドの隅すみを駆け抜けて、すでに体育館裏うらへと向かっているみたいだった。

「こうちゃん負けるなー！　追いつけー！」

「抜けますわよ！　あなたたちの方が速いですもの！」

「二人ともガンバですーっ」

　ゆうひ先輩、氏うじ家いえ会長、珠たまちゃんの三人の声援が後押ししてくれる。痛みがちょっとだけ薄れてくれた。無意識のうちにスピードがさらに上がる。

　──いける、これなら追いつける……！

　第二グラウンドを駆け抜けて体育館裏へ突入。再び観客がいなくなる。結局のところ、Ｆ組とＡ組の一いつ騎き打ちは変わらないようだった。

　永谷がこちらを向いて苦にが虫むしを噛かみつぶした顔になる。……ゴールした時には、その顔が敗北に歪ゆがんでるんだ……！

「ここで抜こう、竜たつ浪なみ──」

　そう言った瞬しゆん間かんだった。

　全身を包む息が止まるような冷たさ。俺たちの体に大量の水が降りかかったのだ。雨──じゃない。人を濡ぬれ鼠ねずみにできるだけの、纏まとまった量の人じん為い的な放水……。

　頭上を睨にらみつけると、窓から顔を出している女生徒が一人。あの永谷の取り巻きのもう片方だ。手に持っているのは水を滴したたらせているバケツ……。あれの中身を俺たちに振りかけたのか。

　──くそ、これも永谷の仕し業わざか。どこまでも汚いやつ……！

　女生徒は俺の視線を受けて、慌あわてたように窓の向こうへと消えていった。

「竜浪、大丈夫──」

　彼女に顔を向けて──言葉は途中で飲み込んだ。竜浪の体操服は水を吸ってスケスケに。肌にしっとりと貼はり付いて、ブラのラインがくっきりと見えてしまっていた。

「あ…………」

　竜浪は頬ほほを赤らめてささっと胸元を押さえたが──すぐに前を見み据すえる。このままの状態で走るつもりか……？

　みんなの視線に晒さらされる竜浪を思い浮かべる。……いやいや、それはまずいだろうよ。

　よっと呟つぶやいて、俺は自分の体操服を脱いだ。

「なっ、なんで脱いでいるこの変へん態たい!!」

　ずばっとタオルを巻いた腹にチョップを食らい、体をくの字に折る。調子が戻ったら戻ったで攻こう撃げき的なんだからこいつは……。

「べ、別にヘンなこと考えてるわけじゃなくて、これ！」

　竜たつ浪なみの体に強引に体操服を被かぶせる。濡ぬれてるけど、二つ被せれば体は隠れるはずだ。

　水面に顔を出した魚のように襟えりから顔を覗のぞかせる竜浪。体操服が大きすぎてブルマまで隠れてしまった。竜浪はくんくんと襟元で鼻を鳴らし、顔をしかめる。

「……汗くさい」

「が、我慢しろってば！　ほら、体掴つかんで！」

　裸の俺に抵抗があるみたいだった竜浪だが、渋しぶ々しぶ……というより、おずおずといった風に俺の腰こしに手を回してくる。タオル越しだから直接じゃないんだけど、他の部分は裸になっているせいか、くっついてくる彼女の感触をさっきまでよりも近くに感じてしまい──

「い、行くぞ！」

　誤ご魔ま化かすようにして走り出した。竜浪も慌あわてたように俺と足並みを揃そろえる。

　前を行く永谷たちはすでに体育館裏うらを抜け、グラウンドに戻ってしまっている。追いつけるか……!?

「追いつくぞ！」

　竜浪の声には気合いが入りまくっている。体育館裏を走り抜け、グラウンドへ──

　途と端たんにどわっと観客がざわめいた。俺たちを見た生徒たちがみんな目を丸くしている。

　──ぬ、濡れてる上に片方は裸、片方は男モノの体操服を着てるんだもんな。そりゃあ驚くのも当然か。

　観客の視線の中を走り抜け、永谷たちに続いてグラウンドに入る。最後は中央に描かれた一周二百メートルのサークルを回ってゴールというコース。もうゴールまで残り少ない……！

「小こ熊ぐま、もっと速くしないと追いつけない……！」

「わかってる……!!」

　ぎゅっと唇くちびるを噛かみしめる。そうは言っても、足の痛みはすでに限界を超えているのだ。これ以上スピードを上げようとしても、足が言うことを聞いてくれそうにない。

　永谷たちとの距離は確実に詰まっているだけに、足の故障がもどかしい。二人との差は五メートルくらいか。もう少しゴールまで長ければ追いつけるのに……！

　そしてついに中央サークルに突入。これを一周したらゴールになっちゃうぞ……！

「くそ…………！」

　ちら、と竜浪の顔を見下ろす。背水の陣という感じの必死の表情。永谷に負けたら、こいつを渡さなきゃならないんだ。如月きさらぎの親友。強気なクラスメイトの竜浪竜りゆう子こを……。

　それに、さっき竜たつ浪なみにぶつけた言葉は噓うそじゃない。

　俺はまだいるか寮に入って二ヶ月も経たってない新しん参ざん者ものだけど……。

　俺だって、竜浪を寮の仲間だって思ってる。そんな彼女があんなやつに好きにされるなんて、納得できるもんか……!!

「く、うう……!!」

　故障して煙を上げるエンジンを無む理り矢や理り動かすように、左足で地面を蹴けりつける。スピードが上がり、永なが谷たにたちの姿が近づいてきて……。

　残りサークル半周地点で──ついに俺たちは二人に並んだ。

　歓声が二つのペアに降り注ぐ。吉よし村むらさんの怒ど鳴なるような声援。理事長の応援も聞こえてくる。それに橘たちばな先生の声も……。「頑がん張ばれ全裸男ー！」っていうのは他のクラスの生徒の声か……!?

　さらに俺と竜浪の足が速まる。永谷と池いけ原はらさんもきっと同じだったんだと思う。俺たちと同じく、二人の速さも上がっていた。

「ぜっ、ぜっ、ぜっ……！」

　スタミナが尽つきかけてるけど、ここで燃料切れを起こすわけにはいかない。必死にゴールへ向かう。ラストのコーナーを曲がって……あとは最後の直線のみ。

「ラストスパート……！」

　竜浪の言葉に返事をする余裕はない。完全に並へい走そう状態だった。永谷と池原もここに来て呼吸が合ったのか、速度が落ちない……！

　そして──

「あ……っ」

　竜浪の小さな声が聞こえたのはその時だった。

　直後、腹に違和感。巻いていたタオルがほどけて落ちたのだ。しかし、ということはつまり──

「うああああ……!?」

　腹に触れる竜浪の掌てのひらの感触。生の、女の子の素す肌はだの感触……!!

　ぶつぶつぶつぶつぶつっ!!

　全身に浮かんでくる赤い発ほつ疹しん。下を見れば竜浪の『やっちまった』と言いたげな顔。観客の中に見える理事長が目を丸くしている。橘先生を始め、Ａ組のメンバーは望みが絶たれたとばかりに驚きよう愕がくの顔を浮かべていて……。

　一番絶望したのはもちろん俺だ。足の痛みだけでもギリギリのラインで耐えていた。なのにここまできて、最後の最後で、トドメを刺されるなんて……！

　ぐらっと左足から崩くずれ落ちそうになり──




「小こ熊ぐまく──────────────────ん!!」




　聞き慣れた声に、顔を上げた。

　不ふ思し議ぎなくらいにすぐに彼女の姿は見つかった。他の人から浮かび上がるようにして、ペンダントを握った如月きさらぎ美み空そらが俺をまばたき一つせずに見み据すえていて──




「あなたならやれるから!!　諦あきらめちゃダメ!!」




　その声は、多くの声援の中をすり抜けるようにして俺の耳に飛び込んできた。頭の中で何度も反響して、崩くずれかけた俺の意識を魔ま法ほうみたいに一いつ瞬しゆんで立て直してしまう。

　ぎりっと歯を噛かみしめ、強引に片手の手袋を脱ぎ捨てる。露あらわになった右手で竜浪の肩をぎゅっと強く掴つかんだ。

「こ、小こ熊ぐま!?」

「竜浪、思いっきり掴んで良いから！」

　小柄なパートナーの顔を見下ろして叫ぶと──竜浪は一瞬呆あつ気けにとられたようだったが、すぐに目に力を込めてはっきりと頷うなずき、

「う…………！」

　がっしりと俺の横腹のあたりを掴んできた。竜浪の身長からすると、腰こしでなくここがベストな手の置き場所らしいのだ。

　ぞわわっと大だい蛇じやに噛かみつかれているような錯さつ覚かく。でも、そんなことを気にしてる時じゃない！

「行くぞ……!!」

　かけ声と共に俺たちはお互いの体をしっかりと引き寄せてスパートをかける。ある程度離れたままで走っていたさっきまでとは安定感が違う。自分たちでも驚くくらいにスピードが出る。一人で走った時より速いんじゃないかっていうくらいに……！

「く、くそ！　小熊なんかに……!!」

　必死な形ぎよう相そうの永なが谷たに。取り巻きの女の子たちにあんな卑ひ怯きようなことまでさせたんだ。よっぽど勝ちたかったんだろう……。

　でも──

「勝つのは……!!」

「私たちだ……!!」

　今の俺と竜浪は、きっと無敵だったに違いない。並へい走そうしていた永谷池いけ原はらコンビをぐんぐんと引き離し──

「ゴール!!」

　国くに重しげ先生の声が響き、俺たちは一位でゴールテープを切ったのだった。

「うああ……！」

　その勢いのままに、竜たつ浪なみと並んで地面に倒れ込む。も、もうダメだ、足が上がらない。

　立てなくなるくらいの疲労と左足の痛み。じくじくと神経が炎症を起こしている。アドレナリンでさっきまではいくらかは麻ま痺ひしていたのか、今では足を少し動かすだけで泣き出してしまいそうなくらいに痛い。ロープで引っかけられた時に擦すりむいたせいか、膝ひざからは血が滲にじんでいた。

　まさに満まん身しん創そう痍い。だけど……。

「勝ったぞ、竜浪……」

　横で地面に膝ひざをつき、荒い息をしている竜浪と……なんとか勝利をもぎ取れた。その事実があるだけで、左足の痛みも勲くん章しようのようなものとして感じられる。

「はあ、はあ……やった……嬉うれしい……」

　そう呟つぶく竜浪は、今まで見たことがないくらいに爽そう快かい感に満ちた顔をしていた。ソフトボールの試合の時、ホームランを打ってもつまらない顔をしていた竜浪なんだ。こいつのこの表情が見られただけで、この勝利には意味があったんだと思えてくる。

　俺も達成感を感じながら、大きく呼吸を繰り返す。足を動かさないようにして体を起こし、地面に座り込んだ。と──

「頑がん張ばったね、二人とも」

　あの時、耳に響いたものと同じ声。太陽の光を体に受けて、前に立つのは如月きさらぎ美み空そら。彼女はどこか安あん堵どの窺うかがえる笑顔を浮かべて俺たちを見下ろしていた。

「小こ熊ぐまくん、早く保健室行かなきゃね」

　と、ぞろぞろと別のクラスの男子たちがやってくる。その手に持っているのは担たん架か……。

　如月、わざわざ男子に声をかけて待機してくれてたのか。

　理事長と橘たちばな先生も駆け寄ってきて、笑顔を向けてくれる──と思いきや、二人の顔に浮かぶのは憤いきどおりの表情……？

「よくやった小熊……と言いたいところだけど」

「怪け我がしてるのは気付いてたんだけど……そんなに酷ひどいとは思わなかったのよね」

　二人は俺の靴を脱がせ、息を飲んで顔をしかめた。

「……腫はれてるじゃないの。まだ病院開いてるかしら」

「ほらほら、そこどけそこどけー。怪我したまま走ったばかたれが通るぞー」

　橘先生、せっかく頑張ったのにばかとか言わなくても……。

　しかし如月までうんうんと頷いて、

「まあ、ばかはばかだもんね。私の言うとおりに休んでればよかったのに」

　そんなことを言うのだ。……くそう、もっと褒ほめてくれてもいいのに。

　不満に思っていると──如月はちょっと困ったように眉まゆ尻じりを落として、

「……ごめんね。ホントに心配だったから。……でも」

　俺の姿を見て、くすっと微笑ほほえむ。

「……頑がん張ばってる小こ熊ぐまくんは、やっぱりちょっとだけいい人に見えるね」

　その穏おだやかな口調は、誰よりも俺を褒ほめてくれているようで……。

　思わず微笑み返してしまうくらいに嬉うれしかった──が、同時に気恥ずかしくなって、如月きさらぎから目を逸そらした。ほのかに熱くなった頬ほほをぽりぽりとかく。

　……あの時、こいつの声援がなかったら、たぶん負けてたと思う。なんだろうな。如月の声って、なぜだか胸に響いてくるっていうか……。俺の耳に残りやすい声質なのかな？

　ちょっと不ふ思し議ぎに思いながらも、のそのそと担たん架かに体を乗せて横になると──

「……くそったれ、俺たちの負けか」

　同じように肩で息をしている永なが谷たにが、顔をしかめて俺たちの前に立つ。

「ちびっこも怪け我が人さんも、侮あなどれないんだね……。ホントに怪我してるとは思わなかったし」

　池いけ原はらさんは爽さわやかな顔で、素直に負けを認めているようで……ちびっこと言われた竜浪も聞き流しているみたいだった。

　永谷は俺と竜浪を交互に見て──ちっと舌打ちする。

「……ヘンなカッコしやがって。水浴びしてても勝てたってアピールかよ。しかも片方は怪我人ってか。……くそ、プライドが傷つくぜ」

　む、と竜たつ浪なみが眉まゆをひそめた。

「おまえが卑ひ怯きようなことをしたのだろうが。取り巻きの女子にあんな汚い真ま似ねをさせるとは……男とか女とかではない。人としておまえは間違っているのだ」

　図星をつかれて言葉に詰まる──かと思ったのだが、永谷は意外なことに目を丸くして、

「……なんの話だ？　俺の取り巻きって……」

　と、彼ははっとしたように後ろを向く。と、そこにはタオルを持って走ってくるあの女子二人組の姿があって……。彼女たちはまたも竜浪に悪意に満ちた視線を向けてくる。

「永谷くん、残念だったね……」

「でも仕方ないよ。竜浪さんって頭まで筋肉でできてるんだから……」

　丁てい寧ねいにこちらに悪あく態たいをついてくれる。竜浪は特に気にしていないみたいだったけど、俺の方が頭にきた。

「ちょっと、君たちいい加か減げんに──」




「おまえら、俺が卑怯な真似しろっていつ頼んだよ!!」




　それは俺ではなく、永谷の叫び声だった。

　問題の女子二人組は雷に打たれたみたいにびくっと震ふるえ、小さくなる。自分たちがどうして怒られているのかわからないというような顔で……。永谷は彼女たちを容よう赦しやなく睨にらみつけて、ちっと大きく舌打ちする。

「……国くに重しげ先生、俺たちのクラス、失格っす」

「ん……な、なに言ってるんだ、永なが谷たに？　失格？」

「はい、俺、Ａ組コンビに対して反則したんで。失格にしてください」

　永谷は憮ぶ然ぜんとしてそう言い捨てて、校舎の方へと歩いていく。わけがわからないと言いたげにその後ろ姿を眺ながめる国重先生。そして池いけ原はらさんは──なにか事情を理解でもしたのか、永谷の後を追って走っていった。

　俺と竜たつ浪なみはぽかんとして、永谷の後ろ姿を眺めていた。あいつは胸を張っているのが普通のはずなのに、今は背中を丸めていて小さく見える。

　……今の流れだと、つまり……。

「……あの女子たちの妨害、永谷の指示じゃなかったのか？」

「……ふん、ただの演技だろう。あいつなら妨害を指示するくらいのことはやる」

　竜浪は永谷の背中を睨にらんで言い捨てる。……が、彼女も俺と同じで、どこか釈しやく然ぜんとしていないように見えた。

「とにかく、浩こう一いち君は早く病院に行くわよ。みんな、駐車場まで運んでちょうだい」

　理事長に言われ、俺は大人おとなしく担たん架かで運ばれていく。女子たちから注目されるのが嫌いやで、俺は目の上に腕を置き、視界を閉ざすことにする……。

　と、目を閉じる直前、横を竜浪がついてきていることに気付く。

「……竜浪はここにいていいぞ？」

「体育祭が終わるまでは、不本意ながらおまえは相あい棒ぼうなのだ。ついていく」

　如月きさらぎもついてこようとしたみたいだったが、なんでも競技終了後に各クラス委員長は雑務を片付けなければいけないらしい。俺に「もう無理しちゃダメだからね」と言って見送ってくれた。国重先生には二度とこういう無む茶ちやをするなと叱しかられ、他のいるか寮生にも声をかけられ、見送られ──理事長は今日は車で来ていないので、橘たちばな先生の車に乗せられた。

　いきなりアクセル全開。国道を病院に向けて飛ばす車に揺ゆられながら──後部座席に寝かされた俺は、助手席に座る竜浪の後ろ頭を眺ながめる。

　……なにはともあれ、勝ったんだ。




　これでちょっとくらいは、竜浪も男のことを見直してくれたかな……。




　　　　４




　足を治療し、松まつ葉ば杖つえをつきながらの食堂での祝勝会でも大いに蕁じん麻ま疹しんを出して……。

　そんな騒がしかった体育祭の翌日──

「もう少しで墓地だぞ」

　抜けるような五月さつき晴れの下、俺、如月きさらぎ、竜たつ浪なみの三人は、竜浪の祖父が眠る墓地へと向かっていた。目的はお墓参り。俺と如月は竜浪についてきた形だった。

　前にラーメン屋に行った時と同じように電車に揺ゆられ、ここは竜浪の実家のある町。彼女のお祖じ父いさんのお墓は、ここの高台の墓地にあるらしい。

　緩ゆるやかな坂を上っていると──竜浪が気遣づかうような目を向けてくる。その片手にはお線香などの入った紙袋。如月と同じように女性恐怖症に影響がないくらいに距離を取るスキルは、一いつ緒しよに過ごした二週間で身に着けてくれたものだろう。

「……小こ熊ぐま、足が痛いなら寮にいた方がよかったのではないか」

「いや、松まつ葉ば杖づえがあれば痛くないし。俺もお祖父さんのお墓参りしたかったから」

　片足はギプスで固定しているが、これは早く治すための処置だ。骨が折れているわけでもなく捻ねん挫ざだけだったので、二週間程度安静にしていれば普通に歩けるようになるらしい。

「……それならいいのだが。もう無理をしてはダメだぞ」

　頷うなずきを返す。……もう『らしくない』とも思えなくなった。昨日からずっとこうして俺の足を気遣ってくれているのだ。俺を道ばたに落ちた小枝くらいにしか見ていなかった竜浪はどこに行ったのか……。

「ふふ、こんなに心配性な竜りゆう子こは初めて見るわね」

「む……ち、ちがう。その怪け我がは私のせいでもあるから、治すまでは面めん倒どうを見てやろうと思っているだけだ」

　如月にからかうように言われ、ふいっとそっぽを向く仕草にも棘とげがない。……ちょっと調子は狂うけど、俺としてはもちろんこっちの方がいい。頑がん張ばった甲か斐いがあったと思えるし。

　三人で坂を歩いていくと、段々と民家が少なくなってくる。新緑の木々が生い茂り、突きだした枝葉が陽光を受けて地面に影絵を描いていた。

　……竜浪はこういう自然の中で過ごしてきたのかな。

　彼女は今日も活動的なパンツスタイル。このしなやかな体はこういった田舎いなかの自然の中で育はぐくまれたんだろう。俺もこっちで暮らしてたら、もっとアウトドア派な性格になってたのかな、とかちょっとだけ考える。

　湧わき立つ緑の匂においをすうっと吸い込むと、竜浪は再び俺に顔を向け、

「そういえばおまえ、勝ったら私に聞きたいことがあると話していたな。……勝ったことだし、約束通りに答えてやるぞ」

　なぜか緊張した面おも持もちの彼女……俺がヘンなこと聞くとか思ってるのかな。

「大丈夫だよ。おかしいことは聞かないし……。答えにくかったら、答えなくていいから」

　そう前置きして、少し躊躇ためらいながらも──その質問を口にした。

「……俺が聞きたいのは、竜浪の男嫌ぎらいの理由。おまえの事情を、できるだけ詳くわしく知りたい」

　竜たつ浪なみは三度ほどまばたきをして──顔を逸そらした。

「……そんなこと、聞いても仕方がないことだろう」

「いいや、大事なことだから。できれば教えてほしいかな」

　これを知るために頑がん張ばったんだから、聞かせてほしい。でないと、竜浪のことがこれ以上わからないし……。

　俺の気持ちが伝わったのか、彼女は一つため息をついて、

「……べつに教えてもいいが。つまらん話になるからな」

「……えっと、竜りゆう子こ、私も聞いていい？」

「もちろん。ただ本当につまらない話だぞ」

　竜浪は俺と如月にそう言って、歩きながら話し始めた。

「前に話したと思うが、私は小さい頃から、祖父によく懐なついていた。お祖じ父いちゃんっこだったのだ。いつも祖父と一いつ緒しよにいた気がする」

　祖父、という言葉が出ると竜浪の口調にどこか懐かしむような色が混じる。

「剣道をやっていた、というのも話したな。別に剣道など好きではなかったが、祖父がやっているので自然と私も始めていた。……強くなれば祖父が褒ほめてくれるから、それが楽しみでやっていたのだ」

　ちち、とメジロが木々の間から顔を覗のぞかせている。竜浪はそれをちらりと眺ながめて、

「……祖父は私にとって特別な存在だったのだ。悲しませるようなことはしたくなかったし、常に喜ばせたいと思っていた。昔から祖父は私が活躍すると喜んだから、運動も頑張ったし、小学校の頃は勉強もちゃんとやっていた」

「……ああ、なんとなくわかるかな。俺も小さい頃はさ、ねーちゃんに褒められるのが嬉うれしくて、習い事とかもちゃんとやってたんだ」

「私も……ピアノの練習とか、両親に褒められるのが嬉しかったなあ……」

　小学生というのはそういうものなんだと思う。年を重ねるごとに『褒められたい』って感覚は薄くなってくるものなんだろうけど。

　竜浪はどこか柔らかい顔を俺たちに向けて「そうか」と呟く。

「……あ、それじゃ、おまえが体育祭で燃える理由って……お祖父さんのためなのか？」

「ああ。運動会で私が活躍すると、祖父は特に喜んだから。今でも体育祭関連のイベントだけは手が抜けない。……それ以外のことは、祖父がいた時ほど本気になれないのだが」

　そんなやりとりをしていると、前から人の良さそうなお爺じいさんとお婆ばあさんが歩いてきて、俺たちはぺこりと会え釈しやくをした。向こうも朗ほがらかに笑って挨あい拶さつを返してくれる。

　竜浪はそんなお二人の後ろ姿を懐かしむように眺ながめて──やがて表情を改めた。

「私は昔から、祖父を悲しませる人は嫌きらいだった。……しかし小学校六年の時、祖父をこれ以上ないほど悲しませる事件を起こしたばかものがいたのだ」

　彼女の声に怒りが混じる。ざあっと風が木の葉を揺ゆらす。

「……祖父が開いていた剣道道場は、田舎いなか町ということでもちろん無名だった。しかし地域の子供を集めてみんなが楽しく剣道を学んでいた。祖父自身がよく笑う人で、子供が大好きだったから、そういう空気が道場に満ちていたのだと思う。男子が多かったが、私をはじめとして女子も少なくなかった」

　そして言葉は一いつ旦たん途と切ぎれ、

「……その中に、あの永なが谷たにもいた」

　その声には憤いきどおりが含ふくまれているようで……俺は思わず息を飲む。

「この前の運動会でもわかったと思うが、永谷はずば抜けた運動神経を持っている。中学時代からはサッカー部に入ったらしい。今は浜はま之の宮みやのエースになっているのだとか」

「……あいつ、速かったもんなあ」

　しなやかな肉体といえば竜たつ浪なみだけでなく永谷もそうなのだ。生まれついてスポーツ向きの体質なんだろう。

「永谷は小学校時代から、体育の時間などは特に目立った存在だった。地元のスポーツクラブの勧誘をしょっちゅう受けていたくらいだ。……しかしあいつは私の祖父が経営する剣道場に入ってきた。剣道好きというわけでもなさそうだったが……まあ、単に近くにあったから、という程度の理由なのだろう」

「……じゃあ、同じ場所で稽けい古こをしてたんだな」

「ああ。私は男子とあまり話をしなかったから、特に仲良くもなかったが。……あいつはすぐに道場でも頭角を現した。祖父も永谷の才能に惚ほれ込んでいたようで、特に目をかけて指導していたみたいだった。永谷に引っ張られる形で他の男子も稽古を頑がん張ばるようになって、道場はそれまでとは違った意味で活気づいていた。……永谷自身は、あまり本気で稽古をしていないようだったが」

　そう話す竜浪の表情は晴れない。

「……私は正直、永谷に嫉しつ妬としていた。だからあいつにだけは負けないようにと頑張って練習した。男に対する対抗意識はあの頃に生まれたのだと思う。……祖父をとられそうな気がして、怖こわかったのだ」

　話しながらも足を進める。坂道が終わり、墓地の入り口が見えてきた。

「そんなある日、県内で剣道の大会が行われるということで、私たちも参加することになった。祖父はこういう大会には興味を示さなかったのだが、愛まな弟で子しの永谷がどこまで行けるかを試してみたくなったのかもしれん。団体戦だったから、私が先せん鋒ぽう、永谷が大たい将しようで出場した。他の三人はみんな、永谷と仲の良い男子たちだった」

「……結果はどうなったんだ？」

「決勝まで進んだ。が、そこで負けた。……最悪の試合だった」

　竜たつ浪なみの表情が今までになく歪ゆがむ……。

　彼女は感情を落ち着かせるように一つ、二つと大きく呼吸して、話を続けた。

「……実力では相手チームが確実に勝っていた。私が三人抜きしたのだが、次に出た次じ鋒ほうは試合中、どうあっても敵かなわないと感じたか戦意喪そう失しつして敗北。中ちゆう堅けんも同じように思ったか棄き権けん。副ふく将しようは相手が疲れていたせいか、見るからにやる気はなかったが、どうにか引き分けに持ち込んだ。決着は大将同士ということになった。しかし相手の大将は強くて……旗はた色いろが悪いと見た永谷は、最悪の手段に出たのだ」

　吐はき捨てるように竜浪は言う。

「相手の足を踏みつけて面打ち。誰の目から見てもわかる反則だった。結果、私たちのチームは失格負け。相手の大将は足の筋すじを痛めてしまい、私の祖父は大会の運営者、相手のチームにひたすら頭を下げていた。私たちは追い出されるようにして会場を去ることになった。いつも笑っていた祖父なのに、あの日は消沈して笑顔の欠片かけらも見せなかった。永谷は自分が反則したくせに、むすっとした顔のまま謝あやまりもしなかった。じーちゃんに叱しかられても無視していた。他の男子たちは負けたことも忘れて楽しそうに携帯ゲームをやっていた」

　話すうちに竜浪の顔が暗くなっていく。

「……その日から祖父に元気がなくなった。自分の教え方に問題があったと、気に病んでいたようだった。門下生への指導にも熱が入らなくなった。さらに永谷が露ろ骨こつな反則をしたという話が地元に広まって……そんなことを教える道場には通わせないと、門下生もどんどんいなくなった。近所でも、祖父の悪い噂うわさをする人がいると聞いたことがある。悪いのは永谷だったのに……。……そして、道場を閉めることに決まった」

　墓場の入り口を抜ける。入り口に黒猫が一匹寝そべっていたが、俺も竜浪も如月きさらぎも、それには構わなかった。

「……永谷は大会の翌日から姿を見せなかった。が……私はあいつが許せなかった。だから祖父の前で試合をすることにしたのだ。祖父が私に教え込んだ剣道が、汚いあいつよりも優れていると証明したくて……」

　思わず、勝ったのか、と聞きそうになったが──彼女の表情で、答えがわかった。

「……試合は負けた。最後の最後で、このままでは負けると思ったのか、あいつはまた足を踏みつける反則をした。そのまま永谷は何も言わずに外へ逃げていって……。怒ろうとしたじーちゃんもすぐに悲しそうな顔になって……。それが私があの道場に入った、最後の日になった」

　話が途と切ぎれ、俺たちは水場へと向かう。水を入れた桶おけを手に、竜浪の祖父が眠るお墓へ。

　彼女の祖父の墓は墓地の端はしにあった。高台になっているので景色がいい。備そなえられた柵さくの向こうに町並みが見え、遠くには海も見える。海の手前にあるのは御み崎さき町ちようだろうか。

　竜浪は墓の上がり口に桶を置いて、『竜浪家』と彫ほられた墓石をどこか遠くにあるもののように見る。

「じーちゃんが亡くなったのはそれから半年後だ。笑顔が少なくなったのはあの出来事が原因だったのかもしれんし、自分の死期を悟さとっていたからなのかもしれん。しかし……私は永なが谷たにのせいでじーちゃんの死が早まったと思っている。それにあの大会で、次じ鋒ほうから副ふく将しようまでの男子がもっと根性を見せていれば、永谷に回らずに試合にも勝てていたとも考えられる。そうすれば……じーちゃんは最後まで子供に囲まれ、笑顔のままで死を迎えられたはずだ」

　彼女は俺に顔を向け、静かに最後に一ひと言こと。

「それが、私が男嫌ぎらいになった理由。異性なんて絶対に信用しないと考える理由だ。……男の顔を見る度たびに、あの大会に出場していた男子の顔、それに永谷が頭に浮かぶのだ」

　俺と如月きさらぎは黙ったままだった。なにを言えばいいのかわからない。ただ、思ったことは一つ。

　──竜浪の恋愛嫌いにも、如月並みに根深い理由があったのか……。

　つまるところ竜浪は、『男が祖父を殺したようなもの』と考えているんじゃないだろうか。なのに『男を好きになるのも大事だよ？』なんて語っても、彼女からすれば『なにをばかなことを言っているのか』くらいにしか感じないと思う。

　如月の事情を聞いた時も、恋愛不適応を治すのは難しいと思った。……寮に入った頃は正直、『過去の失恋やなにかが原因なんじゃないのか』と軽く考えていた時もあったけど。

　でも……そんなものじゃない。この子たちの恋愛否定は、簡単に治せるものじゃないからあのいるか寮に集められてるんだ。

「……さて、拝おがむ前に墓の掃除をするぞ」

　竜浪がそう言って雑草を抜き始めた、俺たちも同じように墓の掃除を始めようとして──

「……あれには理由があったんだよ」

　それは聞き覚えのある声だった。

　顔を上げると、隣となりの墓石の裏うら側がわから、問題の男──永谷が姿を現した。私服のラフな格かつ好こうをしており、首にはネックレスをかけていた。

　……なんでここにこいつがいるんだ？

　俺たちは驚いていたが──竜浪は永谷には顔を向けないようにして、

「……なにしにきた？」

　その素っ気ない態度に、永谷は言葉に詰まったようだったが、

「……昨日負けたからな。じーさんに謝あやまりにきたんだよ」

「……ふん。本心から謝らなければ意味がない。おまえは謝罪の精神を持っていないから、謝っても意味がないのだ」

　突き放すような物言いだが、永谷は構わないみたいだった。墓石の前に立ち、彼らしくない姿勢のよさで頭を九十度まで下げて──




「あの時は、すいませんでした!!」




　柵さくの向こうの町にまで響き渡りそうな声で、そう言ったのだ。

「……俺、あの時はどうしても勝ちたかったんです！　反則してでも勝って、カッコいいところ見せたかったんです！」

　竜たつ浪なみが怪け訝げんな顔になる。

「……カッコいいところを見せたかった？　親にか？　そんな理由であんな反則を──」

「じーさんの孫に、カッコいいところ見せたかったんです！」

　俺たちは目をしばたたかせた。じーさんの孫って、それはつまり……。

　永なが谷たには驚いている様よう子すの竜浪をちらりと見て、頬ほほを仄ほのかに赤くし、さらに言葉を押し出すようにして──

「竜りゆう子こが好きだったから、いいカッコしたかったんです！」

　それは墓石でなく、竜浪へ向けた告白だった。

　当の竜浪はぽかんと口を開け、目をまん丸にしている。永谷は顔を上げ、まくし立てるように言葉を紡つむぐ。

「……竜子、男子に興味なかったみたいだから、道場に入って、カッコいいところ見せてアピールしたかったんです。大会に出て優勝の立たて役やく者しやになれば、竜子も俺に目を向けてくれるんじゃないかって思って……だから反則しちまいました。竜子との最後の試合でもそうです。好きな子に負けたくなかったんです。あの時はバカなガキで、謝あやまることもできなくて、それからも踏ん切りがつかなくて……ここに来られませんでした。すいませんでした」

　ぺこ、ともう一度墓石に向かって謝る永谷。その態度は普段と違う殊しゆ勝しようなもので……俺たちはすっかり呆あつ気けにとられてしまっていた。

　そんな中、竜浪は我に返ったのか剣けん呑のんな顔つきになり、

「……おい永谷、なんの冗談だ」

「冗談じゃない。俺はおまえが好きだったんだよ。だからいいカッコするために反則したんだ」

　そう言って、竜浪に向き直る永谷は真剣そのもの。冗談を言っている雰ふん囲い気きじゃない。

「……ついでに言うと、俺がわざわざ浜はま之の宮みや学園に入ったのは、竜子と一いつ緒しよの学園に通うためだったんだよ」

　どこか恥ずかしそうに頬をかく永谷に、竜浪は目をしばたたかせている。俺と如月きさらぎはあたふたと顔を見合わせた。……ちょ、ちょっと、なんだか俺たち、ここに居づらい雰囲気になってきたんだけど。

　勢いに任まかせるとでもいうように、永谷は続ける。

「……言いたいことわかるよな？　俺、今でもおまえのことが好きなんだよ。俺が勝ったら、付き合ってくれって言うつもりだったんだ」

　──告白。

　ざあっと木の葉が音を鳴らした。俺と如月きさらぎは息を飲んで成り行きを見守る。

　竜たつ浪なみは告白を受け、その頬ほほを朱しゆに染める──などということはなかった。彼女はしばしの間、時間が止まったように固まっていたが……。

　やがて何度かぱちぱちとまばたきして、眉まゆをひそめる。

「……それでは、おまえはあの反則は私のためにした、とでも言うつもりか？」

「い、いや、そういうわけじゃねえけど……。でもあれは、俺だってやりたくてやったわけじゃなかったんだよ……」

　永なが谷たには後悔を滲にじませて答えるものの……竜浪の表情は変わらない。

「……永谷、小こ熊ぐまを見ろ」

　彼の顔がこちらに向く。その視線にはやはり敵意が含ふくまれている。……えっと、永谷は俺が竜浪と付き合ってるって思ってるわけだから、こういう顔になるのも無理ないことなのかな。

「その男は元々インドア派で、運動嫌ぎらいだ。はっきり言えば、ただのへたれなのだ」

「……竜浪さ、俺にケンカ売る流れじゃなかったと思うんだけど」

「おまえはちょっと黙っていてくれ。……永谷、小熊はな、運動嫌いでも必死に特訓して、異性が苦にが手てなのに私の勉強まで見てくれて……さらに体育祭の本番では歩けなくなるくらいの酷ひどい捻ねん挫ざをしたにも関わらず走り続けて、妨害にも負けずに戦って、最後の最後では私に触れられて……全身に蕁じん麻ま疹しんを出しながらも勝利をもぎ取ったのだ」

　竜浪は俺を見ずに、少しだけ躊躇ためらうようにして……。

　もごもごと口の中で転がすように言う。

「……私にとって格好かつこいい人というのは、そういうばかな人なのだ。男だろうが女だろうがな」

　一いつ瞬しゆん耳を疑った。竜浪の口から出たとは思えない言葉……。

「……竜浪、それって俺が格好いい人っていう──」

「違う。うるさいだまれ触るぞばかもの」

　じろっと睨にらまれてにべもなく言われ、俺は大人おとなしく黙って小さくなる。ほ、褒ほめてくれたんじゃないのかよ……。

　俺たちのやりとりを見ていた永谷は、片手で額ひたいを押さえた。目元が見えなくなり、彼の頬が震ふるえる。そして口元に、自じ嘲ちようするような笑みが浮かんだ。

「……つまり、俺がやったのは……やっぱりただの悪いことだったってわけか」

「ああ、そうだ。もしもおまえがあの時本気で練習して、試合でも死ぬ気で勝ちに行っていれば……ありえんとは思うが、もしかしたら、おまえを好きになっていたかもしれんな」

　もう一度、ざわっと草木が擦こすれる音。風が吹いて、俺たちの髪を揺ゆらす。

　少しの間を置いて、永谷は「そうか」とだけ短く呟つぶやいて──俺たちに背を向けた。

「……じゃーな、竜りゆう子こ」

「……ああ。さようなら、だ」

　竜たつ浪なみの返事は短かった。永なが谷たにはそれを受け入れたのか、なにも言わずに歩いていき──

「永谷」

　最後に竜浪が、その背中に声をかけた。

　彼女は言葉に迷うように、何度か口を開けたり閉じたりして──

「一応………………私なんかを好きになってくれたことには、感謝しておく」

　紡つむがれたのは、そんな彼女らしいセリフ。戸と惑まどいに彩いろどられた、不器用な言葉に聞こえた。

　永谷はこちらに肩越しに視線を向けて──ちょっとだけ目を細める。今までのあいつとは違う、温かみのある目つきに見えた。

　そのまま何も言わず、背中を向けたまま手を振って、彼はやがて墓地から出て行く。

　俺は永谷が去った方向を眺ながめて──ちょっと気の毒に思えてきた。

「……なあ、竜浪、あれでよかったのか？　告白されたんだから、ちょっと考えてみてもよかったんじゃないかな……？　あいつやっぱり、悪いやつには見えないし──」

「永谷が私の祖父を悲しませたことに変わりはない。どんな理由があろうとだ」

　そう話す竜浪の表情に迷いはなかった。……そうか、大切なお祖じ父いさんに関わることだからな。好きだのなんだの理由を知っても、簡単に許すことはできないか。

「……じゃあ、男嫌ぎらいもまだ、治らないか？」

「当然だ。男は嫌いだ。大っ嫌いだ」

　その言葉にはまだ憎しみと憤いきどおりが含ふくまれていて、俺は言葉に詰まる。

　如月きさらぎの方を向いてみれば、こちらも複雑そうな表情を浮かべながらも──竜浪の言葉には頷うなずいていた。納得できる、ってことか。

　……簡単にこの子たちの価値観がひっくり返るってことは、やっぱりないわけか。

　落らく胆たんはしたが、竜浪の事情を聞いた後だ。彼女の気持ちも、なんとなくだけどわかる。

　と、如月は永谷の歩いていった方を眺めながら、

「でも、なるほどねー。竜りゆう子こが好きだから因いん縁ねんをつけてたのね。……小学生みたい」

「まあなあ……。しかしよりによって竜浪に惚ほれるなんて──つめたあ!?」

　むすっとした竜浪に桶おけの水をひっかけられた。……しまった、つい本音が出た。

「……あいつには根性が足りなかったのだ。ばかになれるだけの根性がな」

　そう呟つぶいて、墓の掃除に戻る竜浪。俺たちも大人おとなしく雑草を抜く作業に戻る。

　そのまましばらく会話がなくなる。墓場は静かだった。町中でなく丘の上にあるので、自然の声しか聞こえない。車の騒音、人の喧けん噪そうの代わりにあるのは草木の控ひかえめなざわめき。遠くには海も見えて……孫の暮らす御み崎さき町まちも見える。俺たちが毎日感じる海風は、この墓地にもきっと届いている。

　竜浪のお祖父さんはここで眠ってるんだ……。

「……よし、こんなところだろう」

　墓石を綺き麗れいに拭ふき終わり、額ひたいにうっすら浮いた汗を拭ぬぐう竜たつ浪なみ。俺と如月きさらぎも雑草はあらかた抜き終わった。墓石は太陽の光を受けて、昨日建てられたばかりのように眩まぶしく輝いている。

　俺たちは墓石の前に並ぶ。竜浪はカマボコの板に蝋ろうで固定した蝋ろう燭そくにマッチで火をつけ、それに束線香を当てて着火するのを待つ。僅わずかな風にでも蝋燭の火がゆらゆら揺ゆれる。

　やがて線香は白い煙をくゆらせ始め、竜浪はそれを香こう炉ろに立てて立ち上がる。

　三人揃そろって手を合わせ、目を瞑つむり、お祖じ父いさんの冥めい福ふくを祈る……。

　木々のざわめきも遠くに聞こえる。お祖父さんがすぐそこにいるような錯さつ覚かくがある。竜浪家の仏ぶつ壇だんの前にいた時も、こんな感覚だったっけ。

　……お祖父さん、会ってみたかったなあ。

　改めてそんなことを思う。竜浪だけでなく、地元の子供たちからも愛された人。どれだけ素敵なお祖父さんだったんだろう。

　と、竜浪の口からぽつぽつと言葉が聞こえてきた。




「……じーちゃん、体育祭は無事に勝てました」




「みんなで頑がん張ばって勝ちました。じーちゃんの教え通り、みんなで楽しんで勝ちました」




「ここからでも学校は見える？　じーちゃん、見ててくれましたか？」




　報告するように話す竜浪。静かな声音。それに……。

　ゆっくりと目を開けた。竜浪がどんな表情で話しているか、見たかったのだ。

　俺と如月の少し前に立っている竜浪。その顔を覗のぞき込むと──彼女はぱちっと目を開け、紙袋の中から賞状を取り出した。昨日の体育祭の優勝賞状。吉よし村むらさんなどクラスメイトみんなの意見で、クラスよりもいるか寮に飾るべきと言われて受け取ったものだ。

　竜浪はそれを手に持ち、まるでオリンピックの金メダルでも掲かかげるようにして、




「えへ、勝ったよ。……じーちゃん、嬉うれしい？」




　本当にそこにいるお祖父さんに自慢するように、淡い笑顔を浮かべてそう言ったのだった。

　そのはにかみはどこからどう見ても、年相応の女の子の表情で、女の子の声音で……。

　……そっか。

　これが竜浪の素顔なんだ、って思った。
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「さ、体洗わないと……」

　ぼやいて水音を残し、浴よく槽そうから這はい出した。夜、寝る前の風呂場の時間は至福の一ひと時とき……のはずだったのだが、足を怪け我がしているせいで気軽に動けない。

「……うぅ」

　不便だ。足を動かすとまだまだ痛みが走るから、容易に動かせない。浴槽からシャワーの下までは這いずっていくしかなかった。

　ずる、ずると芋いも虫むしのように進み、どうにか『小こ熊ぐま用』とプレートのかかったシャワー下にたどり着く。他の女の子たち曰いわく、『男と一いつ緒しよのシャワーなんて使いたくない』ということだった。もちろん椅い子すも共用などできるわけもなく、俺専用のものが置いてある。……『専用』って言葉は疎そ外がい感を呼ぶってことを、この寮に来て初めて知ったよ。

「ん、しょ……ふん……！」

　声を出しながらなんとか椅子に座る。……もちろん落ち着いてるとはいえ、足の痛みはしばらく消えないだろう。当分の間はこの不便な生活が続きそうだなあ。

　さて、とこれも男用のシャンプーをつけ、頭を洗う。

　ごしごしと頭を指の腹で擦こすりながら、考えるのは竜たつ浪なみのことだった。

「……あいつに恋愛させるなんて、できるのかなあ」

　理事長は『一緒にいることがお互いのリハビリになる』っていうことを言ってた。だからべつに、俺が特効薬みたいな存在になって、彼女たちの恋愛不適応を治さなきゃいけないってわけじゃないと思う。気長に、近くで生活するだけでいいってことだ。

　でも……それだけで治るものなんだろうか。竜浪は永なが谷たにから謝あやまってもらってたけど……やっぱり男嫌ぎらいは治ってないみたいだったしなあ。今思えば、あいつの男口調も、異性を遠ざけるためのものだったんだろう。

　心に染みついた恋愛否定主義。……果たして治療薬はあるものなのか。

　物思いにふけりながらシャワーで頭を流し、タオルにボディソープを落として、泡あわ立てる。

　……まあ、まだここに越してきて一ヶ月だし、焦あせることもないのかな。

　と、そんなことを考えている時だった。背後からカララと戸が開く音がしたのは。

「は、入ってます！」

　心臓が飛び跳はね、トイレを叩たたかれた時のように狼ろう狽ばいして答える──が、返事はなく……。

　浴室へおずおずと入ってきたのは──

「た、たた、竜浪……？」

　なぜかスクール水着を身に着けた、竜浪竜りゆう子こだった。

　彼女は俯うつむきがちにこちらを見て頬ほほを赤らめる。俺は慌あわててタオルを腰こしに巻いた。

「な、なにしにきたんだよ。もう一回入りたいなら、せめて俺が上がった後にしろよ」

　肩越しにそう言うものの、彼女は頬を赤らめたままでこちらに近づいてくる。逃げようとする俺だったが、足が言うことを聞かないので動くこともできず──

　竜たつ浪なみは自分の椅い子すをとってきて、俺の後ろに座った。かこっと音が浴よく槽そうに反響する。

「な、なんなんだよ。なにがしたいんだ……？」

「……お礼だ」

　竜浪はそう呟つぶやいて、何重にも重ねたタオルにボディソープを落とし、ごしごしと音を立てるようにして泡あわ立て始めた。

「お、お礼……って、俺、おまえになにもしてないぞ？」

「した。体育祭を頑がん張ばった。男嫌ぎらいについての質問に答えたくらいでは、私の気が済まない。ご飯も今度作ってやるが、それでも足りない。だから……その、背中を流してやる」

　耳を疑う。背中を流すって、つまり、俺の背中を彼女が洗うってことで……。

「ちょ、ちょっと待った！　気持ちは嬉うれしいけど、そんなことしたら蕁じん麻ま疹しんが……」

「大丈夫だ。タオルを何重かにして巻けば掌てのひらの感触もなくなるだろう」

「で、でで、でも、女の子には纏まとってる空気みたいなものがあって、それを感じると俺は──ぃっひい!?」

　背中にタオルと泡の感触。そのまま竜浪は俺の背中をごしごしと擦こすり始めた。

　ぶるっと腹の底から震ふるえが走る。背中に感じるタオル越しの竜浪の掌てのひら……。直接じゃないから蕁麻疹は出ないみたいだ。でも肌はだが敏感になっていて、擦られる度たびにぴくぴくと腰が跳はね、声が出そうになる。

「……難なん儀ぎな体質だな。これでもまだ辛つらいのか」

　俺の反応が伝わったのか、竜浪は擦る力を弱めてくれる。肌を撫なでるような手つき。肩越しに後ろに目を向けると、思った以上に真剣に擦ってくれている彼女の顔が見える。

「……このくらいでいいか？」

「う、うん、いいけど……。おまえがこういうことしてくれるとは、夢にも思わなかったよ」

「……私だって夢にも思わなかったが。おまえがあれだけ頑張ったのだから、これくらいしてやらないと釣つり合わない」

　反響する声をかわす。擦る力が弱まり、いくらか気持ちも楽になった。

　ほうっと息を一つ。

　……蛇へびが真後ろにいる感覚は変わらないけど、人に背中を洗ってもらうなんて子供のころ以来だなあ……。

「ん……しょっ……。むぅ、華きや奢しやなやつだと思っていたが。意外と背中は広いのだな」

「そうかな。普通だと思うけど」

「私の祖父もおまえと同じくらいの身長で見た目は細身だったが、背中は広かったのだ」

「へえ……お祖じ父いさん、剣道やってたのに細かったのか」

「体質だろうな。力というより技の人だった。強かったが、それ以上に優しくて……私をよく褒ほめてくれたのだ。夜はいろいろな本を読んでくれたりもしたぞ。……中音域の、聴き心ごこ地ちのいい声だった」

　お祖じ父いさんの話になると声が弾はずむ竜たつ浪なみだ。この話題は俺も好きになり始めていた。

「……お祖父さん、会ってみたかったなあ」

「おまえもこの町に住んでいれば可愛かわいがられただろうな。祖父が好きなタイプだろうし。……そして私に嫉しつ妬とされていじめられていたに違いない」

「……なんか想像できるな。道場で竜浪に追いかけられて、お祖父さんの後ろに隠れてる俺とか」

　くくっと竜浪が小さく笑った気がしたが、よく聞こえなかった。

　そんなやりとりをしているうちに背中を洗い終わったようで、竜浪はお湯を浴よく槽そうから桶おけに掬すくい、俺に豪ごう快かいにぶっかける。

「さ、終わりだ。あとは……明日の夕飯は私が担当することになっている。ラーメンもメニューに入れてやろう。たっぷり作るが、残したら怒るからな」

「……わかったよ。腹空かしとく」

　よろしい、と言い置いて、竜浪は浴室の入り口に歩いていこうとする……。

　俺は顔だけ振り向いて、その背中に声をかけた。

「竜浪」

　ん、と振り返る竜浪竜りゆう子こ。水気を吸っても触覚はぴんぴんっと二本突っ立っている。彼女の性格を現してるみたいだと改めて思う。

　と、そんな彼女に、一つ聞いておきたいことがあったのだ。

「おまえさ、寝る時に『あの頃は毎日楽しかった』って言ったことがあるよな？」

「ん……ああ、あったかもしれんが」

　竜浪はきょとんとしているみたいだった。……如月きさらぎも気にしてたこのセリフ。俺もずっと気になってたんだ。

「……今はどうだ？　いるか寮での生活、楽しくないのか？」

　竜浪は目をしばたたかせ、なにかを口にしようとして──一度口を閉じた。

　……答えにくいのか？　楽しくないってことか……？

　そう思っていると、彼女の顔が段々と緩ゆるみ……。

「……楽しいぞ。美み空そらも珠たまも理事長も、ゆうひ先輩も会長殿もいい人ばかりだし。……それに、小こ熊ぐまは男だが……おまえを見ても不ふ思し議ぎと、頭に嫌いやな男の顔は浮かんでこない」

　そして俺を見つめるその顔が──いつか見た笑顔に変わった。




「あんたってちょっとだけ、じーちゃんに似てるよ」




　──不意打ちの笑顔と、女の子の口調だった。

　俺は目を丸くする。あのお祖じ父いさんと映っていた写真にあるままの、どこかいたずらっぽい夏の太陽みたいな笑顔。墓場にいた時と違って、それは俺にだけ向けられている。そして浴室に反響する、山鳥の鳴き声みたいに快活な声音は自然のままで、これがきっと彼女の地声で……。

「今の喋しやべり方……それに俺が、お祖父さんに似てるって……あ、ちょっと！」

　竜浪は最後にちょっとからかうような笑顔を残して、脱衣所へと向かおうとする……。

　が、俺は思わず立ち上がり、その後を追いかけていた。

「ちょ、ちょっと待った！　もう少し話を聞かせて──いてっ!?」

　左足に鋭い痛み。いきなり立ち上がったせいで足首が軋きしんだ。

　かくっと膝ひざが折れ、俺はバランスを崩くずして──

「た、竜たつ浪なみ、どいて──」

「え……ひゃんっ!?」
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　その声は俺の望む通りの、女の子らしい声だった。

　ただしその声の原因は困ったことに、俺のほっぺたに柔らかいものが触れてるからで……。

　竜浪の体に倒れる勢いのまま突っ込んだ俺は、その小柄な体にぎゅっとしがみついていた。頬ほほに触れるお尻しりは張りがあり、弾だん力りよくに満ちた柔らかさ、温かさ。抱きしめたウエストは驚くくらいに細い……。

　おそるおそる顔を上げれば──そこにあるのは彼女の素顔……。

　素で怒っている顔だった。

「お、おまえは……やっぱり……」

　顔を真っ赤にした竜たつ浪なみはぷるぷると震ふるえながら、握りしめた拳こぶしを振りかぶり──

「くたばれ！　エロ男！」

　ドゴッと脳天に轟ごう音おん。頭ず蓋がいまでめり込むようなパンチを受け、俺は顔面から床に叩たたきつけられた。

　さらにぐしゃっといつぞやのように頭を踏まれる。そしてぶつぶつぶつっと全身に浮かび上がる蕁じん麻ま疹しんの波……。

「少し甘くすればすぐこれだ。……そういえば美み空そらが、小こ熊ぐまの女性恐怖症を治す手伝いをすると言っていたな。よし決めた、私はこのばかの煩ぼん悩のうを叩き出す訓練でもしてやろう」

　男っぽい口調に戻ってしまった竜浪はそんなことをぶつぶつ呟つぶやいている。ぐりぐりと俺の頭を踏みにじるのも忘れないあたり、容よう赦しやない。

　……大だい介すけおじさん、慧けい子こおばさん。娘さんの男性嫌ぎらいを治すには、まだまだ時間が必要みたいです。こいつが恋愛するところなんて想像もできません。

　……でも。

　……まあ、なんていうか。




　あの輝くような笑顔は忘れてないみたいだから……そんなに心配することはないんじゃないかな、って思います。







　あとがき




　エアコンよりも扇風機派。節電……ではなく、喉のどが弱いんです。自然の空気が一番ですね。

　こんにちは、辰たつ川かわ光みつ彦ひこです。




　さて、『いるか寮の少女たちは恋できない』２巻になります。

　今回はいるか寮一の強気な女の子、竜たつ浪なみ竜りゆう子この話。いつも尖とがった空気を身に纏まとう彼女にも、周りに話さない過去がありました。

　浩こう一いちはなんとか寮で暮らせているけれど、相変わらずの女性恐怖症。騒動に巻き込まれたりハプニングを起こしたりと、ドタバタしながらの寮生活。

　美み空そらとの距離も縮まったり縮まらなかったり。

　そんな中で、男の子、小こ熊ぐま浩一は頑がん張ばります。

　どんなお話なのかは、この本を買って読んで確かめていただければと思います……！




　と、あとがきから読む方のための今巻アピールでした。




　作者的には、竜子はいるか寮の中でも一、二を争うくらいに好きなキャラです。ツンツンしてる子っていいよなあ。いやもちろん、デレデレしてる子も好きですけどね。




　ちなみにドラ○エ５の嫁キャラだと、ＤＳ版で出てきたデ○ラが一番好きです。おそらく彼女は選ばないというプレイヤーも多いと思いますが、一度選んでみてください。会話を聞いているうちに、なにかに目覚めるかもしれません。

　以前はビア○カ派でしたが、今ではそれも昔の話です。

　あ、ちなみに僕はＭではありませんので。そこは明言しておきます。僕の名誉のために。







　今作でお世話になった方々に心よりお礼申し上げます。

　担当の和わ田だ様、土つち屋や様。迷惑かけ通しで申し訳ありません。作品の質は向上させていきますので、今後ともよろしくお願いいたします。




　それではまた、次巻でお会いできることを願って。失礼いたします。


辰川光彦
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辰たつ川かわ光みつ彦ひこ

こういう川を見ると、ザリガニが捕りたくなりますね。東京でも比較的自然の多い所に住んでいます。そういえば、近場で蛍が見られる、などという話も聞きました。今年は見に行ってみようかな。
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Pikazo

ロリとふたつ結びとパンツをこよなく愛する、バンテリン愛好家。飲むヨーグルトが主食です。
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